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　私には顔が良く頭の固い二十五歳の兄が一人と、美人で私と違ちがって人当たりのいい姉が二人いる。

　要するに、四兄きよう妹だいである。

　モニキス公こう爵しやく家けは貴族の中でも最高位の由ゆい緒しよ正しい家柄。兄は王子の側近候補とまで言われる優ゆう秀しゆうな人間で、公爵家に嫁とついだ長女と侯こう爵しやく家けに嫁いだ次女は社交界の宝石と言われる貴族女性達のカリスマであった。

　そんな華はなやかな兄姉に対し末っ子の私はというと、常に図書館に入いり浸びたりの本の虫で、社交界に出ることよりも知識を頭に詰つめ込みたい変わり者だ。

「女性は女性らしくマナーやファッションの勉強をしなさい」

　兄にはよく、そう言われた。

「貴女あなたもちゃんと夜会に出て素す敵てきな旦だん那な様さまを見つけなくちゃ！　そうね[image: ][image: ]おすすめな殿との方がたは……」

「アルティナに似合いそうなドレスを見つけたのよ！　どう？　パステルピンクにフリルたっぷりのドレス！　今、流は行やっているのよ！」

　姉二人は口を開けば殿方とドレスのことばかり。

　理想の女性像を押し付けてくる兄にも、興味のない話を延々喋しやべり続ける姉二人にも、うんざりなのだ。

　そんなある日、私に婚こん約やく話ばなしが持ち上がった。

　相手はなんとこの国の第二王子。

「お兄様、私に婚約なんて無理です。まだ十四歳ですし、しかも王子様だなんて……本を読む時間をとれるわけありませんわ！　悪い冗じよう談だんにしか聞こえません」

「これ以上の相手はこの国にいないのだぞ、我わが儘ままばかり言っていないで僕ぼくの言うことを聞きなさい」

　兄にケンカを売り、肩かたを摑つかまれた私はそれを振ふり払はらおうとして体勢を崩くずし転んだ。

　勢いそのままに頭を床ゆかにぶつけて気絶してしまったのは予想外だった。

　遠くで兄の焦あせる声が聞こえた気がした。







　目が覚めると心配そうに私の手を握にぎる兄と、目を涙なみだでいっぱいにした姉二人が私を覗のぞき込んでいた。

「アルティナ。僕が解わかるか？　僕のせいですまなかった」

　謝あやまる兄に首を横に振る私。

「アルティナ、痛いところはな～い？」

「アルティナ、喉のどは渇かわいてな～い？」

　心配そうな姉二人にも首を横に振ってみせた。

　若じやつ干かんたんこぶができている気がするが我が慢まんできないほどではない。

　私は口を開き喉を押さえた。

　兄と姉二人が、首を傾かしげた。

　私は首を押さえたまま、口をパクパクと動かした。

「アルティナ、お前まさか、声が出ないのか？」

　兄は絶望を顔に張り付けて呟つぶやいた。

　耳を塞ふさぎたくなる姉二人の悲鳴が部屋に響ひびき渡わたる。

　直すぐに医者が呼ばれ色々な検査をされたが一向に声が出ない……。

　いや、出すつもりがないのだ。

　私の話を聞く耳を持たない兄と姉。

　なら、会話する意味がない。

　むしろ会話は愛する読書を妨さまたげるだけなのだ。

　だから私は、本を読むだけの生活のために声を出さないと、決めたのだった。
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　私が声を出すことをやめてから、兄は気持ち悪いぐらいに優やさしくなり、姉二人は私が可哀想かわいそうだと瞳ひとみをウルウルさせる日々が続いた。

　どうしても伝えたいことがある場合は筆談になるのだが、これがまた画期的で、私が紙に言葉を綴つづる間、兄も姉達も黙だまって待ってくれるのだ。

　興味のない話は笑え顔がおで頷うなずいていればいい。

　意見を求められないって最高!!

「アルティナ……すまないが、今回の第二王子殿でん下かとの婚約はなかったことになった」

　兄が神しん妙みような面おも持もちで告げた言葉に、姉達がこの世の終わりのような顔で息を吞のんだのが解わかったが、私は眉まゆ尻じりを下げて紙に言葉を綴った。

『仕方がないことだわ。声の出ない私を妻に迎むかえるなんてあり得ないもの』

　姉達が私を抱だき締しめて咽むせび泣く。

　兄も苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。

　いやいや、全然悔くやしくも悲しくもないから。

　むしろ、歓かん喜きだから！

　私は姉達の背中を優しく撫なでながら、内心ガッツポーズをしていた。
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　婚約の話がなくなってから、私が図書館に入り浸ることに兄も姉達も口を出さなくなった。

　可哀想な私が唯ゆい一いつ気を紛まぎらわせる場所だと思っているようだ。

　可哀想ってところが失礼だが、それでいい。

　私は今、かつてないほど幸せなのだ。

　起きる、食べる、近くの図書館に馬車で移動して本を読む、日が沈しずむころに馬車で帰宅、食べる、入浴、就しゆう寝しんのサイクルで、まさに神スケジュール。

　声を出さないことが、こんなにも都合がいいものだったとは。

　それなら一生出さなくていいや。

　その時の私は、本当にそう思っていたのだ。
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　声を出さなくなって三カ月。

　兄と姉達は色々な医者を呼び、僧そう侶りよを呼び、魔ま女じよまで連れてきた。

　そう、最後に連れてきた魔女のお婆ばあ様さまだけは私が声を出さないだけで本当は声を出せることに気がついた。

『声を出さない理由を聞いてもいいかい？』

　魔女様は私に筆談で聞いてくれた。

　だから、私も筆談で返した。

『兄と姉達が面めん倒どうなので』

　魔女様は愉ゆ快かいそうに笑った。

『面おも白しろい子だね』

『そうでしょうか？　それより、もっと楽しい話をしましょうよ！　魔ま法ほうとか、薬とか興味があります』

　魔女様の話してくれたお話は本当に面白かった。

　魔法は想像力が大事だとか、この花は薬になるが根には毒があるとか。

　分厚い本のように知識溢あふれる魔女様のことを私はすぐに気に入った。

『お嬢じようさん、図書館なら王立図書館の方が蔵書が多くて楽しいと思うよ』

　魔女様が来た次の日から、私が王立図書館の本の虫になったのは言うまでもない。
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　王立図書館は城の中に入り左手に進んだ奥おくに一いつ般ぱん公開スペースとして併へい設せつされている。

　城では上階に行くにつれて警備が厳しくなり入れるエリアも変わってくるのだという。

　私の隣となりには、送ってきたものの一人で図書館に行かせることが心配になってしまった兄がいる。

　といっても、兄は王子様達の側近候補の一人として文官の仕事があるので入口までのエスコートはできない。

　ちなみに、このサラーム国の王子様は三人。

　長男で側室の子のディランダル様と、妃ひ殿でん下かの子である次男のライアス様に三男のファル様だ。

　噂うわさでは皆みな様さま優秀だと聞くが、王太子の異母弟であるライアス様と婚約なんてしていたら、お家争いとかに巻き込まれていたかも知れない。

　婚約の話がなくなって良かった。

「昼に迎えに来る。一いつ緒しよに昼食をとろう」

　兄は私の頭を撫でてから城の中に消えていった。

　兄を見送ってから、私は王立図書館の扉とびらをゆっくりと開いた。

　はっきり言って、ここは天国じゃないだろうか？

　沢たく山さんの蔵書が自分の身長の何倍もの高さで並べられていて、上段の本は本ほん棚だなに備え付けられた可動式の梯子はしごを上ってとるようだ。

　どの本を読もうか悩なやんでしまう。

　私は目の前にあった植物の図ず鑑かんを棚から引き出しパラパラと図鑑をめくった。

「お嬢さん。そんなところで読むには図鑑は重いでしょう？　こちらに座すわりませんか？」

　爽さわやかな笑顔の男の人に声をかけられて私は鞄かばんからノートを取り出し、あらかじめ書いておいた『ありがとうございます』のページを開いて見せてから頭を下げた。

　私は、驚おどろいた顔の彼かれの座っている席から二人分のスペースをあけて座り、図鑑のページをめくった。







　お昼になり、そろそろ兄が来るころだと思い本を棚に戻もどした。

　見れば新参者の私が珍めずらしいのか、すれ違う人にチラチラ見られている気がする。

「お嬢さん、食事を一緒にいかがですか？」

　さっき席をすすめてくれた爽やかさんが私の前に立ちはだかった。

　私はノートに『兄が迎えに来るのでごめんなさい』と書いた。

　私が文字を書く間、彼はニコニコしながら私を見つめている。

「僕の妹に何か用か？」

「へ？　ユーエン様？　えっ？　妹？」

　そこに現れたのは兄だった。

　兄の顔を見た爽やかさんの顔が青い。

『お兄様、この方に優しくしていただきました』

　簡単に書いて兄に見せると、兄は口元をヒクヒクさせて爽やかさんを見た。

「ひっ！」

「僕の妹に何をしたって？」

「席をすすめただけです」

「アルティナ、本当か？」

　私はコクコクと頷く。

「アルティナ、世の中には爽やかな顔をしていても頭の中はいやらしいことしか考えていない男も沢山いる。こういう男に安易に近づいてはダメだ」

　えっ？　そうなの？　兄の後ろで首をプルプル振っている、その爽やかさんが危険人物なの？

「いいか？　安易に男に近づかないと約束してくれるな？」

　私がここで否定すれば後々面倒臭くさくなることは解っているので、素す直なおに頷くことにした。

「いいこだ」

　最近兄はよく柔やわらかい笑顔を作る。

「誰、あれ」

　爽やかさんから小さな呟きが聞こえたが、私は聞こえなかったことにして兄に肩を抱かれてその場を後にしたのだった。







　兄が連れてきてくれたのは城で働く人達用の食堂で、下は平民の騎き士しから上は宰さい相しよう様まで、同じ食堂を使うのだという。

　興きよう味み津しん々しんに中を見渡し足を踏ふみ入いれると、さっきまでガヤガヤと煩うるさいぐらいだった食堂が、空気がはりつめたようにシーンと静まり返った。

　余所者に厳しいとはこのことか？

「ユーエン様！　デートでしたらこんな小こ汚ぎたないところに連れてきてはダメでしょうに」

　食堂の調理場から目つきの鋭するどいおじ様が慌あわてたように頭を出してそう言うと、兄は呆あきれたように返した。

「いや、妹とデートなどしない」

「い、妹!?」

「ああ、末の妹だ。アルティナ、こちらはこの食堂の料理長だ」

　私は丁てい寧ねいに頭を下げた。

　料理長さんは慌ててコック帽ぼうを取ると私に頭を下げてくれた。

「妹は今、声が出ないから挨あい拶さつは会え釈しやくですまない」

　兄の言葉に料理長さんが啞あ然ぜんとするなか、兄はメニューを眺ながめて呟いた。

「アルティナ、何を食べる？　ハンバーグ定食か？　ポークジンジャー定食か？　肉Ａセットもあるぞ」

　兄よ……聞いているだけで胸焼けしそうです。

「ユーエン様、女性にそのメニューはヘビーですぜ」

「？　……だからここは女性が少ないのか……」

　兄は困ったように顎あごを撫でた。

　私はノートに『お兄様が手伝って下さるなら何でも食べられます』と書いて見せる。

「そうか？　では……」

　そんな様子を見ていた料理長さんは胸を強く叩たたくと言った。

「ユーエン様、俺にお任せくだせい！　スペシャルランチを用意いたしやす」

「だが」

「任せてくだせい」

　兄は呆れたように一つ息を吐はくと肉Ａセットとスペシャルランチを頼たのんでくれた。

　暫しばらく待つと、兄の前に茶色い肉の山の横に大量のパンが乗り小さなスープがついたトレイと、私の前にお肉のはさまったサンドイッチにサラダ、そしてスープにデザートのプリンがついたトレイが出てきて驚いた。

　兄の何ど処こにあの量がおさまるのだろうか？

　家ではここまで食べないが、仕事中はこんなに食べていたのか。

「アルティナ、そんな量で足りるのか？　僕のを分けてやろうか？」

　私はプルプルと首を横に振った。

　充じゆう分ぶんな量である。

　私は料理長さんにもう一度頭を下げてから、あいている席を探す兄を追いかけた。

　席につくと、手をくみお祈いのりをする私を気にするそぶりもなく、兄は大きく口を開けて肉を頰ほお張ばっている。

　私もサンドイッチを手にとると、思いきって口を開けて頰張った。

　今まで食べたことのないジューシーなお肉が口いっぱいに広がりワイルドな味がした。

　サラダにはゴマを使った濃のう厚こうなドレッシングがかかっている。

　スープにも野菜が沢山入っていて、プリンにたどりつくころには大分お腹なかが苦しい。

　まあ、デザートは別腹なので食べきったけど。

　ああ、幸せだ。

　夢中で食べていたから気がつかなかったが、ここでも何な故ぜか無茶苦茶見られていた。

　うそ、顔にソースでもついているのだろうか？

　慌てて兄を見ると、むしろ兄の口にソースがついていた。

　兄のこんな顔、見たことがない。

　なんだか微笑ほほえましくて口元が緩ゆるんでしまう。

　私はハンカチを取り出すと兄の口元を拭ぬぐってあげた。

「ああ、すまないな」

　私は笑ってみせた。

　貴重な兄の姿を見られたのだ。

　なんだか得した気すらする。

　私はノートを取り出して『私の口元は大だい丈じよう夫ぶですか？』と書いて見せた。

「ああ、大丈夫だ」

　兄はそう言って笑顔を向けてくる。

　私は安心して、今度はノートに料理長さんへのお礼の言葉を書き始めた。

『美お味いしいランチをありがとうございました。どれもとても美味しくて食べ過ぎてしまいました。幸せをありがとうございます』と書いて兄を見ると、私が書いた文字を見て一つ頷いてくれた。

　兄がトレイを返へん却きやくしてくれている間に料理長さんにノートをちぎって手渡したら泣かれた。

「か、家宝にしやす!!」

　大おお袈げ裟さだ。

　だが、喜んでくれたのならいいや。

　兄に連れられて料理長さんに手を振ってから食堂を出ると、ドッと騒さわがしくなったのが解った。

　もしかして私の存在は、迷めい惑わくだったのではないだろうか？
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　僕には自じ慢まんの妹が三人いる。

　長女リベリーは二十三歳さいでナイトブルーの髪かみにスカイブルーの瞳ひとみ。妖よう艶えんななかにも可愛かわいさを持つ美人で公こう爵しやく家けに嫁とついだ。次女ラフラは二は十た歳ちでスカイブルーの髪にエメラルドの瞳。美しくも気の強そうな容姿で、侯こう爵しやく家けに嫁いだ。

　二人は社交界の宝石と呼ばれるほどの美人で、結けつ婚こんした今でも異性からの関心を集めている。

　そして、三女のアルティナはアメジストの髪にラベンダーの瞳。外に出たがらない引きこもりのせいか、日に当たらない肌はだは陶とう器きのように白く儚はかなげな雰ふん囲い気きを持つ。

　壊こわれ物もののように見えるが、しっかり自じ我がを持つ女性だ。

　アルティナは本にのめり込み社交界に出るつもりがない。

　やれ、お腹なかが痛いだの頭が痛いだのと誰だれでも解わかるような噓うそをつき、社交会場まで行ったとしても人波に酔ようと言って馬車から下りず本を読むような彼女に異性との出会いなど、どうやって見つければいいのか？

　そんな時、第二王子の婚こん約やく者を探していると国王陛下から話があった。

　アルティナは王子より二歳年下でちょうどよい。上の妹二人のように美しい女性なのだろうと言われ、当然のように頷うなずいてしまったのが運のつきだった。

　とんとん拍びよう子しに話を取り付けられてしまい、アルティナには悪いが婚約はもはや決まったようなものだった。

　第二王子がどんな性格かと聞かれたら、脳筋と答える。

　今二十五歳の僕と同い年の第一王子の方が文武両道でアルティナを幸せにしてくれそうなのだが、残念なことに第一王子は生まれた時から決められた婚約者がいる。

　十四歳の第三王子は甘あまえたいだけのお子様だから論外だ。

　どうにか第二王子から第一王子に婚約相手を変えてもらえないか国王陛下にお伺うかがいを立てようと思っていた。

　結婚とは女性の幸せだ。

　早くいい男と結ばれて、妹達には幸せに暮らしてほしい。

　あの時まで、僕はそう思っていたのだ。







　アルティナが何不自由なく暮らすために王族との婚約を実現したかった。

　言い聞かせようと肩かたを摑つかめばアルティナは僕を睨にらみつけ、その手を振ふり払はらった。

　妹のあんな顔を初めて見た。

　床ゆかに頭を打ちつけてしまい、意識を失ったアルティナを見て血の気が引いた。

　幸せにしたかった大事な妹を、僕は何の考えもなしに傷つけてしまったのだ。

　心も、身体からだも。

　目を覚ましたアルティナは、喋しやべることができなくなっていた。

　医者が言うには、ストレスが原因のため、それを取り除くのが一番だそうだ。

　それなのに、あろうことか国王陛下は、アルティナが声を出せなくなったことを聞くと第二王子との婚約はなかったことにしてほしいと言ってきた。

　その事実にアルティナは仕方がないと筆談で伝えてきたのだ。

　それからというものアルティナは毎日本を飽あきるまで読んだ。

　そして、僕が帰ると柔やわらかな笑え顔がおを向けてくれる。

　妹達の中でも一番美しいアルティナが結婚できないなんて考えもしなかった。

　……いっそ、僕が一生養えばアルティナは幸せになれるかも知れない。

　誰にもアルティナを任せる必要なんてない。

　僕がアルティナを幸せにすればいいんじゃないか？

　僕のせいで声が出なくなったのだ。

　僕が責任をとるのは当たり前だ。

　そう思った。

　だが、アルティナは美しいのだ。

　王立図書館に興味を持ったアルティナを連れていった日、入口でアルティナを見かけた数人の同どう僚りように、紹しよう介かいしてほしいと詰つめ寄よられた。

　昼食をとるため迎むかえに行けば、いつもは図書館にいない男達がアルティナを見ようと本ほん棚だなの隙すき間まからチラチラと様子をうかがっていた。

　食堂に連れていけばアルティナの美しさに大半の人間が言葉を失う。

　これは、どうしたものか。

　午後は出会う男出会う男、皆みなにアルティナのことを聞かれた。







「大変そうだねユーエン」

　僕の仕事場である第一王子の執しつ務む室しつに行けば、王子のディランダルはそう切り出してきた。

「妹は美しいですから」

　僕がそれだけを言えば、デイランダル王子は苦笑いを浮かべた。

　本当は彼にもらってほしい。

　文ぶん武ぶ両りよう道どう、性格も穏おだやか。

　白に近い金きん髪ぱつにアクアマリンの瞳を持った美び丈じよう夫ふ。

　それに、僕の親友だ。

　だけど残念ながら彼には既に婚約者がいる。

「アルティナが喋れなくなったのは僕のせいだ。だから僕が幸せにする」

　驚おどろいた顔のディランダルはゆっくりと柔らかく笑った。

「そうか。困ったことがあったら何い時つでも相談しなさい。力になるから、ねっ親友」

「悪いな親友」

　僕らはクスクスと笑い合った。

　こんな男だから彼にアルティナを預けたかったのだが、今はそれを言う資格などないと僕は口を閉じるのだった。
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　私の暮らしぶりを心配した姉二人が嫁とつぎ先から里帰りすると聞かされた時、私は軽く考えていた。

　今、私の頭を撫なでているのが長女のリベリーで爪つめのお手入れをしてくれているのが次女ラフラであるのだが、少々困こん惑わくしている。

　リベリー姉様の、頭撫で撫ではそろそろ禿はげそうだからやめてほしい。

「アルティナは最近王立図書館に通っているのでしょ？　誰だれかに酷ひどいことを言われたりしていない？」

　リベリー姉様の言葉にラフラ姉様が続けた。

「アルティナ！　そうよ！　何かあればお姉様達に直すぐに相談しなさい」

　私は苦笑いを浮うかべてみせた。

「私の宝物が下心を持った狼おおかみの群れの中にいるだなんて考えただけで耐たえられないわ」

「貴女あなたは、私達兄きよう妹だい全員の宝物よ。だからこそ私達が必ず守ってみせるわ」

　宝物とはなんのことを言っているのか？

　ラフラ姉様は爪のお手入れが終わると私の手をマッサージしながら言った。

「王子様ならアルティナに釣つり合うと思っていたのに、声が出なくなったからって婚こん約やくの話をなかったことにするだなんて、見る目がないにもほどがあるわ！　そう思うでしょ姉様！」

「そうね、こんなに可愛かわいいアルティナを見たら後こう悔かいするに決まってますわ。だけど今さらお嫁よめに欲しいと言ってもあげないんだから」

　姉達はクスクスと笑った。

　この二人は本当に仲良しだ。

「さあ、アルティナ！　これでアルティナの白魚のような手がピカピカになったわ！　本ばかり読んでいたら手の油を全て本に吸い取られてしまうわ！　気をつけなくてはダメよ」

　私はコクコクと頷うなずく。

　姉達はニコニコしながらドレスを選び始めた。

　それというのも、今日は貴族令れい嬢じようや夫人が集まるお茶会があるのだ。

　気分転てん換かんのためにぜひにと姉達に勧すすめられ、滅めつ多たにお茶会に出ない私だが、私の噓うそにより二人にかなりの心配をかけていることもあり断る気になれなかったのだ。

「これでどうかしら？」

　綺き麗れいな空色のドレスにサファイアのアクセサリーがつけられた。

　着き飾かざるのは好きじゃないが、姉達が喜ぶから今回はまあ、良しとしよう。







　お茶会の主しゆ催さい者しやはアンゲード公こう爵しやく家け。

　長女が嫁いだセリアーレ公爵家の次に力のある貴族だ。

　色とりどりの綺麗な薔ば薇らが咲さき乱みだれる庭園に、有力貴族の女性達が集まっている。

「リベリー様、ラフラ様、来て下さったのですね！　嬉うれしいわ！　あら、もしかしてそちらの可愛らしい方は……」

「アンゲード夫人、こちらは私達の妹のアルティナですの。よろしくお願いしますね」

　声をかけてきたアンゲード夫人はリベリー姉様の親友だと聞いたことがある。

「はじめましてアルティナ様。ずっとお会いしたかったのよ」

　私はスカートの裾すそをつまみ上げ頭を下げた。

「ごめんなさいね。今、アルティナ声が出ないの……」

「まあ！　大変じゃない！」

「お医者様はストレスからくる症しよう状じようだって言うのよ。だから、妹が楽しくなるように連れてきましたの」

　リベリー姉様は可愛らしく笑ってみせた。

「そうなのね。アルティナ様、楽しんでいって下さいね」

　私はコクリと頷いた。

　周りを見み渡わたせば蝶ちよう々ちようがヒラヒラと舞まうように令嬢達のドレスがきらびやかに舞っていた。

「アルティナ！　こっちにおいでなさい！」

　ラフラ姉様に呼ばれていったテーブルで、私はお茶を淹いれようとしているメイドさんの手がプルプルと震ふるえているのが気になった。

　カチャカチャとカップとソーサーが音をたてている。

　姉達は苦笑いを浮かべ、アンゲード夫人がため息をついたのが解わかった。

　私は手に持っていたメモ帳に『私にお茶を淹れさせていただけませんか？』と書いて姉達とアンゲード夫人に見せた後、メイドさんにも見せる。

　元々一人で本を読むことが好きな私は、好きな時に好きなだけお茶を飲みたいと思っていた。

　そんなこともあり、お茶の淹れ方の文ぶん献けんを読よみ漁あさり習得したこだわりの技術があるのだ。

　私はゆっくりお茶を淹れると、メイドさんに配ってもらう。

　姉達は私が一時期お茶にはまっていたのを知っていることもあり、躊躇ためらわずにカップを口に運んだ。

「……アルティナ、また腕うでを上げたんじゃないかしら？　ラフラもそう思わない？」

「アルティナ。うちのメイドにもこのお茶の淹れ方を教えてちょうだい！　このままじゃアルティナの淹れてくれるお茶しか飲めなくなってしまうわ！」

　こだわって身に付けた技術を褒ほめられるのは嬉しいものだ。

　メイドさんに私なりのお茶の淹れ方をメモしてプレゼントした。

「あ、ありがとうございます。精しよう進じんいたします」

　メイドさんにも跳とび跳はねそうな勢いでお礼を言われて嬉しかった。

「まあ！　メイドの真ま似ね事ごとなんて恥はずかしくないのかしら」

「確かあの方、第二王子様の婚約者候補から外されたと聞きましたわよ」

「まあまあ！　私なら恥ずかしくて外も歩けませんわ！」

　遠くの方で何ど処こかのご令嬢達が私の噂うわさ話ばなしをしているようだ。

　こういうのが嫌いやでお茶会を避さけていたのだけど…………。

「今、私の大事な妹を侮ぶ辱じよくしたのは何処のどなたかしら？」

　怒ど気きをはらんだ声をあげたのは気の強いラフラ姉様だった。

「私の大事な宝物を侮辱したのは誰かと聞いたのよ！」

　ラフラ姉様はある一カ所を見つめてそう言い放った。

　これは絶対、誰が言ったか把は握あくしている。

　ラフラ姉様は席を立つと、優ゆう雅がにドレスを翻ひるがえして奥おくのテーブルに向かっていく。

　慌あわててリベリー姉様に助けを求めようとすれば、満面の笑え顔がおでラフラ姉様に手を振ふっていた。

　これは駄だ目めだ。

　私は少し遅おくれてラフラ姉様を追いかけた。

「私の大事な宝物を侮辱したのは何処のどなたかしら？」

　ラフラ姉様は、あるテーブルにたどり着くとさっきと同じ言葉を繰くり返かえした。

　そのテーブルに座すわる令嬢は三人。

　よく聞き分けられたと感心してしまう。

　三人のうち二人は真っ青な顔をして俯うつむいているが、残りの一人は好戦的にラフラ姉様を睨にらみつけた。

「あら、全部本当のことですわよね。メイドの真似事も第二王子様の婚約者候補から外れたのも！　ちなみに私は候補に残ってますのよ！」

　ラフラ姉様の眉み間けんにシワが寄る。

　私は慌てて二人の間に入った。

　はっきり言って、羨うらやましくもなんともないことでもめないでほしい。

「アルティナ！　止めないで！」

　私は首を横に振った。

　これは本当に無む駄だな争いだ。

　急いで『ラフラ姉様、私は大だい丈じよう夫ぶです。むしろ宝物と言っていただけただけで嬉しいのです。嬉しい気持ちのままでいさせて下さい』とメモ帳に殴なぐり書がきした。

「アルティナ……貴女は天使なの？　もう、お嫁になんて行かなくていいわ！　嫁ぎ先のレジトリート侯こう爵しやく家けで一生養ってあげるから。よろしくて？」

　ラフラ姉様に思いっきり抱だき締しめられた。

　この後、騒さわぎを起こしてしまった私達は早々にお茶会を退出することになったのだった。

　やっぱり私は来ない方が良かったのだ。
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　王立図書館でその日、私は悩なやんでいた。

　いつも私に美お味いしい特別ランチを作ってくれる料理長さんに何かプレゼントができないかと考えていたのだ。

　兄に相談したら『それが彼の仕事だから気にするな』と言われてしまった。

　でも、彼の仕事は決められたメニューを作ることであって、私用に作ってくれるランチは仕事外ではないのか？

　やっぱり何かプレゼントしたい。

　私は悩みながらどんどん人のいない、専門書が並ぶ奥のエリアに向かっていった。

　いつもならチラチラと視線を感じるが、このエリアは人の気配すらしない。

　プレゼントのヒントになる本を探すため、背表紙を見つめていたその時だった。

「モニキス公爵令嬢」

　突とつ然ぜん背後から声をかけられ驚おどろいた私の手から本がこぼれ、ヒッと小さな悲鳴を漏もらしてしまった。

　思わず両手で口を押おさえながら後ろを振り返る。

　そこには白銀の髪かみの男性が立っていた。

　金色の瞳ひとみを銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねで覆おおった彼は、いつも王立図書館のカウンターに座っている司書様だった。

　バレた！

　声が出ることが、バレてしまった。

　兄にも姉達にも知らされてしまう。

　そしたら、尋じん常じようじゃなく怒おこられてしまう。そして図書館通いの楽園生活も終わりだ。

　そう思ったら私の目から涙なみだかこぼれ落ちた。
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　司書様は呆ぼう然ぜんと私を見つめた後、弾はじかれたようにオロオロしだし、そしてポケットに手を突つっ込み絶望的な顔をした。

「……すみません。あいにくハンカチを持ち合わせていないのです」

　そう言うと司書様は服の袖そで口ぐちで私の涙を拭ぬぐってくれたが、止まる気配はなかった。

「貸し出し用の登録書の不備がありまして、書いてほしいのですがよろしいですか？」

　司書様は淡たん々たんとそう言った。

　私は泣きながらコクリと頷く。

「では、こちらへ。そんな状態の貴女をこのままにしていたら自分の命が危あやうい」

　首を傾かしげると、司書様は私の手をとって歩き出した。

　連れていかれたのは入口脇わきにある司書控ひかえ室しつ。

　休きゆう憩けいしていた他の司書達が目を見開きうろたえる。

「シジャル様！　ななな、何したんですか？　泣かすなんて！」

「煩うるさいよ。モニキス公爵令嬢が……手を怪け我がしてしまったんだ。奥で処置してくる」

「ああ！　なんだ！　あ、魔ま法ほうですね！　解りました」

　司書様の流れるような噓に驚きながらそのままついていくと、更に奥に連れていかれる。

　ついた先は小さな部屋で、奥に机が一つと中央に硝子がらすのテーブル、そして二人がけのソファが一つあるだけの部屋だった。

「ああ、あった。さあハンカチをどうぞ」

　司書様は机から綺麗にアイロンがけされたハンカチを取り上げ、私に手渡してくれた。

「涙が止まりましたら、こちらの書類の、ここにサインしていただけますか？」

　私が書類を見つめると司書様はニコッと笑った。

「アルティナ・モニキス公爵令嬢。心配しなくても自分は誰にも何も言うつもりはありませんよ。どうぞ、ソファにおかけ下さい」

「……どうして？」

　私が司書様を見ながらソファに座ると、彼は机の引き出しからお菓か子しを取り出しながら言った。

「自分にも秘密がありますから」

　司書様はお茶用のポットに呪じゆ文もんを唱え、魔法でお湯を出すと紅茶を淹れてくれた。

　渡された紅茶をゆっくり口にするとホッとする味がして、私はそのまま口を開いた。

「私の秘密は本来許されるものではないのです」

「というと？」

「……面めん倒どうになってしまったのです」

「面倒？」

　司書様はキョトンとした顔でクッキーを一つ口に放り込むと残りを私の前に置いた。

「兄と姉達との会話が面倒になりまして」

　司書様は暫しばらく凍こおりついて、弾かれたように笑った。

「素す敵てきな理由ですね」

「素敵ではありません。噓をついているのですから」

　司書様は自分用に淹れた紅茶を一口飲むと言った。

「ですが、自分も会話が億おつ劫くうだと思ったりしますよ。透とう明めい人間になりたいと常々考えたりもします」

　司書様は更に紅茶を飲む。

　私もつられるように紅茶を口にする。

　美味しい。ちょっと落ち着いて涙も止まった気がした。

　私は書類の指定された場所に名前を書き足した。

「自分は魔法が得意なんですが、それを知られたら魔法部隊に入れられてしまうので学生時代の魔法の成績は下から数えた方が早いように仕向けました。それと実は光魔法も使えるのですが、使えるとバレたら神官にされてしまうので、ここの司書仲間とごく一部の人間にしか話してません」

　魔法を使える人間は国の三分の一ほどもいて珍めずらしくはないが、魔法部隊に入れるほどの魔ま力りよくがある人はまれであるし、光魔法は珍しすぎて見たこともない。

　そんな話を私にしていいのだろうか？

　私が首を傾げると司書様はニコッと笑った。

「自分はミルグリット辺へん境きよう伯はくの次男のシジャルと申します。せっかくモニキス公爵令嬢の秘密をお聞かせいただいたので自分の秘密もお教えしようかと思いまして」

「何な故ぜ……魔法部隊や神官が嫌なのですか？」

「自分は本が好きなので司書になりたかったのです。二十二歳の若じやく輩はいながら今や王立図書館司書長なんて役職も、もらっています」

「……羨ましいです。私も一日中誰にも邪じや魔まされずに本を読みたいと思って喋しやべるのをやめたようなものなので」

　司書様はハハハっと笑った。

「では仲間ですね、モニキス公爵令嬢」

「仲間ですもの。アルティナとお呼び下さいませシジャル様」

「……では、アルティナ様。声の出し方を忘れないよう、たまに自分とお話ししませんか？」

「は、はい！　ぜひ」

　こうして、本の虫の私に秘密の仲間ができたのだった。
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　いつものように妹を図書館の入口に送っていく途と中ちゆう、前方から三人の王子が歩いてくるのが見え、僕はアルティナを背後に隠かくした。

「やあ、ユーエンおはよう」

　第一王子で僕の親友であるディランダル王子の挨あい拶さつに、ゆっくりと頭を下げる。

　何な故ぜか後ろにいたアルティナが僕に張り付くように背中にしがみついたのが解わかった。

「おい、ユーエン！　背後に幽ゆう霊れいがとりついてるぞ」

「もう！　嫌いやだな～ライアス兄さん、幽霊じゃなくてご令れい嬢じようだよ！」

　できることなら見せたくないが挨拶させないわけにはいかないか。

「アルティナ、殿でん下か方がたにご挨拶を」

　僕の言葉にアルティナは渋しぶ々しぶ背後から出ると頭を下げた。

　王子達が息を吞のんだのが解った。

「ああ、声を失ったという末の姫ひめ君ぎみだね。はじめまして」

　ディランダル王子の言葉に、アルティナは頭を上げて作り笑いを浮うかべた。

　その時、弟王子達がアルティナの前に立った。

　アルティナは驚おどろいたのか僕の後ろに再び隠れた。

「アルティナ」

　僕が声をかけると、背後からメモを僕の手に押しつけてくる。

　文字を書くスピードが速くなっていると感心しながら目を走らせた。

『私のせいで婚こん約やくのお話がなくなったので、合わせる顔がありません』

　なるほど。

　どう見ても一ひと目め惚ぼれした顔で、どうにかアルティナの顔を見ようと弟王子の二人は僕の背後を覗のぞき込んでくる。

「ではディランダル様、妹を図書館に送り届けたら執しつ務む室しつに参ります」

　僕が頭を下げてその場を立ち去ろうとすると、ライアス様に腕うでを摑つかまれた。

「そう急がなくてもいいだろ、ユーエン。そうだ！　お茶でもどうだ？　妹君も一いつ緒しよに」

「ライアス兄さん名案だね！」

　二人が盛り上がるなか妹に視線を向けると、せつなげな表情であと少しでたどり着く図書館のドアを見つめていた。

　アルティナはお茶ではなく図書館に行きたいのだ。

　これはお断りしなくては。

　そう決めた時、また声をかけられた。

「王子様方、ユーエン様、おはようございます。おや？　アルティナ様もいらっしゃったのですね」

　アルティナは声がした方を見るとぱ～っと明るい笑え顔がおを浮かべる。

「そういえばアルティナ様。この間おっしゃっていた料理長へのプレゼントの件ですが、自分なりに考えた結果、紅茶かハンドクリームが喜ばれるのではないかと」

　この人物は確か図書館を取り仕切る司書長だったはずだが、こんなに饒じよう舌ぜつに喋しやべっているのを初めて見た気がする。

　アルティナは僕から離はなれると、メモ帳に何かを書いて司書長に手て渡わたした。

「手作りですか？　では必要な本を揃そろえましょう」

　司書長は気難しい人間のはずだが、いつの間に仲良くなったんだ？

「ユーエン様、よろしければアルティナ様を図書館までエスコートいたします」

　アルティナを見ればメモ帳に『シジャル様とお友達になりました。ダメでしたか？』と書いて手渡してきた。

　彼が下心を持っていないと思っているようだが、本当に信用できるのか？

「アルティナは司書長と友人だと言っていますが……」

「そうですね。お互たがい本の虫なので、友人というより同士といったところでしょうか？」

　アルティナの読書の邪じや魔まをしないならいいか？

　司書長に好感は持てど、好意まで持っているようには見えないから大だい丈じよう夫ぶだろう。

「では司書長、くれぐれも友人の範はん囲い内ないでお願いいたします」

「勿もち論ろん。あまり知られていませんが、神聖な王立図書館で盗ぬすみなど不ふ埒らちな真ま似ねをする者がいれば、司書には直すぐに解るよう感知の魔ま法ほうがかかっているのでここは安全ですよ」

　それを聞いて、早めに護衛をつけるつもりだったが慌あわてずとも大丈夫そうだと思えた。

「図書館内は死角も多いので女性の安全を第一に考えております。ご安心を」

「では、妹を頼たのみます」

「お任せ下さい」

　司書長はさりげなくアルティナに手を差し出した。

　アルティナも躊躇ためらうことなく司書の手をとった。

　優ゆう雅がなエスコートをする司書長に、あんな所作ができたのかと感心してしまった。

「おい！　ユーエン！　妹を連れ戻もどしてこい！」

「そうだよ！　一緒にお茶したかったのに～」

　ライアス様とファル様がブーブー言うなか、ディランダル様がクスクスと笑いながら言った。

「彼女、君達がグイグイ来るから怖こわがっちゃったんだよ。今、無理やりお茶に誘さそえば二人の好感度は地に落ちるかもね！　そう思わないかいユーエン」

「そうですね。すでに地に落ちているかも知れませんが」

　僕はいい笑顔を王子達に向けた。

「ああ、ちなみにアルティナは働き者の男性を好ましく思うようなので、働き者だと解れば好感度も上がるでしょう」

　ライアス様とファル様は顔を見合わせると早足で自分の職場へと歩き出した。

「私の弟達は本当に可愛かわいいと思わないかい？」

　残されたディランダル様がクスクスと笑いながら言った。

「そうでしょうか？」

「そうだろ？　ユーエンのいいように誘ゆう導どうされたりなんかして、可愛いよ」

「……僕には存在するだけで可愛い妹達がいますので」

　ディランダル様はアハハハっと声を出して笑った。

「そうだね。君の妹達ほど可愛くはないね」

　本気でツボに入ったようでディランダル王子がお腹なかを抱かかえて笑うので、僕は苦笑いを浮かべながら彼の背中をさすり、彼が落ち着くのを待つのだった。
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　その日、王立図書館の近くで王子様達にお茶に誘さそわれた。

　声の出ない哀あわれな小こ娘むすめを気づかってくれたのは解わかるが、私は直すぐにでも本を読みたかったのだ。

　どうこの場から逃にげ出だそうかと考えていたらシジャル様が現れた。

　さりげなく私達に近づき、しかも私が以前参考までにと聞いていた料理長へのプレゼントのことを覚えていてくれたようで、声をかけてくれたのだ。

　私は急いでメモ帳を取り出し『王子様達に図書館にたどり着くのを阻はばまれています。助けて下さい』と書いて手て渡わたした。

　シジャル様はメモを見ると少し驚おどろいた顔をした。

「手作りですか？　では、必要な本を揃そろえましょう」

　と書いていないことを喋しやべりながらメモ帳に指をかざすと『では、エスコートいたします』とシジャル様の指の動きに合わせるように虹にじ色いろのキラキラした文字が現れた。

　魔ま法ほうだ！　文字が美しい！

　思わずテンションが上がる。

　シジャル様への警けい戒かいを少しでも解といてくれるよう友達になったと伝えると、兄は複雑そうな顔をした。

　だが、シジャル様はなんだかんだと華か麗れいに兄を説得して私を図書館へとエスコートしてくれたのだ。

　鮮あざやかすぎてビックリしてしまう。

「では、お目当ての本を揃えてまいりますので、自分の執しつ務む室しつにどうぞ。おはようエンジュリー君。アルティナ様にお茶を出してさしあげて。先さき程ほど男性にしつこく誘われていてね。奥おくで休ませてあげたいんだ」

　シジャル様は貸し出しカウンターに座すわる女性司書様にそう声をかけながら執務室に連れていってくれた。

「おはようございますシジャル様。了りよう解かいしました。アルティナ様、災難でしたね！　アルティナ様は美しいですから、不ふ埒らちな考えの男が寄ってきてしまうのでしょう。お可哀想かわいそうに」

　エンジェリーさんは私の前に珈琲コーヒーの入った可愛かわいらしい猫ねこの形のマグカップを置いた。

　持ち手が猫の尻しつ尾ぽの形をしていて可愛い！

　その後、砂糖とミルクをテーブルに置くとエンジェリーさんは私の隣となりに座った。

「何か困ったことがあればシジャル様にご相談するといいですよ！　シジャル様って見た目弱そうに見えますけど滅め茶ちや苦く茶ちや強いの！　ほら、司書って女性が多いでしょ？　私達が危ない目にあわないように感知の魔法をかけてくれたり……あ、シジャル様が魔法使えるのは秘密ですよ！」

「エンジュリー君、仕事はいいのですか？」

「シ、シジャル様！　じゃ、私、受付に戻もどりますね！」

　シジャル様が数冊の本を抱かかえて戻ってくると、エンジェリーさんは慌あわててカウンターに戻っていった。

「ハンドクリームの作り方が載のっている本と美お味いしい紅茶を紹介している本を持ってきました」

　どちらも読んだことがない本で興味深い。

「三日前に入った本ですが、アルティナ様は普ふ段だんからジャンルを問わず読まれてますよね？」

「はい」

　シジャル様は私の前を通りすぎると一番奥の机に向かった。

「既すでに読んだことがあれば違ちがう本もありますので遠えん慮りよなく言って下さいね」

「いえ、この本を読ませていただきます」

　シジャル様はニコッと笑い、椅い子すに座ると書類仕事を始めた。

　私はマグカップに角砂糖二つとミルクをたっぷりと入れた。

　甘あまいミルク珈琲を口にすると幸せな気持ちになった。

「このカップ、可愛らしいですね」

　思わず呟つぶやけばシジャル様はこともなげに言った。

「一ひと目め惚ぼれしまして。可愛いものは可愛い人がお使い下さい」

　この人、モテそうだ。

　女性の扱あつかいが上う手まいのかも知れない。

　姉達だったらキャーキャー言いそうだ。

　そんなことを考えていたのも忘れて二冊の本を読み終えるころには残りの珈琲は冷めてしまっていた。

「あの、この二冊をもう少し読み込みたいのですが、貸し出していただけますか？」

「勿もち論ろん」

　いつの間にか書類仕事を終えて本を読んでいたシジャル様は、本にしおりをはさんだ。

「他の本も見てこようかと思います」

「自分もエンジュリー君とカウンター業務を替わろうと思っていたところです」

　二人で執務室を出るとカウンターの間にある休きゆう憩けい室しつに三人の司書様がいた。

　二人が年配の女性で一人が男性だ。

「司書長、返へん却きやく本ぼんを棚に戻し終わりまし……」

　報告を始めた男性がシジャル様の後ろにいた私の顔を見るなり息を吞のんだ。

　見れば女性二人も目を丸くしている。

　シジャル様は気にする様子もなく私の方を振ふり返った。

「そうだ、オススメの恋れん愛あい小説が昨日入にゆう荷かしたのですが、読まれますか？」

　私が頷うなずくとシジャル様はニコッと笑った。

「いやいやいやいや、司書長！　俺らを無視しないで下さいよ～！　なんで？　なんで司書長と宝石姫ひめが一いつ緒しよに執務室から出てくるんですか！」

「？　……ああ！」

　シジャル様は手を叩たたくと私に向かって言った。

「司書の間では、アルティナ様を宝石のように美しい人という意味で宝石姫と呼ばせていただいていたんですよ」

「司書長!!　無視しないで～！」

　ニコッと笑うとシジャル様は男性に向かって言った。

「読書をしていただけですよ」

「噓うそだ！　こんな天使のような宝石姫と二人きりでいて、何もないだなんてあり得ない！　声を失った美しすぎる姫を司書長が……あぁ破は廉れん恥ち！」

「君の頭の中が破廉恥だということが解りました。アルティナ様に近寄らないで下さい」

　シジャル様は私をさりげなく女性の方に押し出すと言った。

「誤解がないように言っておきますが、図書館の前でアルティナ様が無理やりお茶に誘われていたので、落ち着けるよう珈琲を飲んで休んでもらっているうちにお互たがい本に夢中になって、こんな時間になってしまっただけですよ」

　あらかた合っている。

　誰だれにお茶に誘われたかを言わないだけでこんなにも印象が変わるのかと感心してしまう。

「まあ、司書長がナイトの真ま似ね事ごとなんて珍めずらしい！」

「俺の女に手を出すな！　ぐらい言ったんですか？」

　女性達がはしゃぐのを見てシジャル様は苦笑いを浮うかべた。

「言わないですよ。相手はライアス様とファル様でしたから」

「「「…………！！！！」」」

　三人が声にならない悲鳴をあげたのが解った。

「みんな、面おも白しろい顔になってますよ」

「いやいやいやいや、笑い事じゃないでしょ！　クビになっちゃいますよ！」

　男性が涙なみだ目めでシジャル様に抱だきついた。

「大丈夫ではないでしょうか？　自分の父や兄は辺境で魔ま物ものの侵しん入にゆうを防ぐ重要な仕事をしていますし、いくら王族でも彼らの機き嫌げんを損そこねることはしないでしょう」

　辺へん境きよう伯はくとは、そういう役目のある家いえ柄がらなのだとはじめて知った。

　辺境伯について調べてみるのも楽しいかも知れない。

　そう考えると、まだまだ世の中には私の知らないことがいっぱいである。

　だから、本を読もう！

　私は、暫しばらく終わる気配のない四人の話を聞きながらそんなことを考えるのだった。
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　料理長へのプレゼントはハンドクリームに決めた。

　自分で作る本も借りてみたのだが、正直言って諦あきらめた。

　できそうな気もするが、プロが作ったものの方が性能がいいに決まっている。

　そこで兄に頼たのみ、薬屋さんに連れていってもらった。

　ハンドクリームって種類が沢たく山さんあってなんだかワクワクする。

　いくつか匂においを確かく認にんさせてもらったら香こう水すいのように香りの強いものから、無む臭しゆうのものまで幅はば広ひろい。

　料理長へのプレゼントは無臭一いつ択たくである。

　料理の邪じや魔まをしてはいけない。

　よくよく考えたらハンドクリームは、シジャル様のお礼にもいいかも知れない。

　紙は手の脂あぶらを吸うのだ。

　だから本の虫達は指先が荒れやすい。

　よって、ハンドクリームはあって困らないはずだ。

　色々と嗅かいでみてなんとなくシジャル様のイメージに近い匂いを見つけ出す。

　爽さわやかなグリーンシトラスの香りで、近づかなければ解らないぐらいの軽い匂いにすることにした。

　匂いの好みは人それぞれだからなんとも言えないが、悪くないと思う。

　それから、自分用に淡あわく菫すみれの花の匂いがするハンドクリームを買った。

　さりげない香りが凄すごく気に入ったからだ。
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　プレゼントを買った次の日、ラッピングしたハンドクリームを料理長に手渡したら泣かれてしまった。

『いつも美味しいランチをありがとうございます』とメッセージカードもつけたのだけど、涙で滲にじんでいく。

「家宝にします!!」

『いえ、使って下さい』

　と書くはめになったのは仕方がないことなのだろう。

　兄と一緒にご機嫌で食堂を出ると、第三王子であるファル様が立っていた。

「あは！　ユーエン。それに、アルティナ嬢じよう」

　ファル様はニコニコ笑いながら私達に近寄ってきた。

「ファル様、何か御ご用ようでしょうか？」

「別に～今日の業務は終わったから本でも読もうかと思って！　アルティナ嬢、ご一緒してもよろしいですか？」

　ファル様は碧あおく美しい瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせてそう言った。

　父が飼っている猟りよう犬けんの子犬のような、潤うるおいのある大きな瞳。

　そんじょそこらの令れい嬢じようでは太た刀ち打うちできないほどの可愛らしさなんだが。

　ああ、嫌いやだな……私、犬が苦手。

　だって、あの子達って構われたくて構われたくて仕方ない生き物じゃない。

　一回ボールを投げてあげたら永遠に投げてくれるものだと思うし、私は読書がしたいのに構ってと全身でアピールしてくるあの生き物に……困ってしまうのだ。

　怖こわくもないし、可愛くも思うのだけれど苦手なのだ。

「ダメかな？」

　王子様に言われて『ダメです。来ないで下さい』と言える人間が何人いるんでしょうか？　と聞きたい。

　私はそんなことを考えながら笑え顔がおを張り付けた。

　図書館につくまでファル様は私に話しかけ続けた。

　本当に子犬のような方だ。

　私は笑顔を張り付けたまま図書館に入った。

　ついてくるファル様。

　でも、読書をするならここでお別れだ。

　本を読みながら話しかける人間なんていない。

　私がそう思っている横でファル様がオススメはないか聞いてきたので、今流は行やりの推理小説を渡した。

　完全に没ぼつ頭とうしてしまえば話しかけてこないと思った私が甘かった。

　私が恋愛小説を読んでいる横でファル様が『これ、誰が犯人だと思う？』とか『この主人公、性格悪すぎると思わない？』だとか話しかけてきたのだ。

　構ってちゃん、この人構ってちゃんなのか？　私が最も苦手とする構ってちゃんなのか！　声の出ない令嬢に対してこの質問攻ぜめは一体なんなんだ！

　ファル様の存在は私の精神をガリガリ削けずるものだった。

「司書長！　お帰りなさい～予算会議どうでした？」

「いや～例年通り……にちょっと上乗せできました。ほら、今、図書館の利用者が増えているので」

「「「ああ！」」」

　カウンターの方で司書様達の楽しそうな声がする。

　見れば朝から姿を見なかったシジャル様がいるのが解って、私はホッとした。

　なんとも言えない安心感が彼にはある。

「ねぇ？　アルティナ嬢、聞いてる？」

　横にいたファル様が私の顔を覗のぞき込んできた。

　ビックリするからやめてほしい。

　私はメモ帳を取り出すと『少し用事がありますので、席を立つことをお許し下さい』と書いて渡した。

　ファル様がニコッと笑う。

　私が席を立つと、何な故ぜかファル様もついてきた。

　本当に子犬のようだ。

　私は気にせずシジャル様のもとへ向かった。

「ファル様、アルティナ様」

　私が近づいてきたのをシジャル様が直ぐに気がついてくれたので、用意していたハンドクリームを差し出す。

　シジャル様は首を傾かしげて受け取ると中を確認してヘニャっと笑った。

「自分の分まで、気を遣わずとも」

　私は『いつもお世話になっていますから』と書いてメモを手渡す。

　シジャル様はそのメモを見つめると、私の手をメモごと摑つかみ上げて顔を近づけてきた。

　驚いた私にシジャル様はニコッと笑って言った。

「なんだかいい匂いがします。ハンドクリームの匂いでしょうか？」

　私は慌ててコクコクと頷く。

「なんの匂いでしょうか？　花？　……エンジュリー君解りますか？」

「シジャル様、無む闇やみに女性に触さわるのはどうかと思いますよ」

「？　……ああ、すみません」

　女性司書のエンジュリーさんは私の方を向くと言った。

「お手をお借りしてもよろしいですか？」

　私が手を差し出すとエンジュリーさんはニコニコした。

「んーなんでしょうか？　でも、アルティナ様にとてもお似合いの匂いです！」

「マジで！　俺も俺も！」

　エンジュリーさんの隣にいた、前に見たことのある司書の男性が手を上げると二人に止められる。

　そんなやり取りを見てついニコニコしてしまった。

　その時、ファル様が私のスカートをチョンチョンと引っ張った。

　いけない、ファル様の存在を忘れていた。

「用事は終わった？」

　私は作り笑いで頷いた。

「じゃあ、続き読も！」

　ファル様が無む邪じや気きに私の手を摑もうとしたその瞬しゆん間かん、シジャル様の弾はずんだ声がした。

「ファル様！　ファル様が本に興味を持って下さるなんて、自分感動いたしました」

「へ？」

「ファル様の家庭教師様方から『ファル様が興味を持つ本や教材はないか』と散々……いえ、沢山アドバイスを求められていたところなのです。それなので興味を持っていただけて嬉うれしいです！」

　シジャル様はニコニコしながらファル様の手を摑んだ。

「それで、どんな本にご興味を？」

　気が動転した様子のファル様が口ごもるなか私はオススメした推理小説のタイトルを書いてシジャル様に手渡した。

「推理小説ですか！　素す晴ばらしいですね！　しかもこのシリーズは現在二十五巻まで発売されており、いまだ連れん載さい中ちゆうの大作です。大丈夫ですよ、自分が明日までに全て揃えて家庭教師様にお送り差し上げますから」

「ちょ、ちょっと待ってシジャル!!」

「ファル様は直ぐに集中力が欠けてしまいますから、ご自身の部屋でゆっくり読むことをおすすめいたします」

「いや、あの」

「それに、アルティナ様は既にその本は読破していますから犯人が誰なのかご存知でいらっしゃいますし」

　ニコニコしながら着実にシジャル様がファル様を追い詰つめているように見えた。

「何より、本にのめり込むタイプのアルティナ様は、本を読んでいる時に話しかけられるのが苦手でいらっしゃるので……好感度が下がらないかと心配で」

「…………あっ！　僕、用事があったんだった！　じゃあ、またね！」

　ファル様はそう言い残すと走っていってしまった。

「そんなに慌てなくても」

　シジャル様はハハハっと笑ってファル様を見送る。

　その後、私が読みかけの本を読んでいる間にシジャル様が二十五巻セットを持ってファル様の家庭教師に会いに行ったことを、その時の私は知るよしもなかった。
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　その日、自分は婚こん約やく破は棄きされた。

　書類こそないが自分が五歳さいから許嫁いいなずけだったメイデルリーナは伯はく爵しやく家けの長女で気が強く、お喋しやべり好ずきで自分は苦手なタイプだった。

　見た目は可愛かわいいというより綺き麗れいだと思う。

　対して自分の家は辺へん境きよう伯はくという位。

　普ふ通つうに暮らしているだけで魔ま物ものとの遭そう遇ぐう率りつは高いし父も兄も平然と魔物の討とう伐ばつをこなすから、本ばかり読んで魔物討伐に手こずる自分は、非力でなんの取とり柄えもない人間だと思い込んでいた。

　だけど貴族学園に通っている間に、父や兄が異常なだけで自分も人並み以上の力があることに気がついた。

　気がついたところで自分には力など興味もなかったが。

　自分の興味のほとんどは本だ。

　物語の主人公になりきったり、膨ぼう大だいな知識を頭に入れる方が楽しくて、気づけば学園卒業後は司書になりたいと思うようになっていた。

　本に囲まれて暮らしたいと思ったからだ。

　だが、許嫁のメイデルリーナは自分に色々なことを要求するようになった。

　やれ服装に気をつけろだとか、姿勢を正せとか、週に九回は会いに来いだとか。

　服装や姿勢は直せるがさすがに週九回会うのは無理だ。

　せめて週三回にならないかと聞いたら貴方あなたは私を愛していないと泣かれた。

　だから、ここ数年はできるだけ時間を作り会いに行った。

　愛していたのかと聞かれたら、義務のようなものだったと思う。

　あのころの自分はメイデルリーナと結けつ婚こんすることが自分の最善なのだと思っていたのだ。

　まあ、婚約破棄されたわけだが。

　メイデルリーナは第二王子の婚約者候補に選ばれたらしい。

　このままいくと自分の存在が邪じや魔まになると思ったメイデルリーナの父親が頭を下げに来たのだ。

　父や兄はふざけるなと怒おこったが書類を交かわしたわけでもないし、自分は特になんの感情もなかった。

　むしろ週に九回会いに行かなくて良くなったことの方が自分には重要だった。

　それに、婚約破棄した時には既すでに自分は司書長にまで上のぼり詰つめていて、本に時間を費ついやせる幸せを謳おう歌かしていたのだ。

　これからは本だけに時間を使える。

　そう思った矢先に図書館に現れたのがアルティナ様だった。

　アメジストの長い髪かみに、ラベンダー色の美しい瞳ひとみの女性。

　宝石のような女性に誰だれもが心を奪うばわれていくのを目まの当あたりにした。

　アルティナ様の手にする本は簡単な絵本から薬学図ず鑑かんまで幅はば広ひろく、読んでいる時の幸せそうな顔は男性の心を摑つかんで離はなさない。

　そんな彼女と接点ができたのは、彼女の貸し出し書類を作る際に気づいたサイン漏もれ。

　声をかけた時、彼女の口から漏れた小さな悲鳴は可愛らしく透すき通とおっていた。

　ぎこちない動きで自分を見ると、彼女の瞳は涙なみだでいっぱいになった。

　ああ、これはダメだ。

　こんな顔を誰かに見せたら連れ去られてしまう。

　自分は害のない人間だと解わかってもらわなくてはと、顔には出さないように必死に取り繕つくろい、執しつ務む室しつまで連れていき事情を聞けば、彼女の声が出ないのは反はん抗こう期きの一環であって不治の病ではないと知った。

　ゆっくりと声を出す姿は可愛らしい。

　こんな可愛い姿を自分だけが一人ひとり占じめしていることが不思議でならない。

　自分にできることなら、なんでもしてあげよう。

　如何いかんせん、自分は人のいいなりになりすぎた。

　それにひきかえ彼女は、正解かは解らないが足あ搔がいていた。

　自分自身のために今できることを頑がん張ばっているのだ。

　だからこそ、彼女の力になりたいと思った。

　彼女は自分が味方だと思ってくれたのだろう。

　自分は彼女をフォローするために今までで一番声を出している。

　声を出さない彼女の代わりに、自分が声を出していることに可お笑かしくなる。

　不思議なことにいくら彼女が側にいても気にならないのだ。

　穏おだやかな時間に溶とけ込む彼女を、むしろずっと眺ながめていたい。

　こんな気持ちは、初めてだった。

　彼女の時間を邪魔するやつはできる限り排はい除じよしよう。

　魔物を倒たおすよりは簡単なはずだ。

　そんなことを考えながら、執務室で本を読む彼女を見つめてほくそ笑えむのだった。
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　その夜、アルティナに付けているメイドが僕の部屋を訪おとずれた。

　メイドは俯うつむき、言いづらそうに口を開いた。

「アルティナ様がお声を出されました」

「何!?」

　急いでアルティナの部屋へ向かおうとする僕の服の裾すそをメイドが摑つかむ。

「アルティナ様のお声が聞けるのは寝ね言ごとだけでございます」

「なんだと？」

　メイドは悲しげな顔をしながら続けた。

「アルティナ様が夢にうなされてらっしゃる時に『お兄様ごめんなさい、リベリー姉様ごめんなさい、ラフラ姉様ごめんなさい』と寝言をおっしゃるのです」

　メイドの言葉に息が詰つまる思いがした。

「アルティナ様は朝になると声が出なくなるのです。無意識の時にだけ……これがストレスからくる症しよう状じようだということは解わかっております。ですが、どうにかして差し上げたいのです」

　メイドは今にも泣きそうになりながらそう訴うつたえてきた。
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　そんな報告を受けた次の日、アルティナを図書館に連れていった後で司書長が歩いてくるのが見えた。

「司書長殿どの」

「おや、ユーエン様おはようございます」

「ああ、おはよう……」

　僕の歯切れの悪い挨あい拶さつに司書長は苦笑いを浮うかべた。

「心配ごとでしょうか？」

「……まあ、な」

　司書長はニコッと笑った。

「お時間があれば、ご一緒に中庭で散歩などいかがですか？」

　その時何な故ぜ、司書長についていったのかはよく解らないが、誰だれかにすがりたいような気がしたのかもしれない。

　昨晩のメイドの話を司書長に話してしまった理由もそれだと思う。

「寝言ですか」

「ああ、寝言だ」

　司書長は顎あごを擦さすりながら暫しばらく考えると笑った。

「良かったではないですか？」

「良くないだろ！　いまだに声が出ない上に、出せても寝言で僕らに謝罪しているんだぞ」

　司書長は足あし下もとに咲さく小さな花を摘つみ取ると言った。

「書物で読みましたが人とは忘れる生き物らしいのです。どんなに声を出せたとしても、数カ月無人島に一人でいれば言葉を喋しやべれなくなるといいます。寝言でも声を出せているということは、アルティナ様は声を出すことを忘れていないということ」

　司書長はまたニコニコしながら花を摘んでいく。

「謝罪とはいえ無意識に声を出すほどご兄姉のことを思っているとは、愛ですね」

「…………そうだろうか？」

　司書長は手に持った紫むらさき色いろの小さな花を僕に差し出した。

「王宮の中庭で拝借するのはどうかと思いますが、ラベンダーです。ラベンダーの香かおりはリラックス効果があるといいますから、近くに置いておけば悪い夢も見なくなるのでは？」

　司書長はその花を僕に押おし付つけると言った。

「大したアドバイスはできないかも知れませんが話ぐらいは聞きますよ」

　正直、司書長の言葉は凄すごくありがたかった。

　その後僕は第一王子の執しつ務む室に行くと、ラベンダーを紙にくるみ自分の鞄かばんの中に入れたのだった。







　家に帰り、アルティナを部屋に送り届けると僕はラベンダーを鞄から取り出して渡わたした。

　首を傾かしげるアルティナも可愛かわいい。

「ラベンダーだ。最近、夜うなされていると聞いたから」

　アルティナは驚おどろいた顔をしてからラベンダーに鼻を近づけて笑う。

「まあ、司書長がアドバイスしてくれたからなのだがな！」

　僕の言葉にアルティナはキョトンとするとフニャリと笑った。

　なんだ、今の顔は？

　さっきの嬉うれしそうな笑え顔がおよりなんだか緩ゆるんだ笑顔だったぞ？

　アルティナは僕にペコリと頭を下げると部屋の中に消えていった。

　僕は暫く部屋のドアを見つめて頭を抱かかえるのであった。
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　兄からラベンダーをもらった翌日、私は爽さわやかな目覚めを実感していた。

　匂においとは凄すごいものだ。

　最近寝ね覚ざめが悪かったのだが、ラベンダーを枕まくら元もとに置いて寝たら夢すら見ずにぐっすり眠ねむることができた。

　兄にアドバイスをしてくれたシジャル様にお礼を言わなくては。

　身み支じ度たくを調ととのえ、兄と一いつ緒しよに朝食をとっていると、何な故ぜかチラチラこちらをうかがっているのが解わかった。

　言いたいことがあるなら言えばいいのに。

　そう思ったのと兄が口を開いたのは同時だった。

「よく眠れたか？」

『はい。ぐっすり』と書いて渡わたしたが、なんだ！　ラベンダーの効果を聞きたかったのか！

　兄は少し挙動不ふ審しんにそうか、とだけ返してパンを口に運んでいた。

　なんだか兄が変だ。







　いつも通り、王立図書館に行くために乗った馬車の中で兄は意を決したように口を開いた。

「お前、司書長のことは好きか嫌きらいかで言ったらどっちだ？」

　この人は何を言っているのだろうか？

　私はメモを取り出すと一言書いた。

『好きです』

　あんなに私の秘密を守ろうとしてくれる人を嫌いだなんて言えるわけがない。

　好きか嫌いかで言ったら好きだ。

「そ、そうか……好き……か……」

　何故か兄の肩かたがプルプル震ふるえて見えた。

「そうか、司書長……いいやつだもんな……」

　私は兄の言葉に嬉うれしくなって大きく頷く。

　私の頷きに、兄は苦笑いを浮うかべていた。










　暫しばらくしてついた図書館のドアの前に、第二王子のライアス様が立っていた。

　はっきり言って邪じや魔まだ。

「ユーエン！」

　兄に用なのか、ライアス様が走り寄ってきた。

「妹君もおはよう」

　挨あい拶さつをされたので頭を下げておく。

「何か、御ご用ようでしょうか？」

　兄の言葉にライアス様は私の方をチラチラ見ながら言った。

「妹君が俺の婚こん約やく者しや候補にあがっていると聞いたので挨拶をしておこうと思ってな」

　私は思わず首を傾かしげた。

「ライアス様、妹は婚約者候補から外れました。挨拶は不要です」

「はぁ？」

「妹の声が出なくなった時点で外されました」

　兄はジリジリとライアス様に近づき言った。

「むしろ僕は、これ以上妹が傷つかぬよう貴方様あなたさまには近寄らないでいただきたいものです」

「ち、ちょっと待てユーエン！　俺はそれに関知していない」

「でしょうね。ですが、国王陛下がお決めになったことです」

　どうしよう。

　図書館は目の前、ドアをそっと開けて中に入ってしまっていいだろうか？

　私がそんなことを考えていると、兄と話していたはずのライアス様が目の前にいた。

　驚おどろいている間に、ライアス様は私の手をガシッと摑つかむ。

「俺はけして貴女あなたを候補から外したつもりはない」

　えっ？　困る。

　私がそう思った瞬しゆん間かんだった。

「おや、騒さわがしいと思ったら。おはようございます」

　のほほ～んとした声に顔を上げると、図書館のドアを開けてこちらをうかがうシジャル様が見えた。

「シジャル、騒がしくして悪かったな。直すぐに場所を変える」

「いえ、ライアス様との話は終わりました。司書長殿、アルティナを中に」

　兄の眉み間けんにシワが寄っている。

　あの顔をしている兄は本当に怖こわい。

「まだ、妹君と話が終わっていないだろ！」

「ですから、アルティナはライアス様の婚約者候補から外れているので話す必要などないのです。どうぞ、婚約者候補に残ったご令れい嬢じようとお話しして下さい」

　まったくだ。

　私もコクコク頷いた。

　それを見ていたシジャル様が目を大きく見開き、その後クスクスと笑った。

「ライアス様、無理やりはいけませんよ。印象を悪くするだけです」

　いつものニコニコに戻もどったシジャル様は私達に近づいてきた。

　そして摑まれていた私の手を流れるような動きで抜ぬき取ると、サササッと図書館のドアの前まで誘ゆう導どうしてくれた。

　結構がっちり摑まれていたのに、どうやったのだろう？

「ユーエン様、自分もアルティナ様に少し用事がありまして。ライアス様との話が終わっているのであれば申し訳ないのですがアルティナ様をお借りしてもよろしいでしょうか？」

「許そう」

「ありがとうございます。では、アルティナ様参りましょう」

　シジャル様はライアス様が喋しやべり出す前に、すばやく兄に許可をとり図書館の中に私を連れて入った。

　その瞬間、何ど処こからか拍はく手しゆの音が響ひびく。

　見ればカウンターにいた年配の女性司書様も拍手していた。

「司書長ったらやるじゃない！　胸がスッとしたよ」

　どうやら廊ろう下かでの出来事は図書館の中に聞こえていたようだ。

「ハハハ、お恥はずかしい。アルティナ様、もう大だい丈じよう夫ぶですよ」

　シジャル様の笑え顔がおに安心感を得た後、乱暴に摑まれたのが怖かったのか今頃になって手が震えてきた。

　それを見たシジャル様は私の手を優やさしく包むと言った。

「新しい茶葉をいただいたのですがいかがですか？　それともホットチョコの方がいいですかね？」

「今日の司書長の机のお菓か子しは高級チョコレートだから紅茶がいいよ！」

「なんで知ってるんです？」

「一ついただきました」

　二人の会話に思わず笑ってしまった。

「私らの宝石姫ひめにはずっと笑っててほしいもんだよ！　ねぇ、司書長」

「はい。微び力りよくながらできるお手伝いはいたしますよ」

　ああ、ここが私の居場所でいいと言われたみたいだ。

　なんだか嬉しくなって大きく頷いておいた。

　その後、シジャル様の執しつ務む室しつで猫ねこのカップに紅茶を淹いれてもらい、チョコレートと一緒にいただいた。

　何から何までシジャル様には感謝しかない。

　どうお礼をしたらいいのだろう？

　私がそんなことを考えていたら、シジャル様がゆっくりと言った。

「アルティナ様、ありがとうございます」

「へ？　……お礼は私がしなくてはいけないと思うのですが」

「いえ、アルティナ様がライアス様を拒こばんだのを見たらなんだか気持ちがスッキリしました」

　どういうこと？

　私が首を傾げているとシジャル様はニコニコしながら説明してくれた。

　シジャル様には婚約者がいたのだけど、ライアス様の婚約者候補に選ばれた途と端たんに婚約破は棄きされたのだと。

「いや～、自分の性格の悪さにまで笑えてしまう」

　シジャル様はそう言って笑ったが、私の中にはモヤモヤが残った。

　その令嬢はこんなによくしてくれるシジャル様よりライアス様がよかったのだろうか？

　私ならシジャル様の方が断然いい。

　……私は何を考えているんだ！

　私は慌あわてて紅茶に手を伸のばし、気持ちを落ち着けるためにゆっくりと口に含ふくむのだった。
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　姉二人が揃そろって家に帰ってくる時はお茶会や夜会のお誘さそいがあるからだと私はずっと思っていた。

『今日はなんのお誘いですか？』

　私のメモを見て二人はニコニコと笑った。

「姉妹三人だけのお茶会をしましょ」

「お兄様から聞いたのよ！　アルティナにいい人ができたって！」

　……いい人ってなんだっけ？

　私のキョトンとした顔に、リベリー姉様がじれったそうに言った。

「とぼけるつもり？　司書長様のことよ！」

　ポカンとする私に、今度はラフラ姉様が気に入らなそうにフンっと鼻を鳴らした。

「正直私の大事なアルティナにあんな冴さえない男なんて！　って思ったけど、お兄様のお話をちょっと聞いたら、ちゃんとアルティナのピンチを助けてくれているみたいなんだもの！　文句も言えないじゃない！」

　ラフラ姉様はメイドが淹れてくれた紅茶を飲むとため息をついた。

「それにアルティナが司書長様をいいと思うなら仕方ないわ！」

「あら、私はラフラほどあの方が冴えない男なんて思ってないわよ。だって綺き麗れいな顔をしてるもの」

　二人の話から総合すると、私がシジャル様を好きだと思っているようだ。

　そう言えば、兄にシジャル様を好きか？　みたいなことを聞かれた覚えがある。

「私が知っている情報では、メイデルリーナ・ホフマン伯はく爵しやく令嬢が司書長様の幼おさな馴な染じみで元婚こん約やく者だったわよね。ラフラ」

「自じ慢まん話ばなししかしないあの娘むすめね。私あの娘こ嫌い」

　リベリー姉様が意気込んで言った名前に私は息を吞のんだ。

『その幼馴染みさんの話、聞きたいです』

　二人はウキウキした顔で頷いてくれた。

　姉達の話によると、メイデルリーナ・ホフマン伯爵令嬢というのは話の中心が自分でないと気がすまない人らしい。

　しかし出会った当初のメイデルリーナさんは、社交界の女め神がみと呼ばれるほど自然と周りに人が集まってくるタイプで、ピラミッドの頂点のような存在だった姉達の取り巻きに入りたがったらしい。

　だが、姉達がメイデルリーナさんと友達になることはなかったという。

「まあ、アルティナったら不思議そうね。私は気にしないけど、取り巻きになりたいなんて他力本願な令嬢とラフラが仲良くできる気がしないと思わない？」

「姉様だって自分が築き上げてきたものを掠かすめ取ろうとされたら腹がたつでしょ！」

「ふふふ、私が自分のものを掠め取られるわけがないじゃない。私、ラフラとアルティナ以外には誰だれにも譲ゆずってあげるつもりないのよ」

　リベリー姉様の迫はく力りよくにさすがのラフラ姉様も黙だまってしまった。

　そうか、姉二人は社交界で生き抜くために頑がん張ばっていたのだ。

　私みたいに社交界で生きていくつもりもない人間とは違ちがうってことだ。

「そういえばアルティナ、彼女と会ってますわよ」

「そうよ！　この前連れていったお茶会で、第二王子様の婚約者候補に残っているからって絡からんできたあの女よ！」

　…………うん。そんなことあったけど顔は覚えていない。

「司書長様はメイデルリーナ嬢を溺でき愛あいしていると自慢してたのを聞いたことがあるわ」

「メイデルリーナ嬢に嫌われたくなくて服装に気をつけるようになったとか。まあ、ラフラも私も興味のない話だったのだけど」

　もし万が一、シジャル様がいまだにメイデルリーナさんを好きで、そのメイデルリーナさんを奪うばう形になったライアス様を目めの敵かたきにしているのなら、あの時のシジャル様のスッキリした表情も納なつ得とくできる気がする。そう思った時、何故だか息が詰まる気がした。

『司書長様はまだメイデルリーナさんが好きなのでしょうか？』

　私がメモに書いた言葉に二人は驚いたようだった。

「まあ！　アルティナ！　ジェラシーね！」

「ああ、姉様！　アルティナは本気なんだわ！」

「大丈夫よ！　無口でなんの趣味も持ち合わせていないような司書長様でもアルティナが好きと言えばイチコロよ！」

「そうね！　見た目は感情を読み取らせない面おも白しろみのない男でも、一応女性と付き合ったことがあるんだから大丈夫よ！」

　姉二人が私をはさむように抱だきついてそう言った。

　だが、二人は誰のことを言っているんだ？

　シジャル様は無口じゃない。

　いつもニコニコしているし表情も豊かだ。

　私の知ってる司書長様はシジャル様だが、姉二人の言ってる司書長様は別人なんじゃ？

　動かなくなった私を姉二人が心配そうに見つめてきた。

『あの、司書長様ってシジャル様のことではないのですか？』

　私のメモに二人は首を傾げた。

「「シジャル・ミルグリット辺へん境きよう伯はく子息でしょ？」」

　同どう姓せい同名の辺境伯子息は存在しないだろう。

『シジャル様は無口でも無表情でもありませんよ』

　姉達の驚いた顔に私が驚きそうになった。

　姉達は何回かメイデルリーナさんとシジャル様が一緒にいるところを見たことがあり、どの時も無口で無表情だったからそういう類いの人間だと思っていたらしい。

　だけど私の中のシジャル様は、いつもニコニコしていて私が困ると駆かけつけてくれて秘密を守ってくれて甘あまいものが好きで可愛かわいいものも好きな……不思議な人。

　私の周りにはいなかった、穏おだやかな時間が流れている人だ。

　二人にどう説明しようか考えていたらリベリー姉様が手をポンと叩たたく。

「明日、ラフラと一緒に王立図書館に行こうと思っていたのよ。刺し繡しゆうの本を探したくて、ねラフラ」

「そ、そうね！　私も薔ば薇らの品種の本が見たいわ！　アルティナ、案内してくれる？」

　二人は動かなくなった私に気を使ったのか話題を変えてくれた。

　二人の優しさに、笑顔を作って頷いたのだった。
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　アルティナの気持ちを確めたお茶会の次の日、リベリー姉様も一いつ緒しよに兄妹四人で王立図書館へやって来た。

　家族でぞろぞろ行く場所ではないと思うのだけど、お兄様はすぐに仕事へ行ってしまったので、さっそくアルティナの想おもい人びとを探すがカウンターには年配女性と若い女性の二人だけ。

「で？　アルティナは司書長様に挨あい拶さつはしないんですの？」

「そうねお姉様！　何ど処こにいるのかしら？　見当たらないわね！」

　アルティナは私達が純じゆん粋すいに本を探しに来たと思っているらしく、真意に気がつき少しほっぺを膨ふくらませていて可愛かわいかった。

　アルティナは『執しつ務む室しつでは？』と書いて私達に見せると、書しよ架かへと引っ張っていく。

　刺し繡しゆうの棚たなまで来て、アルティナが固まった。

　そこには私達が探していた司書長様がいたからだ。

　左手に本を沢たく山さん抱かかえ、右手で丁てい寧ねいに棚に戻もどしていた。

　そんな司書長様は、なんだか美しく見えた。

「おや、おはようございますアルティナ様」

　アルティナはゆっくりと頭を下げた。

　その時、司書長様と目が合った。

「こんなに美しい人が沢山いては、今日の図書館はいつも以上に忙いそがしくなりそうですね」

　司書長様の言葉に私と姉様は、まあ！　っと声をあげた。

　だって男性から美しいと言われて喜ばない女性はいないと思うもの。

　それなのにアルティナはちょっと呆あきれたように私達を見ている。

　対して司書長様は重そうな本を沢山抱えているのに汗あせ一つかいていない。

　なかなかの力持ちのようね。

「どうぞ、ごゆっくり。貴女様方あなたさまがたに相応ふさわしい本が見つかりますように」

　司書長様はそう言って本を棚に返すと去っていった。

　前にメイデルリーナ嬢と一緒にいるところを見た時と全く違ちがう爽さわやかな笑え顔がおだった。

　営業スマイルってやつかしら？

「あんなに笑う方だったのですわね」

　姉様も同じイメージを持っているようだった。

　それもそうね。

　私と姉様は同じ状じよう況きようでしか司書長様を見ていないのだから。

　メイデルリーナ嬢が言っていたイメージとも違うし、仕事をしている時の司書長様は人当たりが良さそう。

　私がそう考えていると、いつの間にかアルティナが、私が読みたいと言った薔ば薇らの品種が載のった本を差し出してきた。

　大きくて分厚い本に驚おどろく。

　手に持ってみたら凄すごく重くて泣きたくなった。

　アルティナが手て馴なれた様子でテーブル席をすすめてくれたので、私は大人しくそこで本を開くことにした。

　見れば私の隣となりの席で、姉様もとっても複雑で目め眩まいがしそうなほど細かい刺繡の本を手て渡わたされていた。

　アルティナを怒おこらせてしまったのかもしれない、と私と姉様はちょっとだけ反省した。







　お昼が近くなって本から顔を上げると、リベリー姉様が若い男にしつこく声をかけられていた。

　昔、お姉様に付きまとっていた伯はく爵しやく子息だと気がつき席を立とうとしたその時、司書長様が現れた。

「神聖な図書館で女性に絡むのはやめて下さいませんか」

「お前には関係ないだろ！」

　逆上した怒声に動どう揺ようすらしないで、ニコニコと笑顔を崩くずさない司書長様は軽々と伯爵子息の手を捻ひねりあげると言った。

「図書館での問題行為は関係なくありません」

　だけど、その伯爵子息って騎き士し団だん所属だったはず。

　思った通りすぐに体勢を変えてすり抜ぬける。

　早く助けを呼ばないと。

　そう思った時には伯爵子息が腰こしにさしていた剣けんを抜こうとしたのが解わかった。

「武器ですか？　では手加減は不要ですね」

　司書長様はそう言うと伯爵子息の手を摑つかみ、脇わき腹ばらに膝ひざ蹴げりをいれ素す早ばやく足を払はらい倒たおすと言った。

「こんな狭せまい場所で剣を抜くのはかえって不利ですよ。それに本を傷つけられては困る。貴方あなたは今後一いつ切さいの図書館への立ち入りを禁じます」

　伯爵子息はすでに目を回していて聞こえているか定さだかではない。

　そんなことより、鮮あざやかな身のこなしに驚いた。

　格好いいじゃない！

　司書長様は目を回した伯爵子息を軽々とかつぎ上げるとカウンターに向かった。

「エンジェリーナ君、ちょっと騎士団に彼を捨ててくるから、何かあったら呼んで下さい」

「シジャル様が暴れた後で何かしようとする人は絶対に出ません。さっさと捨ててきて下さい」

「はい、行ってきます」

　司書長様はそのままスキップでもしそうな勢いで図書館を出ていった。

　他の司書さん達の反応が慣れきっている。

　呆ぼう然ぜんとしていると年配の女性司書さんが近づいてきて心配そうに声をかけてくれた。

「宝石姫ひめのお姉様。大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「……ええ」

「すみませんね。たま～にいるんですよ、図書館がどういう場所か解ってない脳筋が。司書長が騎士団長様にキツ～く言い聞かせてきて下さいますからご安心を」

　私は急いで姉様に近づき手を握にぎった。

「姉様、大丈夫？」

「ええ。まさか人妻になっても言い寄られるとは思ってなくて怖こわかったのだけど…………ビックリに変わってしまったわ」

　同意見だわ。

　どうしてあんなに強い人が司書なんてしているの？

　司書長だから強いとか？

　謎なぞだらけだわ。

　私と姉様が理解に苦しんでいると遠くの方からアルティナが走ってくるのが見えた。

　どうやら、アルティナはとっても奥おくにいたみたい。

　慌あわてているのが解ってなんだか少し安心する。

「アルティナ大丈夫よ、司書長様が助けて下さったから」

　私の言葉に、アルティナは瞳ひとみに涙なみだをためて安あん堵どの息を吐はいた。

　姉様は安心させるように抱だき締しめてあげたが、むしろ安心からか、アルティナの瞳から真しん珠じゆのような涙がこぼれた。

　本当に私達の妹は可愛い。

「まあまあまあまあ！　宝石姫、ビックリなさったんですね！　司書長が全部悪いわ！　甘あまいものでも食べれば涙が止まるかも知れないわね！　司書長の引き出しの中のマカロンをとってきましょうね」

　年配司書さんはそう言ってアルティナの頭を撫なでたけれど、ポロポロと涙を流すばかり。

「たまたま、騎士団長を近くで捕つかまえられたので引き渡してきまし……た!?」

　予定より早く帰ってきた司書長様がみるみる青くなった。

「ア、アルティナ様どうなさいましたか？」

　明らかにオロオロする司書長様に、カウンターにいた若い女性の司書さんがニヤニヤしながら言う。

「シジャル様が暴れるから、宝石姫が泣いちゃったじゃないですか～」

「！！！　自分、えっ？　自分のせい？　あ、すみません、ごめんなさい！」

　慌てた司書長様は勢いよく頭を下げた。

　それを見てアルティナはプルプルと首を横に振った。

　司書長様は顔を上げポケットに手を突っ込んだが直すぐに絶望的な顔をすると、袖そで口ぐちでアルティナの涙を拭ぬぐってあげていた。

「ハンカチはあるのですがクシャクシャなので、ちょっと我が慢まんして下さい」

　そんな司書長の行動にアルティナはヘニャっと笑った。

　ああ、お似合いだわ。

　アルティナのあんなに緩ゆるんだ顔を私は見たことがないもの。

　姉様を見れば私と同じことを考えている顔をしていた。

　そして、姉様は私を見ると笑みを浮うかべた。

　アルティナの横には彼が一番だわ。

　なら邪じや魔まが入らないうちに外そと堀ぼりを埋うめなくちゃ。

　私達の大事な妹という名の宝物ですもの、私達より幸せになってもらいたい。

　さあ、午後からは姉様と、司書長を捕まえる作戦会議をしなくちゃ。

　そんなことを考えていた私と姉様は、同時にクスクスと笑いだしたのだった。
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　自分はどうやらアルティナ様の涙なみだに弱いようだ。

　真しん珠じゆのような涙をポロポロと流す姿は美しく儚はかなげで、アルティナ様が揺ゆらいで消えてしまいそうに見える。

　アルティナ様の姉君に言い寄った男を騎き士し団だん長ちように投げつけて帰ってきた時は本当に息が止まるかと思った。

　絡からまれた本人ではなくアルティナ様が泣いてしまっている事実にも、かなりビックリした。

　姉君が絡まれたのだから仕方がないのだろうが、静かに涙を流すアルティナ様の顔を他の誰だれかに見せるのは本当に危ないと思う。

　自分ですら今にも消えてしまいそうだと思うのだ。

　他の男ならこの世に繫つなぎ止とめるために手を伸のばし、抱だき締しめたいと思うに決まっている。

　ポケットに手を入れ、ハンカチを探せばクシャクシャの感かん触しよくに絶望する。

　アルティナ様に、こんなものは渡わたせない。

　仕方なく、前と同じように袖そでで涙をふくとアルティナ様はヘニャっと笑った。

　なんだこの可愛かわいい生き物は！

　ただでさえ美しいのにそんな顔を！

　危険だ！

　普ふ通つうの男なら放っておかないだろ？

　いや、今現在でもアルティナ様を嫁よめに欲しい男なんて星の数ほどいるだろうに。

　なんて無防備なんだ。

　ユーエン様が過保護になるのも頷うなずける。

　変な男に捕つかまるなんてことになったらその男を殺したくなるだろう。

　解わかる、ユーエン様の気持ちが大いに解る。

　早くいい男を見つけて世の男達を諦あきらめさせないと安心なんかできないだろう。

　しかしユーエン様の審しん査さは厳しそうだ。

　自分の知っているいい男は……駄だ目めだ、そもそも自分には知り合いが少ない。

　父の友人の騎士団長に、いい男がいないか聞くか？

　だが、あの人のいい男の基準がユーエン様のいい男の基準と合がつ致ちしているかは疑問すぎる。

　たぶんライアス様とファル様は論外だから、彼らとは違うタイプの人間……ってなんだかいつの間にか、アルティナ様の父親か兄のような気持ちになっていた。

　これは自分が考えることじゃない。

　……ユーエン様に少しだけアドバイスするのはアリだろうか？

　ユーエン様が聞いてくれなかったらナシか？

　聞いてくるように仕向ける？

　いや、頭のいいユーエン様を上う手まく誘ゆう導どうできるとは思えない。

　そんなことをぐるぐると考えていると、アルティナ様の姉君二人が自分の横に立った。

　二人ともアルティナ様と同じく美しい女性だ。

　両手に花とは、まさにこのことか？

　不意にそう思った。

「アルティナ、せっかくだからマカロンをもらってらっしゃいな」

「お姉様の言う通りよ！　そのままじゃ目が腫はれてしまうわ！　冷やしてもらってらっしゃい」

　姉君達の言葉に、カウンターにいたエンジェリーナ君が控ひかえ室しつにアルティナ様を連れていく。

　ホッとしたのも束つかの間ま、両側から腕うでを摑つかまれた。

　何事かと思い左右を交こう互ごに見ると、姉君達が綺き麗れいな顔に迫はく力りよくをのせて言った。

「「ちょっと、お話よろしいかしら？」」

　逃にげ出したいと、強く思ったのは秘密である。







　二人に図書館の奥おくに連行された自分は、さながら人形のようだったに違いない。

　なんだろう？　アルティナ様を驚おどろかせて泣かしてしまったからだろうか？

「「司書長様」」

「は、はい」

「司書長様はアルティナのことをどうお想おもいですの？」

　たしかラフラ様と呼ばれていた姉君が自分に詰つめ寄よってきた。

　ああ、自分がアルティナ様に邪よこしまな気持ちを持っていないか心配なさっているのか。

「え、え～っとですね。お恥はずかしながら、父親のような兄のような気持ちとでもいいましょうか？」

　さっき感じたことを言葉にすると、ラフラ様の眉み間けんにシワが寄った。

　いかん、怒おこらせてしまった。

　他人のくせに気持ち悪いと思われたに決まっている。

「では、恋れん愛あい感情はないと思ってよろしいのかしら？」

　リベリー様がスッと冷たい視線を送ってくる。

「はい。恋愛感情などというものは一いつ切さい持ち合わせておりません」

　安心してもらえるように言い切ったのに、二人の口元がヒクヒク痙けい攣れんする。

　こ、怖こわい。

　力の強い魔ま物ものと対たい峙じした時のようなプレッシャーに押おし潰つぶされそうだ。

「アルティナってほら！　可愛いでしょ！　しかも綺麗で胸も大きくて魅み力りよく的てきじゃない！　それでも恋愛感情はないとおっしゃるの？」

「アルティナ様が魅力的であるのは解っています。ですが、恋愛感情はないと断言できます！」

　ラフラ様に念押しされたのではっきりと答えた。

　これで安心してもらえる。

　そう思ったのに二人はゆっくりと頭を抱かかえてしまった。

　そ、そんなに自分は信用の置けない人間なのか？　と泣きたくなる。

「ち、ちっとも？　お嫁に欲ほしいな～とか一いつ瞬しゆんたりとも思わない？」

「考えたこともございません」

　そんな恐れ多いこと、考えるのもおこがましい。

　自分は婚こん約やく破は棄きされるような面おも白しろみのない男だ。

　アルティナ様には一緒にいて楽しく非の打ちどころのない、いい男が相手でないとダメだろ？

　自分が釣つり合あわないことぐらい初めて会った時から解っていたことだ。

　こうして仲良くなれただけで満足している。

「じ、じゃあ！　メイデルリーナさんのことは？　……今も好きなのかしら？」

　元婚約者の名前が出たことに驚いた。

　自分は暫しばらく黙だまると、ゆっくりと聞いた。

「ここだけの話にして下さいますか？」

「「も、勿もち論ろんよ！」」

　一つ息を吐はき、自白することにした。

「実は、メイデルリーナのことが……苦手で」

「「はあ？」」

「あ、いや、親同士の口約束とはいえ婚約していたので、できるだけ歩み寄ろうとはしましたが、彼女の性格がどうも苦手でして……彼女がライアス様の婚約者候補に選ばれて、正直ホッとしているというのが本音です」

　その瞬しゆん間かん、お二人がやっと笑え顔がおになってくれた。

「では、メイデルリーナ嬢よりアルティナの方が好きってことでいいのね！」

　ラフラ様が確かめるように聞いてくる。

「アルティナ様とは趣しゆ味みが一いつ緒しよですから」

　お二人とも困ったような顔をされていたが、納なつ得とくして下さったようだ。

　そして帰かえり際ぎわに自分の背中をバシバシと叩たたきながら頑がん張ばって下さいね！　と念を押すように言って帰っていった。

　嵐あらしのような方達だったが、頑張れとはアルティナ様を守れということだろう。アルティナ様に邪な気持ちを持たなければ側にいても許すということだろうと理解した。

　その日自分は、自分のできる精せい一いつ杯ぱいでアルティナ様を守ろうと、強く誓ちかいをたてたのだった。
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「単刀直入に聞く。アルティナ、司書長と婚こん約やくする気はあるか？」

　兄と姉達に呼び出され何事かと思って来てみれば、突とつ拍ぴよう子しもないことを言われた。

　何な故ぜこんなことになったのか？

　…………兄の勘かん違ちがいから姉達が勘違いしたのはなんとなく解わかる。

　だが婚約とは、話が飛びすぎではないのか？

『シジャル様は婚約破は棄きしたばかりだと聞いています』

　私が書いて渡わたすと兄達は眉み間けんにシワを寄せた。

「だが、聞いた話では口約束程度だったらしいし、ちゃんとした申し入れと書面を送れば無理な話ではないと思う」

　兄の言葉に姉達も激しく頷うなずいていた。

「勿もち論ろん、アルティナが嫌いやだと言えばやめる」

「アルティナ、無理にとは言わない！　でも、凄すごくいい人だって私は思ったわ」

　兄とラフラ姉様の言葉に戸と惑まどう。

　そんな私に近寄ってきたリベリー姉様が私の頭を撫なでながら言った。

「聞いてもいいかしら？　アルティナは司書長様と一いつ緒しよにいてどう？」

　私は首を傾かしげて考えてからメモ帳に『落ち着きます』と、書いて見せた。

「じゃあ、メイデルリーナさんの話を聞いた時はどうだった？」

　メイデルリーナさんと口約束とはいえ婚約していて、彼女を好きだったと聞いた時は……『息が詰つまるかと思いました』。

　私が書いた言葉は、私が見ても好きだと言っているようなものだった。

　小説の中のヒロイン達が感じるもどかしさを今、自分が体験しているのだ。

　文字にしたから解った。

　私はシジャル様が好きなのだ。

「アルティナ、司書長様はいい男性だわ。放っておいたら直すぐに他の女性に持っていかれてしまうんじゃないかしら？　私だってこの前のようにスマートに助けられたら運命を感じてしまったと思うわ」

　リベリー姉様の言葉は私の中に染み渡った。

　シジャル様の側は居い心ごこ地ちがいい。

　でも、シジャル様が他の誰だれかと結婚をしてしまったらもう側にはいられない。

　シジャル様はお優やさしい方だから、困っている女性がいたら私にしてくれたように助けるだろう。

　だけど私は特別な存在じゃないから、他の女性と仲良くしてほしくないなんて我わが儘ままは言えない。

『シジャル様は迷めい惑わくでないでしょうか？』

　私が書いた言葉にラフラ姉様が肩をすくめた。

「私と姉様が調べたところ、司書長様はアルティナのことを妹か娘むすめのように思っているみたい」

　心臓を槍やりで貫つらぬかれたような痛みが走る。

　思わず胸の上に手をのせてしまった。

「で、でも！　メイデルリーナさんより好きだって言ってたわ！」

　リベリー姉様のフォローに気持ちが少し浮ふ上じようした。

「とにかく、アルティナは司書長と婚約を結びたいと思っているんだな!?」

　兄の力強い言葉に私は小さく頷く。

「解った。僕が必ず司書長と結婚させてやる。だから、アルティナも司書長をその気にさせろ！」

　兄の言葉に私は頭の中が真っ白になった。

　えっ？　その気にって何？

　どうやったらいいの？

「アルティナ、この話は司書長が嫌だと言ったらどうにもならない話だ。アルティナが頑がん張ばって司書長にずっと一緒にいたいと思わせなければいけない話だ！　解るな！」

　解りたくない、でも、解ってしまう。

　ずっと一緒にいたいと思わせる。

　私は顔に不安を滲にじませた。

「勿論、ラフラも私も協力しますわ」

「そうよ！　お姉様の言う通りよ！　自信を持って！」

　姉達の言葉に勇気をもらい、私は立ち上がった。

　できることをするんだ！

　シジャル様との穏おだやかな時間をキープするために！

　私は拳こぶしを握にぎり締しめた。

　そして、シジャル様を誘ゆう惑わくし、好きになってもらうと決意したのだった。
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　僕は決めた。

　アルティナの伴はん侶りよを司書長にすると。

　まず、話をしようと司書長に会いに行った。

「司書長殿どの、あの……相談があるんだが」

「ユーエン様！」

　僕の言葉に司書長は、パァっと明るい笑え顔がおを作った。

　な、なんだ？　まさか、僕の言いたいことが解わかっているのか？

「ユーエン様、解っています。ちょっとよろしいでしょうか？」

　僕が頷くと司書長は僕を騎き士し団だんの訓練所に連れていった。

　何な故ぜこんな場所に？

「アルティナ様の婚こん約やく者しやに相応ふさわしい人間を騎士団長に見み繕つくろっていただけるように話したのです」

　自信ありげに胸をはる司書長に僕は絶望した。

　こいつ、解ってない。

「おお！　シジャル！　にユーエン殿！」

　手を振ふる騎士団長に僕は更さらに絶望した。

　騎士団の中からアルティナの伴侶を選ぶなんて無理だ。

　脳筋の多い騎士団の中で本好きなアルティナに合う理性的な男がいるとは思えない。

　いや正確には一人いた。

　ラフラの夫である副団長のパルマぐらいだ。

　頭を抱かかえたくなる僕を他よ所そに、三人の男が紹しよう介かいされる。

　名前は覚える必要もない。

　言うなら、顔はいいがヒョロッとした男と爽さわやかだがゴリゴリのマッチョと強そうだが熊くまみたいな男。

　皆みな、頭が悪そうに見えるのは気のせいか？

「義に兄いさんすみません。俺がついていながらこんなことになってしまって」

　慌あわてたようにパルマが走ってきた。

「こんなことになったなんてラフラに知られたら……解ってるのか？」

　小声で呟つぶやけばパルマは震ふるえ上がった。

「ラフラが帰って来るというなら僕は止めん」

「ひっ。義兄さん、そんなこと言わないで下さい！」

　怯おびえたパルマはほっとくことにして、僕は騎士団長に視線を移した。

「騎士団長殿、この度たびはアルティナのためにお手数をおかけしました。で、この中で一番強いのは？」

「そうだな～」

　ニコニコしながら成り行きを見守る司書長が憎にくらしい。

「団長、コイツらの強さを実際に見てもらうのはどうでしょう？」

「パルマ！　いい考えだな！　デスマッチか？」

　それを聞いてやる気マンマンの三人に嫌いやになる。

「司書長殿、貴方あなたに見み極きわめてほしいのでまざっていただけますか？」

　突とつ然ぜんのパルマの提案に司書長が首を傾かしげた。

　パルマは何を言ってるんだ？　司書長をまぜて、もしアルティナの想おもい人を傷つけたなんて解ったら、ラフラの逆げき鱗りんに触ふれてしまうというのに。

「おいおいパルマ、意味解ってんのか？」

「勿もち論ろん、団長が言いたいことは解ってます。俺にとってもアルティナは可愛かわいい義妹いもうとですから、半はん端ぱなやつにはやれません」

　騎士団長はため息をつくと司書長の背中を押おした。

「じゃあシジャルも行ってこい。お前が言い出したことだしな。さ、可愛い嫁よめさんが欲しいなら全員本気でやれよ！」

「「「了りよう解かいしました」」」

「……じゃあ、近くで見極めてきますね」

　乗り気には見えない司書長とやる気マンマンの三人が訓練所の広場に行くのを見送った。

「パルマ、お前が嫁さん命なのは知ってたがいつの間にシスコンになったんだ？」

「煩うるさいですね。俺は嫁さん命だから、シスコンにだってなってやるんです！」

　拗すねたように言い放つパルマに騎士団長は苦笑いした。

　そして、大声で開始を唱えた。

　向かい合って模も擬ぎ刀とうを構えていた四人は一いつ斉せいに飛びかかるかと思いきや、司書長だけ合図とともに後ろに引いた。

「シジャルのやつ客観的に見極める戦術か」

　騎士団長の言葉に司書長を見ると、三人が模擬刀を振るなか司書長は三人の周りをグルリと一周回ると一気に真ん中に突つっ込んだ。

　何が起こったんだ？

　倒たおれる三人の真ん中に、不満そうな顔の司書長が立っていた。
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「シジャル、騎士団に入れよ！」

「汗あせ臭くさいのは無理なので遠えん慮りよします」

　騎士団長が叫さけぶが司書長はヘラヘラ笑ってみせる。

「シジャルは俺の友人の辺へん境きよう伯はくの息むす子こなんだが、育ちのせいもあってとんでもなく強い。ただ、あいつの親父おやじと兄貴が怪かい物ぶつなせいで自覚がねえんだ」

　騎士団長はガハガハ笑うと僕の背中をバシバシ叩たたいた。

「俺はさ、うちの団員なんかよりシジャルをオススメするぞ」

　騎士団長、同意見だ。

　なんだあのでたらめな強さは？

「パルマより強いんじゃないか？」

　呟けばパルマは僕から目線をそらした。

「そう言ってくれるな。シジャルと本気でやりあったら俺だって無事じゃすまん」

　騎士団長の言葉に啞あ然ぜんとしている間に司書長が戻もどってきた。

「あの、ユーエン様すみません。期待外れでしたね。自分が、もっとアルティナ様に相応しい男性を探しますのでご安心下さい！」

　意気込む司書長に僕は呆あきれた。

　何故自分が一番相応しいと思わないのか？　心に決めた女性でもいるのか？

「アルティナ様には本当に幸せになってもらいたいので、微び力りよくながらお手伝いいたします！」

　使命感のようなものを滲にじませながら司書長が言った言葉に騎士団長が、からかうように言った。

「シジャルが幸せにしてやったらどうなんだ？」

　司書長は驚おどろいた顔をした後、謙けん虚きよに言った。

「自分では力不足です。アルティナ様に申し訳ない。自分のようなつまらない男ではなく、アルティナ様を幸せにしてくれる男が必ずいます」

　何故それを自分でしようとしないんだ！

　僕は呆れてため息をついた。

　仕方がない！

　外そと堀ぼりをガッチガチに埋うめよう。

　この鈍どん感かんな男が「参りました！　自分がアルティナ様を幸せにします！」と言わざるを得ない状じよう況きように追い詰つめよう。

　大だい丈じよう夫ぶだ。

　絶対に逃にがしはしない。

　僕はニコニコと笑う司書長を見つめて口元がヒクヒクしそうになるのを堪こらえたのだった。
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　シジャル様に話をしてくると言った日、兄は帰ってくるなり言った。

「司書長はダメだ」

　私は心臓に棘とげが絡からみついたような気持ちになった。

「アルティナ、司書長は一ひと筋すじ縄なわではいかない。外そと堀ぼりというより迷路ダンジヨンを組み立てて確実に殺やるぞ」

　兄は何を言ってるんだろう？

「アルティナも司書長を確実に殺るために本気を出すんだ」

　慌あわてて『私はシジャル様を殺したいわけではありません』と書いて兄に手て渡わたした。

「……解わかってる。すまない、とり乱した。だが、司書長が一筋縄でいかないのは確かだ。アルティナ、お前も全力で誘ゆう惑わくするんだ！」

　兄の言葉は衝しよう撃げきでしかなかった。
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　次の日、図書館につくと私は五十代中頃の男だん爵しやく夫人だという司書のミランダさんに、事前に書いていた『誘惑を教えて下さい』のメモを手渡した。

　私の顔を見たミランダさんは首を傾かしげた後『誘惑』と書かれた本を探してきてくれた。

　私はその本を受け取ると近くの席について読み始めたが、読み進めるうちに、居たたまれなくなってきた。

　最初こそ恋れん愛あい小説のようだったが、中ちゆう盤ばんまできたところで私は本を閉じた。

　これは公共の場で読んではいけない官能小説と呼ばれる類たぐいのものだと気がついたからだ。

　大人な表現に泣きそうになった。

　顔が熱い。

　そして、涙なみだ目めになりながらミランダさんのところへ行って本を返した。

「あらあら、真まっ赤かになっちゃって。『誘惑』を探していたんじゃないの？」

『誘惑というタイトルの本を探していたのではありません』

　私の書くメモを見つめてキョトンとしていたミランダさんは、ふきだした。

「誘惑の仕方を知りたかったの？　もう！　そう言ってよ！」

　ミランダさんの声の大きさに慌ててしまったが、理解してくれて良かった。

　ミランダさんの横に座すわっていた司書のエンジェリーナさんも興きよう味み津しん々しんといった顔で私を見つめてきた。

「それって、シジャル様を誘惑するってこと？」

　エンジェリーナさんの言葉に更さらに顔が熱くなる。

　二人に生暖かい眼まな差ざしを向けられた。

「おばちゃんの時代の誘惑と今の誘惑って一いつ緒しよかしら？」

　ミランダさんの言葉にビックリした。

　時代で違ちがうものなのか？

「誘惑に時代の違いなんてあります？」

「ないの？　私はベッドに連れ込んだけど」

「か、過激！」

　官能小説に出てきそうな行動に私は頭を抱かかえた。

「もっとあるでしょ？　転ぶフリして胸を押し当てるとか、ちょっと胸むな元もとあいた服着るとか！」

「エンジェリーナちゃん、それはオッパイがないとできないのよ？」

「ど、どうせペチャパイですよ！」

　二人がそんな話を始めてしまい、私はオロオロした。

　図書館で騒さわいでは駄だ目めだ。

　そして、聞かれたくない話ほどよく響ひびく気がする。

「君達はなんの話をしてるんです？」

　呆あきれ顔がおのシジャル様が執しつ務む室しつの方から現れた時は飛び上がるほど驚いた。

「ああ、誘惑について話してました。司書長はどんなふうに誘惑されてみたいですか？」

　ミランダさんのサラリとした言葉に私はプロの技わざを見た気がした。

「誘惑……ですか？」

　し、知りたい。

　私がワクワクして見つめると、シジャル様は苦笑いを浮うかべた。

「……無む縁えんすぎて解りません」

　期待してしまった分、がっかりだ。

「シジャル様って本当に空気が読めませんね」

「えっ？　エンジェリーナ君、厳しすぎませんか？」

「シジャル様はどんなことをされたらドキドキするんですか？　例えば好みのヒロインが出てくる小説はないんですか？」

　シジャル様は眉まゆ毛げを下げて困り顔をしている。

「いや、ありますよそりゃ」

「なら！　好きなヒロインの出てくる恋愛小説を三冊選んできて下さい！　早く！」

　エンジェリーナさんの勢いにシジャル様は苦笑いを浮かべたまま、書しよ架かへ向かった。

「これで参考になるでしょ？」

　頼たのもしいです！

　エンジェリーナさんが綺き麗れいなウインクをしてくれて、ドキドキが高まっていく。

　暫しばらくして持ってきた三冊をエンジェリーナさんが私に手渡したので、シジャル様が不思議そうに首を傾げる。

「何な故ぜアルティナ様に？」

　私がいいわけを書こうとする前にミランダさんが笑いながら言った。

「宝石姫ひめだって誘惑の一つも身につけるお年頃ってものですよ」

　その言葉にシジャル様が青い顔をして私の手にある恋愛小説を奪うばいとった。

　何が起こったのか解らず見つめると、シジャル様はパラパラと中を見ながら言った。

「アルティナ様がこんなことをして惚ほれない男がいるとは思えません。むしろ危険が危ない！」

　危険が危ないって何？

　私がキョトンとしているうちにシジャル様は本を返しに行ってしまった。

「あんなに動どう揺ようしなくてもねぇ……宝石姫、大だい丈じよう夫ぶですよ！　タイトルを覚えてあるので後で私が持ってきてあげますね」

　ミランダさんの観察力が凄すごい。

「宝石姫を誰だれにもとられたくない！　って言えないんですかね？」

「ほら、司書長女性に対してヘタレだから」

　エンジェリーナさんとミランダさんのハハハっという笑いが響いた。

　その後戻もどってきたシジャル様に私は怒おこられた。

「アルティナ様は美人で可愛かわいいから、誘惑なんて覚えなくていいんです！　本当に危ないんですよ！　解ってますか？」

　少し口を尖とがらせてからメモに書いた。

『私が誘惑してみたいんです！　シジャル様は積極的な女性はお嫌きらいですか？』

　それを見たシジャル様が固まった。

　私はメモからシジャル様に視線を移し、首を傾げた。

　すると、シジャル様は弾はじかれたように一歩下がって頭を抱えた。

「「天然！」」

　女性司書さん二人が深いため息をつく。

　何を呆れられたのだろうか？

　私がさらに首を傾げると、ミランダさんに頭を撫なでられた。

　結局何がいけなかったのか解わからなかったが、楽しそうに笑っていたからまあ、いいかと思うことにした。
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　シジャル様の好きなヒロインが出てくる小説を借りてきた。

　一冊目は魔ま女じよの女の子と王子様の恋。

　猫ねこの姿に変えられた魔女が王子様に拾われて可愛がられて恋をする話。

　二冊目はお姫ひめ様さまと黒馬の騎き士しの恋。

　捕ほ虜りよになったお姫様とそれを助ける騎士の話。

　三冊目はパン屋さんの女の子と公こう爵しやく子息の恋。

　食しよく糧りよう難なんの領地を力を合わせて救い恋に落ちる話。

　どの話のヒロインも自分の信念を持って頑がん張ばる女の子だ。

　私は本を読み終えて項垂うなだれた。

　だって、私は信念を持った女性ではないのだ。

　むしろ、いろんなことから逃にげている女。

　泣いてもいいだろうか？

　ヒロイン達は一いつ生しよう懸けん命めいで可愛い。

　小説はどれも面おも白しろかったけど、私にこの可愛さはない。

　私の目からは涙なみだがこぼれた。

　その夜、私は泣きくれた。
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　次の日、私の目が腫はれてしまったのは仕方がないことだと思う。

「アルティナどうした？　……大だい丈じよう夫ぶか？」

『小説を読んだせいです』

　心配する兄にメモを見せると深いため息をつかれた。

「ほどほどにしておきなさい」

　私が頷うなずくと兄は安心したように笑った。

　その後、図書館に行ったのだが周りの視線が痛い。

　そんなに目立つのだろうか？

　恥はずかしい。

「あ、あの、アルティナ様、何かありましたか？」

　シジャル様にまで心配されてしまった。

　貴方あなたの好きなタイプと自分が違ちがいすぎて悲しくなって泣きました。

　なんて言えるわけがない。

　どう答えよう？

「自分には言えないことでしょうか？」

　頷いてしまおうか？

　でも、それはなんだか嫌いやだ。

　私は首を横に振ふった。

「では、お茶でも飲みながらというのは、いかがでしょうか」

　そして、促うながされるまま司書長の執しつ務む室しつに向かった。

　ソファーに座すわると可愛い猫のカップにホットチョコが入れられ、テーブルに置かれた。

　一口飲んだら、ほっとした気がする。

「どうしたのか聞いても？」

　シジャル様の言葉にぐっと息を吞のむ。

「自分にできることなら力になりますよ」

　私はゆっくりと声を出した。

「た、大したことではないのです。自分の不ふ甲が斐いなさに悲しくなってしまいまして」

　シジャル様は困ったような顔で私を見つめていた。

「なんにも努力せず逃げてばかりだと気がついてしまいまして」

「逃げる勇気もあると思いますが？」

「逃げる勇気？」

　シジャル様はニコッと笑った。

「自分のように、言われたことをただやるだけの人生を送ってきた人間には、逃げる勇気もまた羨うらやましく眩まぶしいですが」

「そんな、シジャル様はいつも私を助けて下さって、私の方がシジャル様のことを眩しく感じています」

　シジャル様は照れたように頭をかいて言った。

「そう言っていただけるほど自分は大したことはしていませんよ」

「そんなことありません。いつもいつも感謝してもしきれないぐらい助けていただいています」

　シジャル様は机の引き出しからマドレーヌを取り出すと私の前に置いた。

「甘いものでもいかがですか？」

　甘いものは幸せな気分になるが、シジャル様は私が子供だと思ってすすめている気がする。

　だけど子供と思われても仕方がないのかもしれない。

　怒おこって口をきかないなんて子供と一いつ緒しよだもの。

　そう思ったらまた涙が溢あふれてきた。

「っ!!　アルティナ様！」

「すみません。あまりの自分の子供っぽさに悲しくなってきてしまって」

　シジャル様は慌あわててポケットからハンカチを取り出して私に手て渡わたした。

「どうぞ。今日のハンカチは合格点だと思います」

「泣いてばかりでごめんなさい」

　シジャル様は微笑ほほえんでくれた。

「自分の前ではいくらでも泣いていいのですよ。むしろ危ないので、他の男の前では泣かないで下さい」

「危ない？」

「アルティナ様の涙は本当に美しいですから」

　息が止まるかと思った。

　心臓が尋じん常じようじゃない速さで動き、顔に熱が集まる。

　この人は私を殺そうとしているんじゃないだろうか？

　だって、今、上う手まく呼吸ができない。

「弱っている時を狙ねらって甘い言葉をかけてくる男はたくさんいますから、本当に気をつけて下さい。相談事なら自分が聞きますから」

　酸欠で死にそうだ。

　なんでこの人は、私をこんなにときめかせるのだろうか？

「アルティナ様大丈夫ですか？　顔が赤いですが」

「シジャル様のせいです」

「自分ですか？」

「弱っている時嬉うれしいことばかり言って私を甘やかそうとする。シジャル様は悪い人です」

　シジャル様はキョトンとした顔をした。

　この人は私がどれだけキュンキュンさせられたか解っていない。

「シジャル様の意地悪……でも、もうシジャル様の前でしか泣きません。なので、受け止めて下さいますか？」

　シジャル様はニッコリと笑って頷いてくれた。

　私は借りたハンカチで涙をふくと、冷めたホットチョコを飲み干して立ち上がった。

「話を聞いて下さってありがとうございました。お陰かげで力をいただきました。本を選びに行ってまいります」

　私はシジャル様にそれだけ告げて執務室を後にした。

　負けだ。完敗だ！

　私はシジャル様の言葉でシジャル様をもっともっと好きになってしまった。

　キュンキュンしすぎて苦しくて息も絶え絶えだ。

　シジャル様に振り向いてもらうためにも私はいい女にならなくちゃ。

　恋れん愛あい小説を読もう。

　シジャル様の心を摑つかむための勉強をしよう。

　私は恋愛について無知すぎる。

　私は気持ちを新たに恋愛小説の書架に向かって歩みを進めたのだった。







[image: ]




　アルティナ様が目を赤くしてきた。

　可愛かわいらしい目が真まっ赤かで痛々しい。

　悩なやみごとがあるなら、自分でよければ解決してあげたい。

　そう思った。

　甘いホットチョコとマドレーヌで甘やかすことで気持ちも溶とけてくれたらと思った。

　己おのれの不ふ甲が斐いなさに嘆なげくアルティナ様。

　自分の言葉のいたらなさから再び涙なみだを流させてしまった。

　それなのに、アルティナ様の泣き顔が可愛すぎて。

　綺き麗れいな真しん珠じゆの涙！

　プライスレス！

　こんな可愛い生き物、男なら家に持ち帰りたいと思うに決まってる。

　自分だって連れて帰って、一晩中抱だき締しめてその泣き顔を見続けたい！

　…………冷静になれ、それは犯罪だ。

　アルティナ様を別の意味で、主に恐きよう怖ふ的てきな意味合いで泣かせてしまう。

　真珠の涙を前に、自分はクイッと眼鏡めがねを持ち上げた。

　アルティナ様が執しつ務む室しつを去っていった後、自分は膝ひざから崩くずれ落ちた。

　あまりの可愛さに赤面しなかったのは奇き跡せき！

　むしろ、石化の呪じゆ文もんをかけられたのと一いつ緒しよだったのだ。

　アルティナ様が執務室を出たから解とけただけ。

　可愛い！　本当に可愛い。

　天使じゃないのか？　女め神がみなのか？

　は[image: ][image: ]っと自分は深い息を吐はいた。

　あんなに可愛いアルティナ様に誘ゆう惑わくされる男が羨うらやましい。

　こんな只ただの相談役の自分にすら、度たび々たび無意識に誘惑にも似た態度をとってしまうアルティナ様だ。

　この人にこうする！　と決めてからの誘惑はどんなに……羨ましい。

　さぞかし威い力りよくのあることだろう。

　自分なら即、婚こん約やくを言い出すに決まってる。

　……無む謀ぼうな夢だ。

　アルティナ様が自分を誘惑するはずがない。

　自分で解わかっていながら、悲しくなったのは許してほしい。
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　数日後、図書館に珍めずらしく兄のサジャルが訪ねてきた。

「シジャル。元気か？」

「まあ、それなりに楽しくやらせていただいています」

　兄は図書館の中をキョロキョロと見回すと言った。

「彼女できたか？」

　兄のこの不ぶ躾しつけなところが嫌きらいだ。

「ご縁えんがありませんので」

「そうなのか？　すっとぼけんなよ！　最近仲がいい娘こがいるんだろ？　聞いてるぞ？」

「仲がいい？」

　誰だれのことだ？　ミランダさんにはいつもからかわれているだけだし、エンジェリーナ君には食堂勤務の彼氏がいたはず。

「何不思議そうにしてんだよ？」

「心当たりがなくてですね」

　その時、アルティナ様が本を二冊抱かかえてカウンターにやって来た。

『この本をお借りしたいのですが』

「大だい丈じよう夫ぶですよ。おや、恋れん愛あい小説ブームですか？」

　自分がカウンターで貸し出しの手続きをしていると、兄がニヤリと笑った。

　嫌いやな顔だ。

「美しいお嬢じようさん、俺とお茶でもどうです？」

　慌あわてて兄を睨にらんだ。

「怒おこりますよ」

「なんでお前が怒んの？　お前の彼女？」

　思わず息が詰つまった。

　自分はアルティナ様の彼氏でもなければ兄でも父親でも上司でもない。

　怒る権利が自分にはないのだ。

　呆ぼう然ぜんとする自分を他よ所そにアルティナ様はサササっとカウンターの中に入るとメモ帳に『彼女です！』と書いて兄に突つき付つけ、自分の腕うでにしがみついてきた。

　噓うそだ。

　そうだと解っていても自分がアルティナ様の彼氏だなんて名乗ることは許されていいのだろうか。

　だが、アルティナ様は不安そうに自分を見上げていた。

　か、可愛い上に柔やわらかい感かん触しよくが腕に……。

「シジャルのくせに生意気だな！　こんな可愛い彼女ができたのかよ！」

　兄はなんだか嬉うれしそうに自分の頭を乱暴に撫なでてきた。

　この人の中で弟は小さな子供のままなのだ。

「俺の名前はサジャルだ。ちなみにコイツの兄あに貴き」

　兄の言葉に目を丸くするアルティナ様が可愛い。

　しかも、顔を真っ赤に染めて腕から離はなれるとペコリと頭を下げていた。

「ああ、気にすんなって！　未来の義いも妹うとよ！　滅め茶ちや苦く茶ちやいい娘そうじゃん！　シジャルやったな」

「あの、兄さん」

「いいっていいって！　兄貴に任せとけって！」

「いや、本当に話を聞いて下さい」

「シジャル、幸せは自分で摑つかみとるもんだぜ！」

　ダメだ。

　この脳のう筋きん、聞く気がない。

　脳筋のせいで、アルティナ様と付き合っていることにされてしまう。

　そう思った時、アルティナ様が兄にメモを渡わたした。

　アルティナ様自みずから否定を？

　なんだか胸が抉えぐられるようだ。

　そう思った瞬しゆん間かん、メモを見た兄がガハガハ笑った。

「愛されてんな」

　兄が『不ふつ束つか者ものですが末永くよろしくお願いいたします』と書かれたメモを自分の手にのせた。

　思わずアルティナ様を見れば顔を真っ赤に染めて自分の服の裾すそを摑んでいた。

　鼻血が出るかと思った。

「親父おやじには俺から言っといてやる」

「ままま、待って兄さんいや、あの」

　な、なんて言えばいい？

　誤解だって、アルティナ様は男に声をかけられた恐怖から逃にげるために噓をついただけだ。

　けれど否定したらアルティナ様はまたこわがるかも知れない。

　兄はすでに結けつ婚こんして、二人の娘がいるから本気で誘さそったわけじゃない。

　アルティナ様は自分を頼たよってくれたのだ。

　三秒ぐらいの間にそれだけ考えると、思わず兄の胸むなぐらを摑んで引き寄せていた。

「親父には自分で言うから、黙だまってて……下さい」

　兄は驚おどろいた顔をしたかと思うとガハガハ笑って自分の背中を叩たたいた。

　マジで痛いからやめてほしい。

「わあったよ！　早めに報告しに来いよ！」

　兄はやっぱりガハガハと笑って去っていった。

　ホントに勘かん弁べんしてほしい。

　いまだに背中が地味に痛い。

　ゆっくり横を見れば、啞あ然ぜんとした顔のアルティナ様がいまだに服の裾を摑んでいた。

　だから、鼻血が出そうなんだって。

「す、すみません、アルティナ様」

　アルティナ様は放心状態だった。

「あの、誤解はちゃんと解ときますのでご安心を」

　アルティナ様はようやく首を横に振った。

　そして、『私が勝手に彼女だなんて書いてしまったからです。ごめんなさい』と書いて寄よ越こした。

　それ、滅茶苦茶嬉しかったんですよ。

　鼻血が出そうなほど。

　役得とはこのことか？

　腕にしがみついてもらえたし……。

「とにかくどっと疲つかれました。アルティナ様、お茶でもいかがですか？」

　平常心を取り戻すため、アルティナ様をお茶に誘った。

　アルティナ様はヘニャっと笑うと頷うなずいてくれたのだった。
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　私は凄すごく大だい胆たんなことをしてしまった。

　シジャル様のお兄様にからかわれたのをいいことに彼女だと主張してしまったのだ！

　シジャル様は少し困った顔をしていたけど、最後には話を合わせてくれた。

　嬉うれしくて恥はずかしくて、どうしたらいいの？

　とりあえず、家に帰ってから兄に長文の手紙を書いた。

　どんなことが起きたのか詳しよう細さいを書き記した手紙だ。

　私の書いた手紙を読んだ兄は私の頭を優やさしく撫なでてくれた。

「アルティナ、よくやった。これは既き成せい事実と言ってもいい」

　私はかなり驚おどろいた。

　そんなに破は廉れん恥ちなことを自分がしてしまったのだと初めて知ったのだ。

「今、司書長の家に婚こん約やくの申し出をしているから、恋こい仲なかなのだと思わせられたのならすぐにでも色良い返事が来るだろう」

　兄は凄く嬉しそうだった。
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　翌日、図書館の前で兄と別れると直すぐに声をかけられた。

「おはようアルティナさん」

　宰さい相しよう補ほ佐さ官かんをしているベスタンス様はリベリー姉様の旦だん那な様だ。

　爽さわやかな笑え顔がおが胡う散さん臭くさいと思ってしまうのは、私がこの人が苦手だからかも知れない。

「最近、声の方はどうですか？　貴女あなたの声が戻もどらないと妻が貴女の話しかしなくなるので困るのです」

　この人はリベリー姉様のために生きているような人だから、たぶん私が嫌きらいだ。

　私も苦手だからいいのだけど。

「まあ、最近では声より貴女の婚約のことが気になって仕方がないようですが……さっさと結婚してくれれば彼女も安心するでしょう。なので、お手伝いしますよ」

　回りくどい言い方だが、協力するつもりでいるらしい。

　ベスタンス様は書類の束を私に渡した。

「私なりに誘ゆう惑わく作戦をまとめてみました」

　手渡された『誘惑について』と書かれた書類には、これをするとこのような効果があります的なことがまとめられていた。

　だが、内容は過激だ。

「抱だきつく」が一番レベルが低いとはどうなんだ？

　よし、これはリベリー姉様に差し上げましょう。きっと旦那様が満足してくれるに違ちがいない。

「アルティナさん、何を企たくらんでいるんですか？」

　気づかれた。

　私は目をそらしたが、爽やかな笑顔で詰つめ寄よられた。

　笑顔のはずなのに背後から黒いオーラが出ている気がする。

「妻には秘密ですよ」

　私はコクコクと頷うなずいた。

　ベスタンス様が離はなれてくれてから、私はメモ帳に書いた。

『リベリー姉様がベスタンス様を喜ばせたいと相談してきたら、これを差し上げてもよろしいですか？』

　ベスタンス様は暫しばらく黙だまると言った。

「妻がそのような相談を貴女にするのですか？」

　私は深く頷いた。

「……そうですか」

　ベスタンス様はコホンと一つ咳せき払ばらいをすると言った。

「ま、まあ、妻の悩なやみが解決するのであれば仕方がありません」

　よし、許可はいただいた。横流し決定だ。

「ちなみに、シジャルは学生時代の友人なので聞きたいことがあれば何い時つでもどうぞ」

　私は驚いた。

　この腹黒……いえ裏のありそうな人とシジャル様が友人？

「納なつ得とくできないといった顔をしていますね。ですが、いつも一いつ緒しよに行動するぐらいには仲の良い友人でしたよ」

　私が信じられずにいると図書館の扉とびらが開いたのが解わかった。

　出てきたのは渦か中ちゆうの人であるシジャル様だった。

「おはようございますアルティナ様。おや、……ベスタンスがここに来るのは珍めずらしいですね」

「やあシジャル。義理の妹が世話になっているな」

「義理の妹？　……ああ、アルティナ様の姉君と結婚したのでしたね」

　シジャル様は手に書類らしきものを持っていた。

「何ど処こか行くのか？」

「本の発注に行くところでした。何か自分に用でも？」

「いや、義妹いもうと殿どのが〝誘惑〟について勉強をしていると聞いたのでな、参考までに資料をまとめて持ってきただけだ」

　シジャル様はニコニコしていた顔を真まっ青さおにして私の持っている書類の束を見た。

「ベスタンス」

「心配しなくても参考資料なだけだぞ」

　シジャル様は私の方に近づいて手を出した。

「アルティナ様……それは危険ですので、自分が処分しておきます」

　でも、リベリー姉様に渡すつもりだし、内容が内容だから見られたくない。

　私が書類を背中に隠かくすとシジャル様は焦あせったようにオロオロしだした。

「アルティナ様、ベスタンスは女性から誘惑されることが多くてですね。内容的にたぶん過激なものが多くあると推測されます。それを真に受けて実行に移すと……き、危険が危なくてですね！」

「シジャル、動どう揺ようしすぎだろ？」

　シジャル様はベスタンス様に視線を戻すと言った。

「ベスタンス、君は義理とはいえ妹がこの内容を実行に移したらどうなるかとか、考えなかったのですか？」

「相手は恋れん愛あいにおいて極度の鈍にぶさを誇ほこる男だからな！　これぐらいしなくては気がついてもらえないと私は確信している！　義妹殿はそれぐらいの覚かく悟ごが必要だ！」

　私はふらりと一歩後ずさり、書類をパラパラとめくった。

　これを実行しなくては気がついてもらえないの？

　こんな過激なことをしないと気がついてもらえないなんて……。

　兄は彼女宣言を既成事実と言っていたが、義理の兄は物理的な既成事実がないと恋こい心ごころにすら気がついてもらえないと言う。

　私は家族から甘やかされて育ったからそんなことも知らなかったのか！

　世間の女性達は私の決意なんか比にならないぐらいの努力をしているんだ。

　し、知らなかった。

「アルティナ様！」

　シジャル様が心配そうに近づいてきた。

　その瞬しゆん間かん、ベスタンス様の口角がニヤリと上がったのが見えた。

　悪い顔だ。

　そう思った時にはベスタンス様はシジャル様の背中を蹴けっていた。

「悪い、足が滑すべった」
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　シジャル様はそのまま私を巻き込んで転んだ。

　シジャル様の顔が胸にのっているが事故だと解っている。

　何が起きたか解らないのかシジャル様はピクリとも動かない。

「シジャル、大丈夫か？」

　そらぞらしい声にシジャル様は勢いよく私からどくと深々と頭を床にすりつけた。

「も、申し訳ございません！！！」

　綺麗な土下座に私は驚くばかりだ。

「シジャル、義妹殿の胸にスリスリしたらダメだろ？　もう、嫁よめにもらってもらわないと困るな」

　シジャル様は真っ赤な顔に涙を浮かべてベスタンス様を睨にらんだ。

「ス、スリスリしてない」

「目もく撃げき者しやがここにいる！」

「ベスタンス！　そんなことを言うなら、ちゃんと見ててくれ！　誤解だ！」

　シジャル様もちゃんと思い出してほしい。

　貴方あなたはその人に蹴られたからこうなったんだよ！　と言ってあげたい。

　ベスタンス様に抗こう議ぎしているシジャル様の背中にはくっきりと足あし跡あとがついていた。

　私は急いで『大丈夫です！　事故だと解っています』と書いてシジャル様に差し出した。

　そのメモを見ると、シジャルは感かん極きわまったような顔をしていた。

「アルティナさん、そこは責任をとってお嫁にもらって下さいって書くのが正解ですよ」

　ベスタンス様の言葉に私は衝しよう撃げきを受けた。

　そ、それは効果的だったかも知れない。

　だが、考えもしなかった。

「ベスタンス！！！」

「友人想おもいにも義妹殿を嫁にもらえるように協力してあげてるんだろ？　感謝しろ。……おや、そろそろ仕事に戻らなくてはいけない時間だ。アルティナさん、くれぐれも妻にはご内密に」

　ベスタンス様は懐かい中ちゆう時ど計けいを見ながら、それだけ言って去っていった。

　私はゆっくりと起き上がると散らばってしまった誘惑書類を拾った。

　シジャル様も慌あわてて書類を端はしから拾い始めた。

　気まずい。

「ア、アルティナ様、自分の書類と混ざってしまったようなので執しつ務む室しつで仕分けしましょうか？」

　私が頷くと、シジャル様は少しだけ強こわばった顔を緩ゆるめたのだった。
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　友人のベスタンスは学生の時の同級生で、魔ま法ほうも剣けん術じゆつも学業も学年トップの天才だった。

　自分は目立たぬよう魔法も剣術も学業も中の下を目標にしていて、それに気づいていた教師や同級生には目め障ざわりだったみたいだが、ベスタンスは自分が手を抜ぬいていることを解わかった上で側にいてくれる唯ゆい一いつの友人であった。

『学年トップを死守するためだ。お前は本気を出すな』とよく言われたのが懐なつかしい。

　その言葉が自分には凄すごくありがたかった。

　ベスタンスは癖くせの強い男だ。

　だから好きな女性ができたと言われた時は内心、この男に恋れん愛あいができるのだろうか？　と疑問だった。

　女性は無条件で寄ってくる。付き合っても（本当に付き合っていたかは定さだかではない）、女性に合わせるつもりがないから直すぐに女性が離はなれていく、を繰くり返かえしていた男だからだ。

　ベスタンスに女性に人気の恋愛小説を読ませて理想の男性像を徹てつ底てい的てきに叩たたき込み、今の奥おく様さまを手に入れる手伝いをしたのは自分だ。

　まさか、お相手がアルティナ様の姉君だったとは。

　今も、たまにベスタンスとは飲みに行ったりするが、妻の話をしている時は別人のように穏おだやかな顔をする。

　友人は妻を持って幸せになったのだ。







　そんな友人が図書館の前でアルティナ様と話をしているのが見えた時は、何が起こっているのかと思った。

　どちらも知り合いだから、どんな状じよう況きようであっても対応できると思い話を聞けば義理の妹のために〝誘ゆう惑わく〟についての資料を作ってきたという。

　ベスタンスの性格はよく解っている。

　なんてものをアルティナ様に！

　若じやつ干かんの殺意すら生まれる。

　直ぐに破は棄きするから書類を渡すように言ったが、彼女は大事そうに書類の束を背後に隠かくした。

　絶望すら感じながら説得するも、ベスタンスが邪じや魔まをする。

　しまいにはアルティナ様を押おし倒たおしてしまう事態に。

　何をどうしたらああなるんだ[image: ][image: ]！

　前後の記き憶おくが曖あい昧まいだ。

　気がついたら柔やわらかいものに包まれていた。

　……本当になんであんなことに！

　ベスタンスは自分達をからかうだけからかって去っていった。

　とりあえず、アルティナ様を執務室に誘さそった。







　き、気まずい。

　アルティナ様用にしている猫ねこのカップにホットチョコを淹いれた。

　それを持って戻もどると、アルティナ様は混ざってしまった書類を仕分けしていた。

　アルティナ様の前にカップを置き、自分も手伝う。

「姉に」

「へ？」

「姉に渡すつもりでいました」

　アルティナ様はチラリと自分を見て、ポツリと言った。

「ベスタンス様が喜ぶかと思って」

　ベスタンスのために書類が必要だったということなのか？

「姉はベスタンス様が大好きなので、姉にあげるのであればこの書類は無む駄だにならないと思いました」

　アルティナ様はなんだかつらそうにそう言った。

「でも世の女性達は皆みな、これほどまでのアピールをして好きな人に気づいてもらうんですね」

　？？

「私は何も知りませんでした。好きな人の気持ちを得るために時には過激なアピールも必要だったなんて」

　？？？？

「これでは、お子様だと思われるのも当たり前です」

「待って下さい！」

　キョトンとした顔でアルティナ様は自分を見つめた。

「ちょっと待って下さい」

　自分は急いで仕分けられたベスタンスの書類をパラパラとめくった。

　ダメだ！　過激すぎる!!

　下着姿で抱だきつくとかどんな状況下で成立するんだ？

「ベスタンスのこの書類には前後の状況が書かれていません。しかも、かなりの特とく殊しゆケースも混じっています。何よりアルティナ様は本当に美しい女性です。性格もとっても可愛かわいらしく魅み力りよく的てきです。だから、こんなことをしなくてもどんな男でも貴女あなたを好きになってしまうと思いますよ」

　アルティナ様は顔を真っ赤に染めて俯うつむいた。

「シジャル様も？」

「？」

「シジャル様も、私を好きになって下さいますか？」

　アルティナ様の消え入りそうな声にドキリと胸が跳はねた。

　なると答えてもいいのだろうか？

　好きか？　なんて聞かれたら、大好きだと答えたい。

　だが、迷めい惑わくじゃないだろうか？

　アルティナ様は不安そうな顔で自分を見つめてきた。

　これは躊躇ためらってはだめだ。

「自分も、男ですので……可愛い方だと思っています」

　アルティナ様は自分の返事が不満なのか、頰ほおを膨ふくらませた。

「やっぱり、子供だと思ってらっしゃるんでしょ！」

　か、可愛い。

　大人とか子供とか関係なく、抱き締めてしまいたいぐらい可愛いのだ。

「自分が好きだと言ったらアルティナ様はお困りになるのではないですか？」

「何な故ぜ？」

　自分は懸命に言葉を選んだ。

「自分は、今まで何も欲ほしいと思ったことがないので、アルティナ様を好きだと言ってしまったら……」

「……しまったら？」

「おそらく逃にがしてあげられません」

「へ？」

　アルティナ様を好きだと認めてしまったら、自分はきっと何をしてでもアルティナ様を手に入れる。

　アルティナ様の気持ちを最優先に考えてあげる余よ裕ゆうなんてない。

　手に入れたいという欲望をどうやって抑おさえればいいのか解らない。

　こんなことを考えるやつは、変態野や郎ろうと決まっている。

　そんなやつが、アルティナ様を幸せにできるはずがない。

　アルティナ様には幸せになってほしい。

「逃がすとは、私が逃げようとするということでしょうか？」

「……」

「私が逃げるとしたら、きっと追いかけてほしいからだと思うのです。私が逃げたら、シジャル様は追いかけて下さらないのですか？」

　追いかける？

　考えたことがなかった。

　アルティナ様が自分の前から逃げたら……自分はきっと追いかけると思う。

　アルティナ様は無防備なところがあるから、心配で追いかけてしまうと思う。

　そして、彼女の前に立ちはだかるものを全て倒したい。

「アルティナ様は自分が追いかけてきたらどうなさるおつもりですか？」

　アルティナ様は暫しばらく黙だまるとヘニャっと笑った。

「シジャル様が追いかけてきて下さるなら、両手を広げて待っています。シジャル様が私を捕つかまえる前に、私がシジャル様を捕まえてしまいます」

　可愛い顔で可愛い声で自分を捕まえると言うアルティナ様は本当に可愛くて、好きにならないなんて選せん択たく肢しは最初から用意されていないじゃないか。

　どうだ、この返し！　と言わんばかりの顔に、自分は思わず声を出して笑ってしまった。

　アルティナ様は本当に凄い。

　自分の恐れていることなど本当にちっぽけなことに感じた。

「では、どちらが先に捕まえるか競争ですね」

　自分の言葉にアルティナ様はフフフっと笑った。

「はい。負けません……て、なんの話をしていたのでしょうか？」

　アルティナ様はきっと意味が解っていないだろう。

　まるで告白のような言葉に自分が希望を持ってしまったのだと気づいていない。

　自分はアルティナ様が好きで、この人を手に入れたい。

　アルティナ様は己おのれの信念を貫つらぬくために頑がん張ばっているんだから、自分もアルティナ様を手に入れるために頑張ろう。

　安心した顔でホットチョコを飲むアルティナ様を見つめながら、決意を新たにするのだった。
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　私の親友であるシジャルという男は化け物だ。

　学生時代、誰だれもがかなわないと思っていた私の隣となりの席に座すわっていた彼は、授業もそこそこにしか聞いていないような不ふ真ま面じ目めな男だった。

　だからこそシジャルとは戦わなくていいのだと安心して横にいることを許した。

　何い時つだったか、教師が間ま違ちがって出した難問が教室で話題になった。

　学年トップの私なら解とけるに違ちがいないと言われたのは嫌いやがらせだったのかも知れない。

　頭を抱かかえる私を見かねたのか、シジャルが教えてくれたのだ。

　訳が解わからず自分が悩なやんでいた問題をシジャルは難なく全て解き、解りやすく説明する。

　剣けん術じゆつも体術も魔ま術じゆつも人目がないところなら手合わせをしてくれるのだが、はっきり言ってレベルが違う。

　シジャルが本気を出したら私は学年トップなんて無理だと解った時のショックといったらなかった。

　何な故ぜ本気を出さないのか聞いたら、本を読む時間がなくなるからだとシジャルは笑った。

　シジャルの中で本を読むというのは最重要事項なのだ。

　だから、司書になればいいとすすめた。

　シジャルもそのつもりになったようで、学生の間彼が本気を出すことはなかった。
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　アルティナさんと出会ったのは彼女の姉であるリベリーに恋をし、付き合うことになった時だ。

　リベリーは初めて自分から好きになった女性だった。

　シジャルにも相談し、参考にしろと大量の恋れん愛あい小説を読まされた。

　そうして私が初めてリベリーと言葉を交かわしたのは王家主しゆ催さいの夜会。

　シジャルの寄越す恋愛小説を読み込み、夜会に出てはリベリーと親交を深めた。

　そして、リベリーの実家であるモニキス公こう爵しやく家けで開かい催さいされた夜会で初めてアルティナさんに会った。

　アルティナさんはあの時十歳の少女で、バルコニーの隅すみで月明かりの中、本を読んでいた。

「目が悪くなりますよ」

「今日は満月ですのでご心配なく」

　可愛かわいげのない小こ娘むすめだと思ったが、リベリーの情報を聞き出そうと話しかけ続けた。

「……あの、好きな色だとか花だとか宝石だとか好みの男性だとか、そういったことはリベリー姉様に直接お聞きになったら？」

「それができたら君に聞いていない」

「……読書しているのが見えないのかしら？」

「勿もち論ろん、読書中に話しかけるのが無ぶ粋すいなのは解っているが、夜会の最中に読書するのも無粋なのでは？」

　変に頭のいい小娘で、厄やつ介かいだと思った。

「……『花に恋する』という小説の、オスカール様のような方がリベリー姉様の好みの男性です。色や花や宝石はご自身でお聞きになった方がリベリー姉様は喜ぶと思います」

　その小説はたしかシジャルに借りた本の中にあったから、直すぐにでも調べよう。

　そう思ったその時、リベリー本人がやって来て私の腕うでを摑つかんだ。

「ベスタンス・セリアーレ様！　妹に何か？」

「えっ？　いや」

「妹はまだ十歳です。口く説どかれるような年ねん齢れいではございません！」

　誤解されたのだと気づいて焦あせった。

　一番誤解されたくない人に誤解されたのだ。

「違います！」

「何が違うとおっしゃるの！」

　信じてもらえなそうな空気に絶望しかけたその時、呆あきれたような幼い声が聞こえた。

「誤解です、リベリー姉様」

　アルティナさんは泣きそうな顔のリベリーに向かって困ったような笑え顔がおを向けた。

「そちらの方は私になど興味はございません。先さき程ほどからリベリー姉様の好きな色や花や宝石だとかを私から得ようと必死でしたので、リベリー姉様に勘かん違ちがいされては可哀想かわいそうです」

「何故、君は包つつみ隠かくさず話してしまうのかな？」

　情けない暴露に更さらに絶望しそうな私を他よ所そに、リベリーは顔を真まっ赤かに染めた。

「隠すようなことではないのでは？　リベリー姉様も最近では貴方あなた様さまの話しかなさいませんから。さっさと告白してお付き合いすればいいのに、と馬ば鹿からしく思っていましたのでちょうど良かったです」

　そう言って笑ったアルティナさんはリベリーの妹らしく美しかった。

　その後、直ぐにリベリーに告白して今は妻にまでなっている。

　だがあの時、私のした話をリベリーにばらしたことはいまだに根に持っているし、妻に溺でき愛あいされている嫉しつ妬とからか会えば憎にくまれ口ぐちを叩たたいてしまう。

　そんなアルティナさんがシジャルを好きになるだなんて。

　ああ、からかい甲が斐いがある。

　シジャルのあの焦った顔。

　それに、二人がうまくいけば、リベリーが妹離ばなれしてくれるに違いない。

　アルティナさんが突とつ然ぜん声を失ってから、元気がなくて困っている。

　妻には常に幸せそうに笑っていてほしいのに。

　それに、親友にも少なからず幸せになってほしい。

　そのためにもアルティナさんには頑がん張ばってもらわないと。

　少しぐらいからかってもバチは当たらないはずだ。

　さて、次は何をしてやろうか。私はニヤリとほくそ笑えむのだった。
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　私がシジャル様を好きになってから気がついたのは、シジャル様が誰だれにでも優やさしいということ。

　司書仲間が勝手にお菓か子しを食べてしまっても怒おこらないし、ベスタンス様にからかわれても笑っている。

　シジャル様の中に怒いかりの感情はあるのだろうか？

　凄すごく疑問だ。

　私以外にもシジャル様に助けてもらっている令れい嬢じようは沢たく山さんいると思う。

　シジャル様に恋こい心ごころを抱いだいている女性だって……いるに違ちがいないと思う。

　そのことを姉二人に相談すると、困ったような複雑な顔をされた。

　最初に口を開いたのは、リベリー姉様だった。

「アルティナ……メイデルリーナ嬢を覚えているかしら」

　シジャル様の元婚こん約やく者しや（正式なものではない）様がなんなんだ？

「ほら、メイデルリーナ嬢ってプライドがお空の果てまで高い方でしょ？　だからなのか、シジャル様を好きだと言い出す令嬢にわざわざお茶会や夜会で『シジャル様は自分のことが大好きだからつけ入る隙すきなんてない』って喧けん嘩かを売っていたんですって」

　リベリー姉様の言葉に、ラフラ姉様が眉み間けんにシワを寄せた。

「既すでに婚約破は棄きしているとはいえ、もしかしたらアルティナに喧嘩を売ってくるかもしれないわ！　気をつけるのよ！」

　私は深く頷うなずくことしかできなかった。
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　その日のお茶会は王おう妃ひ様さま主しゆ催さいで、令嬢のほとんどが招かれるものだった。姉二人は始まる前からピリピリしていた。

「「絶対に今日、喧嘩を売ってくるに違いないわ！」」

　息ぴったりに言われても平気だ。

　喧嘩を売られたからって、負けるつもりはない。

　シジャル様を追いかけて、捕つかまえるって決めたんだもの！

　私は気合いを入れるために胸の前でガッツポーズを作った。

　そんな私を見て、二人が蕩とろけるような笑え顔がおをくれたのは嬉うれしかった。

　お茶会が始まる前に挨あい拶さつに行くと、王妃様は私を可哀想かわいそうな子を見るように涙なみだぐんだ。

「まあ、いらして下さってありがとう。声の方は大だい丈じよう夫ぶかしら？　不自由はなくて？」

　私が笑顔で頷くと王妃は困ったように笑って言った。

「貴女あなたにライアスのお嫁よめさんに来てほしかったのだけど……本当にごめんなさいね」

　私は慌あわてて首を横に振った。

「王妃様、妹は王子殿でん下かの婚約者候補から外れたおかげで真実の愛を知ったのですわ」

「まあまあまあ！　なんですって？　素す敵てき！　セリアーレ公こう爵しやく夫ふ人じん、詳くわしく聞かせて！」

　リベリー姉様は夢物語でも語るように、私とシジャル様の話を始めた。

「あの頃のアルティナは声を失い、王子殿下との婚約も立ち消えになり、絶望からか似前から好きだった本により一層のめり込むようになりました」

　興きよう味み津しん々しんの王妃様の瞳ひとみがキラキラしている。

「そんなアルティナを陰かげ日向ひなたなく護まもって下さったのがシジャル司書長様なのです。ある時は涙にくれるアルティナの涙を優しく拭ぬぐい……」

　まあ、袖そででですが。

「ある時は暴漢から身を挺ていして護ったのです。いつしか、アルティナは司書長様をお慕したいするようになりました」

「まあまあまあ！」

「ですが、司書長様はいささか鈍どん感かんで……アルティナは声が出ないながらも、振ふり向むいてもらえるように頑がん張ばっているんですの！　ですから、以前に比べたら天と地ほどの差があるぐらい、生き生きとしてますのよ」

　王妃様は頰ほおをピンク色に染めて言った。

「素す晴ばらしいわ！　モニキス公爵令嬢！　私、応おう援えんするわね！」

　王妃様の言葉に私は笑顔を返した。

「こんな美しく可愛かわいらしい方に想われているというのに、司書長ったらダメね！」

　王妃様が口を尖とがらせた。

　可愛いのは貴女ですと言って差し上げたい。

「そうだ！　後で王子達も来るのだけど、貴女達のお兄様と司書長も呼びましょう！　きっと、更さらに盛り上がるわ！　ちょっと呼んできてくれる？」

　王妃様の言葉に執しつ事じ様が一礼して去っていった。

　お茶会の日は図書館に行く時間がないと思っていたから、シジャル様に会えるのは嬉しい。

　私がニコニコすると王妃様は左手で目を覆おおった。

「何この子、可愛すぎる」

　何やら呟つぶやいていたが聞こえなかった。







　お茶会が始まると姉達の周りにはドレスの花が咲さいたように令嬢達が集まってきた。

　リベリー姉様のドレスは夕焼けのようなオレンジのグラデーションのプリンセスライン、ラフラ姉様のドレスはエメラルドグリーンのマーメイドラインだ。

　私はラベンダーブルーのＡラインのドレスだが、姉達のように派手ではない。

　ファッションに興味はないが、ドレスを着るのなら控ひかえめが好きだ。

　私はゆっくりと紅茶を口に運んだ。

「まあ！　地味なドレスだこと」

　はっきりと聞こえた悪意ある言葉に、その場の空気がピリリとした。

　声のした方を見ると緑のプリンセスラインのドレスに金きん髪ぱつをツインテールに結ゆった若草色の瞳の令嬢が立っていた。

　私の前までやって来た令嬢は私の顔をマジマジと見つめるとフンっと鼻を鳴らした。

「ごきげんよう。私、ホフマン伯はく爵しやく家け次女、メイデルリーナと申します」

　この人がシジャル様の婚約者だった人？　見た感じ、けっこう綺き麗れいな人だ。

「メイデルリーナさん、妹に何か用かしら？」

　ニコニコ笑顔のリベリー姉様が私の前に立った。

「ええ！　私の幼おさな馴な染じみのシジャルに大事にされていると勘かん違ちがいなさっているって聞きましたので、ご忠告しに」

　ラフラ姉様の口元がヒクリと動いたのが解わかった。

「ほら、シジャルって私のことが大好きでしょ。私がライアス様の婚約者候補になったから仕方なく諦あきらめたみたいですけど、毎日のように会いに来るぐらい私のことが好きな彼が、そんなに直すぐに心変わりするとは思えないものですから？」

　姉達の周りにいた数人の令嬢達が顔を曇くもらせた。

「お茶会にも夜会にも出ていらっしゃらないからアルティナ様はご存じないかも知れないけれど、私とシジャルがしょっちゅう会っているところを見た人がこの中には沢山いるんですのよ」

　聞いていた話通りだが、面と向かって言われるのはやっぱり苦しい。

　その時、ディランダル王子と兄、シジャル様が到着した姿が目に入った。

　シジャル様がまだ彼女を想おもっていたらどうしよう。

　周りが騒さわがしくなったことで、メイデルリーナさんもシジャル様に気がついた。

「シジャル！」

　嬉しそうに手を振るメイデルリーナさんにシジャル様が首を傾かしげた。

「メイデルリーナ？　自分に何か？」

　シジャル様は不思議そうに近づいてきた。

「用がなかったら呼んではダメなの？」

　メイデルリーナさんの甘あまえたような声にソワソワしたような気持ちになる。

「……ダメでは？　貴女はライアス殿下の婚約者候補なのですから」

　シジャル様はチラッと私を見るとニコッと笑った。

「アルティナ様もいらしたのですね。落ち着いた品の良いドレスが、アルティナ様によくお似合いですね」

　私は慌てて頭を下げた。

　嬉しい！　地味かもと思っていたけどシジャル様に褒ほめられたからお気に入りのドレスに決定だ！

「ちょっとシジャル？」

「はい。なんでしょう？」

「貴方、私のドレスを褒めてくれたことなんてないじゃない！」

「…………そうでしたか？　基本メイデルリーナは人の話はほとんど聞かず喋しやべってばかりなので、話しかけた記き憶おくがあまりないですね。すみません」

　周りの令嬢達が呆ぼう然ぜんとするなかシジャル様はニコニコしたままそう言った。

「で、でも！　毎日のように会いに来るぐらい私のことが好きだったんでしょ？」

「……えっと、会いに行かないと泣きわめくので仕方なく通いましたが？」

　周りの空気がどんどん冷ややかなものに変わっていくのが解った。

「愛がないと無理でしょ？」

「……妹に対するような愛ならありますよ」

　メイデルリーナさんは目を見開いた。

「じ、じゃあ！　あの女は？」

　メイデルリーナさんが私を指差した。

　失礼極きわまりない。

「メイデルリーナ、人に指を差すものではありません。身分だってアルティナ様の方が上です。不敬だと言われてもおかしくないですよ」

　シジャル様は真しん剣けんな顔で注意してくれた。

　メイデルリーナさんの目に涙が浮かぶ。

　私は、シジャル様の上着の裾すそを摑つかんだ。

「アルティナ様？」

　私は手元に置いていたメモに『私は大丈夫ですから』と書いて渡した。

　シジャル様はそれを見ると、困ったように笑った。

「気を遣つかわせてしまいましたね。申し訳ございません。あっ！　恋れん愛あい小説ブームのようなので新しいものを何点か入にゆう荷かしましたよ」

『では明日、借りに参ります』

「明日と言わずこの後にでもどうぞ」

　そう言ってニコッと笑うシジャル様に、胸がキュンと鳴いた気がした。







　お茶会に現れたシジャル様とやり取りをしていると、兄に肩かたを摑まれた。

　何かと思えば、メイデルリーナさんが目に涙をためながら私を睨にらみ付つけている。

　あまりの恐おそろしい形相に思わず肩が跳はねた。

「シジャルは私のものなのに！」

　メイデルリーナさんの言葉にシジャル様は不思議そうに首を傾げた。

「貴女は、自分を好きでもなんでもないでしょう？　愚ぐ痴ちを聞いてくれる人間が欲ほしいだけなのだと、いつも思っていましたが違いますか？」

　メイデルリーナさんがウルウルの瞳でシジャル様を甘えるように見つめた。

「違うわ、シジャル」

「それに、自分も貴女と付き合いたいと思ったことがないんですよ」

「へ？」

「家族から自分のようなボーッとした人間は相手を見つけるのは不可能だから、メイデルリーナと仲良くするように言われたのですが、ライアス王子様の婚約者候補になったと聞いた時は全力で応援したいと思いました。なので頑張って下さいね」

　メイデルリーナさんは顔を真っ赤に染め、手を振り上げてシジャル様の頰をビンタした。
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　キャーっと周りのご令嬢から小さな悲鳴があがる。

　シジャル様は変わらずニコッと笑いながら言った。

「こんなことで気がすむのであればどうぞ」

　メイデルリーナさんはフンっと鼻を鳴らして去っていった。

「大丈夫ですよ」

　シジャル様の赤くなった頰に目め頭がしらが熱くなりポロポロと涙が溢あふれた。

「司書長殿、妹を泣かさないでくれるか？」

　兄の呆あきれたような声がその場に響ひびいた。

「えっ？　じ、自分のせいですか？　あの、アルティナ様、申し訳ございません」

　オロオロしながらポケットに手を突つっ込み絶望の顔をしたシジャル様に、更に呆れた顔の兄がハンカチを手渡した。

「あっ、すみません」

　シジャル様は受け取ったハンカチで私の涙を拭ってくれた。

　そのやり取りがなんだか可お笑かしくて、私は小さく笑ってしまった。

「アルティナ様は泣いているお顔も可愛らしいですが、笑っている時の方がずっと可愛らしいですよ」

　突とつ然ぜんの甘い言葉に一気に顔が熱くなった。

　真っ赤になった自覚がある！

　ニッコリと笑うシジャル様の左の頰が赤いのに気がついて、私は泣いていたのも忘れて手を添そえた。

　私の手が冷たいのか、シジャル様の頰が熱いのか解らないが、私の手で腫はれが引けばいいと思ったのだ。

　だが、何な故ぜかシジャルの顔は更に赤く染まっていった。

「アルティナ、司書長殿が困っているぞ」

　兄の言葉に首を傾げると、シジャル様は踞うずくまって顔を両手で覆ってしまった。

「アルティナ、無む闇やみに男性に触さわるのは感心しない」

　兄がシジャル様の肩をポンポンと叩たたいたが、顔を上げたシジャル様の顔はもはや真っ赤だった。

「司書長殿、冷やした方がいい」

「あっ、はい。すみません」

　シジャル様がトボトボとお茶会会場から去っていくのを呆然と見つめていると、兄が私の頭をポンポン叩きながら言った。

「アルティナ、よくやった。攻こう撃げきは確実にヒットしている。このまま押すんだ！　司書長殿を追いかけろ！」

　私は勢いよく頷くとシジャル様を追いかけた。







　追いついた私に、シジャル様は驚おどろいた顔をした。

「アルティナ様？」

　私は周りに人がいないことを確かく認にんしてから言った。

「私のせいですから」

「いや違いますよ。避さけようと思えば避けられたので自じ業ごう自じ得とくってやつです」

　シジャル様は、まだ赤みの残る顔をニッコリと笑顔に変えた。

「それでも、お側そばにいさせて下さい」

「そ、そうですか？」

　シジャル様は苦笑いを浮かべながら頭をポリポリとかいてゆっくりと歩きだした。

「アルティナ様、ちょっと寄り道しましょうか？」

「ダ、ダメです！　早く冷やさないと」

　私がそう言って怒ると、シジャル様はポケットの中からシワシワのハンカチを取り出し、小さく呪じゆ文もんを唱えた。

　すると、シワシワのハンカチが水に浸ひたしたようになり、そのうちゆっくりと霜しもが降ったようになった。

　そのハンカチを頰に当てると、シジャル様が中庭を指差して言った。

「これで大丈夫です。王宮の庭の中でもこの先にあるダリア園は今が見ごたえなんですよ！」

　シジャル様はハンカチを持っていない方の手で私の手を握にぎるとニコニコ笑った。

　私は小さく頷くことしかできなかった。

　そんな私にシジャル様は気を悪くする素そ振ぶりもなくダリア園までエスコートしてくれた。

　手を繫つないだままなのが気になる。

　そう思っている間にも現れた、一面に広がる色とりどりのダリアに圧あつ倒とうされた。

「ダリアはお好きですか？」

　シジャル様は楽しそうに聞いてきた。

「姉達の方が好きだと思います」

「アルティナ様は好きではないですか？」

　驚いた顔のシジャル様には悪いけど、好きか嫌きらいかで聞かれたら嫌いだ。

「私は小さな花が咲くものが好きです。カスミソウとか菫すみれのような」

「そうでしたか」

　せっかく誘さそって下さったのに嫌いやな気分にさせてしまった。

　私は凄く後こう悔かいした。

　好きだと言えれば良かったのに。

「でも実は自分も華はなやかな花より控えめな花の方が好きなのです。気が合いますね。そうだ、今度はそういった花が咲く場所を探しておきましょう。王宮では華やかなものが多いので別の場所になりますが」

　私が驚いているとシジャル様はイタズラを思いついたような顔をした。

「その時はご一いつ緒しよしていただけますか？」

　私が頷くとシジャル様は無邪気に言った。

「良かった。これでアルティナ様とデートができます」

　私は跳とび上がりそうなほど驚いた。

　デ、デート？

　私とシジャル様が、デート？

「サンドイッチにジャムたっぷりのスコーン、それに紅茶を持って本の話をしながらピクニックするなんてどうでしょう？」

　シジャル様は繫いだままの手をキュッと確かめるように握った。

「まあ、既に今もデートですがね」

　私の頰が真っ赤に染まると、シジャル様は満足そうな顔をした。

「そんな可愛い顔ばかりしていると手を離はなしたくなくなってしまいますよ……悪い男に捕まる前に逃にげて下さい」

　私がシジャル様から逃げる？

　私は今、試ためされているのかも知れない。

「シジャル様からは逃げません」

「後悔なさるかも」

「しません」

「では逃がしてあげません」

　そう言ってシジャル様は私の手をギュッと強く握った。

　なんて幸せな時間だろうか。

　私はダリア園を抜ぬけて図書館につくまでの間、幸せな時間を嚙かみ締しめたのだった。
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　私の婚こん約やく者しやはこの国の第一王子であるディランダル様だ。

　言わば私、クリスタ・ロザリオは次期王おう妃ひ。

　……私がそんな器うつわでないことぐらい承知している。

　騎き士し団長の娘むすめで、生まれた時からディランダル様の婚約者。

　王妃教育の合間に小さい時から剣けん術じゆつや体術を遊びと称しようして教え込まれ、王妃教育よりも武術にのめり込むダメな女。

　それなのに、ディランダル様はどんどん素す敵てきな殿との方がたになり私はどんな淑しゆく女じよよりも……もしかしたらディランダル様よりも男らしく成長してしまった。

　本物の淑女達は私を白百合しらゆりの貴公子と呼び、男達は私を戦いくさ女め神がみと呼んだ。

　ぶっちゃけて、私はディランダル様に相応ふさわしい女にはなれていない。

　むしろ、男だったら女性にモテモテだった自信すらある。

　それでも私はディランダル様が好きなのだ。

　キラキラと輝かがやく黄金の髪かみ、星をちりばめたようなアクアマリンの瞳ひとみ。

　才さい色しよく兼けん備びとは彼のためにある言葉。

　そんなディランダル様に私が相応しくないと思い始めたのは、彼が楽しそうにアルティナさんの話をしてくれた時だった。

　遠めに見たことのあるユーエン殿どのの妹三人。

　一番上は妖よう艶えんな美人、二番目は気の強さを思わせる凜りんとした美人、三番目は可愛かわいらしさと美しさを混ぜて絞しぼり、いいところだけを取り出したような、儚はかなげで妖よう精せいのような神秘的な美しさを持つ美人。

　その三番目の美人、私が一番憧あこがれる美しさを持ったアルティナさんに会ったとディランダル様が興味深そうに話していたことに絶望した。

　婚約を破は棄きしなくてはいけないのかも知れない。

　そんな心配が杞き憂ゆうだったと解ったのは、アルティナさんが私の心の兄であるシジャル兄さんのことを好きらしいというディランダル様の話だった。

　ビックリした。

　シジャル兄さんは、親同士が友人で昔から知っているが、なんというか無気力というか？　恋れん愛あいなんてものに興味を持つ類たぐいの人種ではないと思っていたからだ。

　婚約者だったはずのメイデルリーナ嬢じようと一いつ緒しよにいるところを何度も見ているが……うん。

　興味がないのが丸解りだった。

　もっと彼女に興味を持ってはどうか？　と言ったら、『自分に興味がない人に興味を持つのは大変ですね』と言って笑っていた。

　まあ、メイデルリーナ嬢はどちらかというとシジャル兄さんが好きなんじゃなくて、自分に夢中な男がいるってことに価値を感じているタイプだったから、シジャル兄さんの反応は全まつとうに見えた。

　あれほど美しいアルティナさんが相手なら、シジャル兄さんも恋愛できるんだろうか。
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　久しぶりに司書長をしているシジャル兄さんに会いに王立図書館に足を運んだのは、ディランダル様との仲が強固なものになってから三日後のことだった。

　図書館の中は静かで穏おだやかな時間が過ぎている。

　そこで見たのは、本を読むアルティナさんを穏やかに見つめるシジャル兄さんだった。

　？？？

　あんなシジャル兄さんの顔、初めて見た。

　穏やかで幸せそうな、緩ゆるんだ顔だ。

「シジャル兄さん」

　声をかければ、いつも通りの笑え顔がおを私に向けるシジャル兄さん。

「やあ、クリスタ。今日はどんな本をお探しかな？」

「私が本を苦手なのは知っているだろ？　意地悪言わないでくれ」

「言葉使いの本がいいかな？　とってくるよ」

　シジャル兄さんがクスクス笑いながらカウンター席から立ち上がる。

　悔くやしいが、シジャル兄さんは私に今一番必要な本を見つける天才だから黙だまって従うことにする。

　本を持って帰ってきたシジャル兄さんは貸し出しの手続き書を書きながら言った。

「何か相談事か？」

「シジャル兄さんは……アルティナさんが好きなのか？」

　途と端たんに、文字が読めないほど変な形に曲がっていくのが見えた。

　動どう揺ようが半はん端ぱない。

「……クリスタ、大人をからかうものじゃない」

「からかってなどいない。そっちが勝手に動揺しただけだろう。それに私ももう子供ではない。今ならシジャル兄さんと魔ま物もの狩がりをしても、数で負けるなんてことはない」

「狩りを引き合いに出すところがまだまだ子供なんじゃないかな？」

「……負けたのが今でも悔くやしいだけだ！」

　何い時つも通りの余裕あるシジャル兄さんに戻もどってしまった。

「アルティナさんは本当に可愛いな」

　私が呟つぶやくと、シジャル兄さんは二枚目の書類もダメにしてしまった。

「私もあんな儚げな美人に生まれたかった」

「……アルティナ様は儚げに見えても一本芯しんの通った強い女性だよ」

「そこに惚ほれたのか？」

　三枚目の書類にはインクがぽたぽたと垂れて使い物にならなそうだった。

　なんだ、シジャル兄さんもアルティナさんに惚れているんじゃないか。

「私はシジャル兄さんの味方だよ」

「……ありがとうクリスタ」

　シジャル兄さんはいつになく素直だ。

　勿もち論ろん、協力するさ。

　私が唯ゆい一いつ勝てないと思う怪かい物ぶつと妖精の恋だなんて、物語のようじゃないか！

　この物語を私がハッピーエンドに変えてやる！

　私はそう決意して四枚目の書類を書くシジャル兄さんを見つめるのだった。
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　最近お茶会に誘さそわれることが増えたのは、私と仲良くしてくれる人が増えたからだと思う。

　兄と姉達は勿もち論ろん、王おう妃ひ様さまや第一王子様、その婚約者であるクリスタ様も私を可愛かわいがってくれる。

　お茶会に呼ばれれば姉達のいるテーブルか、王妃様とクリスタ様のいるテーブルに案内されるが、これって普ふ通つうの貴族令れい嬢じようからしたら本当に羨うらやましいことだろう。

「ねえクリスタ。この前アルティナさんに喧けん嘩かを売った令嬢いたでしょ」

　今日のお茶会は王妃とクリスタ様と私の三人だけ。

　王妃の私室の庭で開かい催さいされている。

　ピンク色の薔ば薇らが咲さき乱れ、甘あまい香かおりに包まれた庭。

　そこに、不ふ穏おんな空気が流れたのが解わかった。

「アルティナさんに喧嘩を？　何ど処この令嬢だ？　私が成敗してくれる！」

　今まで優ゆう雅がにお茶を飲んでいたクリスタ様の眉み間けんにシワが寄っている。

　しかも、高そうなティーカップの持ち手がクッキーのようにポキッと折れていた。

「クリスタは知ってるんじゃないかしら？　メイデルリーナって子なんだけど」

「……幼おさな馴な染じみと言えなくもないです」

　クリスタ様は眉間のシワを深くした。

「……彼女はシジャル兄さんと関わる女性全てに敵意をむき出しにしますから」

「実はね、あの子ライアスの婚こん約やく者しや候補の一人だったのよ」

　王妃様はクスクス笑いながらカップをソーサーに戻もどすと、私にクッキーを勧すすめながら言った。

「ライアスにお茶会であったことをうっかり話しちゃってね……そしたら凄すごく怒おこって婚約者候補から外した上に暫しばらく登城を禁止したみたい」

　何もそこまでしなくても。

　顔を見て察したのか王妃様は私の頭を軽く撫なでると笑った。

「私もやりすぎよ！　って言ったのだけど、もう遅おそくって。ライアスは貴女あなたに好かれたかったみたいだけど、そんなことされたら女の子は引いちゃうわよね」

　私は苦笑いを浮かべることしかできなかった。

「アルティナさん、メイデルリーナは我わが儘ままを無理やり通す女だ。気をつけてくれ」

　私が首を傾かしげるとクリスタ様は嫌いやそうな顔をした。

「私はディランダル様の婚約者だし、元々嫌がらせをされても怖こわがるような柔やわな女ではないから大だい丈じよう夫ぶだったが、アルティナさんは気をつけてくれ」

　心配そうにしているクリスタ様に私はメモ張を取り出して聞いた。

『どんな嫌がらせをされたのですか？』

「私も気になるわ！　クリスタ、教えてちょうだい！」

　王妃様のはしゃいだ声に、クリスタ様はにっこりと笑った。

「……大したことではないですが、よろしいでしょうか？」

　私と王妃様が頷うなずくとクリスタ様は躊躇ためらいなく話し始めた。

「そうですね。プレゼントだと言われて受け取った箱には芋いも虫むしがびっちり入っていたし、水みず溜たまりを見れば突つき飛とばしてくるし、花か瓶びんを投げられたり泥どろ水みずの入ったバケツを二階から落とされたり、そのくらいですかね？」

　私と王妃様の顔色は最悪だ。

　そんなことをされたらと想像しただけで、私も王妃様も青くならずにはいられなかった。

「イタズラの範はん囲い内ないですよ」

　私が信じられないものを見るような目をクリスタ様に向けると、王妃様に肩かたをポンポンと叩たたかれた。

「気にしてはダメよ。次期王妃がこの強さなら国は安あん泰たいでしょ？」

　オチャメな王妃様と大だい胆たんなクリスタ様を見ていたら、なんだか笑えてきてしまった。
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　三人でお茶会をした数日後、小包が届いた。

　差出人のない、私宛あての荷物。

　クリスタ様の言っていた芋虫ボックスかも知れないと箱に耳をつけてみたが音がしない。

　生き物であれば音がしそうなものだが。

　箱を振ふってみるとカタコトと硬かたいものが動く音がした。

　私は意を決して箱を開けてみた。

　そこには、真っ赤な宝石のついた銀細工のブローチと手紙が入っていた。

　男性的な文字で『貴女を思う司書より愛を込めて』と書かれている。

　それを見た瞬間シジャル様が浮かんだが、違う司書様なら受け取るわけにはいかない。

　私は急いで図書館に向かう準備をした。

　もしシジャル様なのであれば……シジャル様は私を好きだということになる。

　そうなら、毎日身に付けたい。

　確かく認にんしなくては！

　私は浮かれていたのかも知れない。

　まさか、あんなことになるなんて考えてもみなかったのだ。
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　その日、アルティナ様は図書館に現れなかった。

　次の日、ユーエン様も城に来ていないと司書仲間から聞いた。

「シジャル兄さん！」

　その次の日にやって来たのはクリスタだった。

「そんなに慌あわててどうしたんだい？」

「これが慌てずにいられるか！」

　クリスタは図書館のカウンターテーブルを叩たたくと叫さけんだ。

「アルティナさんが魔ま物ものに襲おそわれたんだぞ！」

　何を言われたのか解わからなかった。

　たぶん理解したくなかったのだ。

　思わず立ち上がり、クリスタの肩かたを摑つかんでしまった。

「シジャル兄さん、痛い」

　慌てて手を離はなしたが悪いことをしてしまった。

「何な故ぜ魔物なんて……」

「……魔物寄せの宝石の付いたブローチが送られてきたらしい。司書を名乗る人物から」

　魔物寄せの宝石とは、人には解らないが魔物を引き付ける臭においを放つ石で、真っ赤な色をしており見た目は綺き麗れいだ。

　主に、魔物を使った暗殺などに使われている。

「シジャル兄さん、アルティナさんは無事だ。少し擦すり傷きずを作ったみたいだが、馬車を運転していた執しつ事じが昔騎き士しだったらしい」

　自分は安あん堵どの息を吐はき出したが、クリスタの眉まゆ根ねを寄せたままだった。

「クリスタ」

「シジャル兄さんお見み舞まいに行こう。アルティナさん、凄すごくショックを受けてるらしいんだ」

　その言葉に息が詰つまる。

　アルティナ様が恐おそろしい目にあっている時に自分は何もできなかった。

　なんて情けないんだ。

「シジャル兄さん、アルティナさんが元気を取り戻せるように、楽しい気分になれるような本を選んで持っていこう！」

「……ああ、そうですね。アルティナ様は今、恋れん愛あい小説がブームらしいから、ハッピーエンドの話を選えりすぐろう」

　少しでも気持ちを軽くするべく、幸せな結末になる恋愛小説を数冊選んでクリスタと共にアルティナ様の屋や敷しきに向かった。







　アルティナ様の屋敷につくと、ユーエン様が出で迎むかえてくれた。

「司書長殿、よく来てくれた。クリスタ様もありがとうございます」

「アルティナ様のお心が少しでも明るくなればと、本を持参いたしました」

「ああ、ぜひ会ってやってくれ」

　案内されたのは白を基調とした可愛かわいらしい部屋で、天てん蓋がい付きの真っ白なベッドが設しつらえられていた。

「アルティナ、司書長殿が本を持ってきてくれたぞ」

　天蓋を開けて声をかけるユーエン様の後ろからそっと中を覗のぞくと、可愛らしい寝ね間ま着き姿のアルティナ様が見えた。

　顔色は青白く、ただでさえ儚はかなげだったというのに、今にも消えてしまいそうに見えた。

　ユーエン様はアルティナ様を座すわらせカーディガンを肩にかけてあげた後、自分に場所を譲ゆずってくれた。

「アルティナ様、この度たびは大変な目にあわれて……貴女あなたが無事で良かった。ずっとベッドの上では気分が晴れないでしょうから本を持ってきました」

　虚うつろな目をしたアルティナ様は、本当に人形のようだった。

　後ろでクリスタが息を吞のんだのが解った。

　寝起きだからぼーっとしているわけではないことは嫌いやでも解る。

　相当のショックをひしひしと感じる。

　アルティナ様を狙ねらった犯人を殺してやりたいと思いながら、本を膝ひざの上に置いてあげた。

　アルティナ様はゆっくりと本の表紙を指先で触さわっただけだったが、少しでも反応してくれたことに安堵した。

「アルティナ様、今はショックが抜ぬけないのは当たり前です。楽しいことだけしてゆっくり忘れましょう。また直すぐに新しい本を持ってきますからね」

　すると、アルティナ様はゆっくりと自分の服の袖そでを摑んだ。

　それを見たユーエン様が口を開いた。

「司書長殿、少しアルティナを任せてもいいだろうか？　クリスタ様と話をしたいんだ」

「私と話？」

「まあ色々と。その間、アルティナをお願いしたい」

　ユーエン様は、アルティナ様と二人きりにしてくれるつもりらしい。

　自分は感謝を浮かべて頷うなずいた。

　そして、ユーエン様がクリスタと部屋を出ていくとアルティナ様の目から涙なみだが溢あふれ落ちた。

　自分は慌ててポケットからハンカチを取り出し涙をふく。

「怖こわかったですね」

　そう言って背中をさすると、アルティナ様は枕まくら元もとに置いてあったメモ帳にゆっくりと震ふるえる手で書き始めた。

『声が出なくなってしまいました』

　どういうことか解らずアルティナ様を見れば、涙を流しながら必死にメモ帳に向かっていた。

『声が出ないなんて噓うそをついたから、バチが当たったのです』

　そこまで見て、アルティナ様が何にショックを受けていたのか解った。

　彼女は本当に声を失ってしまったのだ。

　今まで自分にだけ聞かせてくれたあの可愛らしい声が出なくなってしまったなんて。

『兄と姉達に心配をかけた罰ばつなのです』

　震える文字に痛々しさが滲にじむ。

　あまりの恐きよう怖ふに、彼女の噓が本当になってしまったというのか。

「アルティナ様」

『声が出ないというのはこんなにも恐ろしいことだったのですね』

　アルティナ様はそれだけ書くと自分にしがみついて泣いた。

　自分はアルティナ様が泣きつかれて眠ねむるまでの間、小さな背中をさすり続けたのだった。







　アルティナ様がようやく眠りにつくと、部屋の外に待機していた侍じ女じよ殿どのに頼たのみ自分はユーエン様のもとに向かった。

　ユーエン様は書しよ斎さいにいた。

　部屋の奥おくに大きな机があり、その向かいにテーブルとソファーが置かれている。

　ソファーにはクリスタが座っていてお茶を飲んでいた。

「アルティナは？」

「泣きつかれて眠ってしまいました」

「そうか……実は、司書長殿が来るまで泣くこともできずにいたんだ」

　ユーエン様は苦しそうにそう言って笑った。

「何もしてあげられない不ふ甲が斐いない兄で、嫌になる」

「アルティナ様はユーエン様を不甲斐ないなどと思うような方ではありません！　……むしろ、ユーエン様達に心配をかけていることを不甲斐ないと考えておられます」

　泣き顔を思い出して、苦しくなる。

「アルティナは何も悪くない」

「ユーエン様も悪くないです」

　ユーエン様は深い息を吐き出した。

「クリスタ様からメイデルリーナ嬢じようの話を聞いた」

　自分は息を吞んだ。

　メイデルリーナがアルティナ様を殺そうとしたというのか？

「僕が調べた上でも、彼女が一番怪あやしい」

「ですが」

「メイデルリーナ嬢に明日、この家に来てもらうよう招待した」

　メイデルリーナは我わが儘ままだが、やることは全て幼よう稚ちなことだと思っていた。

「そこで、司書長殿に立ち会ってほしいと考えている」

「解りました」

　自分は信じたくない気持ちを抱かかえて頷いた。
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　翌日、自分は早めにアルティナ様の家に向かった。

　アルティナ様は自分が顔を出すと、困ったように笑った。

　自分にできることは些さ細さいなことだ。

「お土産みやげを忘れてしまいましたので、今、作りますね」

　そう言って魔ま法ほうで氷の薔ば薇らを作ってみせると、アルティナ様は驚おどろいた顔をした後、泣きそうな顔で笑ってくれた。

　アルティナ様の心が少しでも軽くなればと思い、約束の時間ギリギリまで側にいさせてもらった。

　その後、ユーエン様が呼びに来たのでアルティナ様の頭を軽く撫なでてからついていった。

　聞けば、お茶会と称しようしてメイデルリーナを呼び出したようだ。

　案内された中庭にはアルティナ様の姉君二人とクリスタ、そしてメイデルリーナが待っていた。

　見れば楽しそうに笑っている。

「シジャルも呼ばれたのね！　会えて嬉うれしいわ！」

　そう言ってまっすぐ自分のもとへ駆かけ寄よってきた。

　この無む邪じや気きなメイデルリーナが本当にアルティナ様を殺そうとしたのだろうか？

　そこにクリスタの声が響ひびいた。

「メイデルリーナ！　話がある」

「？」

　不思議そうに首を傾かしげるメイデルリーナを睨にらみ付つけてクリスタは静かに言った。

「アルティナさんに贈おくり物ものをしたのは君だろ？」

　メイデルリーナは口を尖とがらせると拗すねたような顔をした。

「もうバレちゃったの？　ちょっとイタズラしただけじゃない」

　クリスタは目を吊つり上げて叫んだ。

「アルティナさんは死ぬところだったんだぞ！」

「し、死ぬ？　ミミズボックスで？」

　その場にいた全員が驚いた顔で固まった。

「集めるの大変だったのよ！　まあ、執事が集めたんだけど……あ、あの、もしかして、アルティナ様は心臓とか弱かったの？　私知らなくて……ごめんなさい」

　メイデルリーナが噓をついているようには見えなかった。

「ブローチは？」

　クリスタが問いつめると、メイデルリーナは首を傾げた。

「ブローチって？」

　自分はメイデルリーナの肩に手を置いた。

「司書を装よそおった手紙は？」

「私のシジャルとイチャイチャしてたから〝貴女を愛する司書より〟って書いたら絶対に箱を開けるって思ったんだもの！　まさか、そんな大事になるなんて思ってなかったの！　ごめんなさい」

　メイデルリーナの言い分でいけば、箱の中身をすり替かえた誰だれかがいるということになる。

「メイデルリーナはアルティナ様にブローチを送っていないんだな」

「ブローチ？　私は嫌がらせをしたかっただけよ！　そんないいものあげないわ！」

「魔物寄せの宝石の付いたブローチでも？」

「シジャル、私自分があまり頭が良くないって解ってるけど、シジャルの婚約者だったのよ？　魔物がどれだけ恐ろしいかってことだけは知ってるわ！　アルティナ様にそんなものを送ったってバレたら私だけじゃなくて家族までどうなるか」

　そこまで解っていてミミズボックスを送ったって言うのか？

　呆あきれたように見るとメイデルリーナはぐっと暫しばらく黙だまった後、呟つぶやくように言った。

「私は我が儘を聞いてくれるシジャルが大好きだったの。だから、取られて本当にムカついたわ！　でも、アルティナ様の方が身分は上だし、うかつに手を出せないからどうしようって思ってたら、新しく来た侍女に『アルティナ様はお優やさしいからイタズラのプレゼントぐらい許してくれる』って……言われて」

「それを信じた？」

　ゆっくりと頷くメイデルリーナを見て、ため息が出た。

　メイデルリーナはいいように使われただけだ。

　犯人は他にいる。

「その侍女に会わせてくれるかい？」

「昨日、お母様が倒たおれたから故郷に帰るって出ていっちゃったわ」

　ユーエン様が壁かべを殴なぐりつける。

　クリスタはメイデルリーナの腕うでを摑んだ。

「メイデルリーナ、君はアルティナ様暗殺未み遂すい事件の犯人にされそうになっている」

「はあ？　私、殺そうなんて思ってない！　信じてシジャル！」

　自分も、メイデルリーナが考えつくイタズラのレベルを超こえていることは解る。

「メイデルリーナ、その侍女の顔は覚えているかい？」

「記き憶おく力りよくには自信があるわ」

「絵え描かきに似顔絵を描かせましょう。侍女が怪しい」

　自分の言葉にその場にいた全員が頷いたのだった。
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　司書と名乗る人物からブローチを贈おくられ、シジャル様からなのか確かめようと思い馬車に乗った。

　得体の知れないドロッとした魔ま物ものがにゅるりと馬車に入ってきた時は生きた心ここ地ちがしなかった。

　必死で馬車を内側から叩たたいたことで、元騎士の従者が気づいてその魔物を倒たおしてくれた……らしいのだ。

　私はどれぐらいで意識を手放したのかも覚えていない。

　次に目が覚めた時には自室のベッドの上だった。

　兄と姉達が手を握にぎってくれていた。

　何が起きたのか解わからなかった。

「アルティナ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　兄が心配そうに聞く。

　私は何も返さなかった。

　今までとは何かが違ちがうと思った。

　それが何かが解らずボーッとすることが増えた。

　そんな時、シジャル様とクリスタ様がお見み舞まいに来てくれた。

　シジャル様の顔を見た瞬しゆん間かん、気がついた。

　声の出し方が解らないのだ。

　話そうとすると息ができなくなるほど苦しくて涙なみだが溢あふれた。

　私、本当に声が出なくなってしまったんだ。

　バチが当たったのだ。

　もっとちゃんと兄と姉達と話すことを選んでいたら。

　喋しやべることをやめたりしなかったら。

　……違う。

　もっと早くシジャル様に好きだと伝えていたら、声が出なくなっても悔くいはなかった。

　それなのに、もう私の「好き」という気持ちは声にはならないのだ。

　自分の不ふ甲が斐いなさに涙が止まらなかった。

　シジャル様にすがりついて泣いてしまったのは許してほしい。

　その後もシジャル様は毎日会いに来てくれた。

　私の気持ちを軽くしてくれるような本を選び、魔ま法ほうで氷の薔ば薇らを出してくれたこともあった。

「アルティナ様、今日はチョコレートをお持ちしました」

『毎日毎日すみません』

　私がメモに書いて渡すと、シジャル様はニコッと笑った。

「謝あやまるようなことではありません。好きで来ているんですから……それとも自分が来るのは迷めい惑わくですか？」

　シジャル様は心配そうな顔をした。

　私は勢いよく首を横に振ふった。

「良かった。迷惑だと言われたら一日おきにしようかと思いましたが、毎日会いに来ても大丈夫ですね」

　そう言って笑うシジャル様に私は泣きたくなった。

　好きな人に気を遣わせてしまい申し訳ない。

『本当に声が出なくなって解りました。こんな面めん倒どうな私はお嫁よめには行けないと思うのです。お兄様に迷惑ばかりかけて申し訳なくて』

　いろんな人に迷惑をかけて、それでも誰だれかに頼たよらなければ生きていけない自分が情けない。

　私の愚ぐ痴ちメモを見たシジャル様は驚おどろいた顔をした後、真しん剣けんな顔をした。

「アルティナ様、声など大したことではありません。貴女あなたは美しく聡そう明めいだ。嫁に欲しい男は星の数ほどいます」

『シジャル様はお優やさしいからそんなことを言って下さるのでしょ？』

「アルティナ様はご自分の魅み力りよくが微み塵じんも解っていない」

『魅力なんてありませんわ』

　私が拗すねたように書いた言葉を見るとシジャル様は私の手をペンごと摑つかんで言った。

「貴女の魅力は自分が一番よく解っています」

　一気に顔が熱くなる。

　きっと真っ赤に染まってしまっているに違いない。

「アルティナ様、気分を換えて、自分の実家に療りよう養ように行きませんか？　自分も有休を使ってお供しますから」

　握られた手を見つめていた私はシジャル様に視線を移した。

「綺き麗れいな場所が沢たく山さんあるんです。アルティナ様に見せてさしあげたい。もしかしたら、森の精霊が貴女の声を治す方法を知っているかもしれません。勿もち論ろん、危険からは全て自分がお守りします」

　声が出せるようになるかもしれない。それに、シジャル様と旅行。

　一いつ緒しよに旅行に行ったらシジャル様ともっと仲良くなれる？

『こんな私がご一緒しては迷惑では？』

「迷惑だなんて。うちは大歓迎ですよ」

　優しいシジャル様の言葉に逆らう理由など今の私にはない。

　こうして一週間後、私はシジャル様と彼の実家に旅行に行くことが決まったのだった。
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　シジャル様のご実家はさすがに辺境伯だけあって王都から遠く、五日ほど馬車で揺ゆられると聞いた。

　旅行の準備は姉二人が手伝ってくれて、一週間はあっという間に過ぎた。

「お迎むかえに上がりました」

　お兄様がつけてくれた侍じ女じよを一人連れていこうとしたのだが、シジャル様は滞たい在ざい中は屋や敷しきにいる侍女をつけるから必要ないと言う。

　それだと、五日間の旅の面めん倒どうを見てくれる人がいないから不安だ。

「大丈夫ですよ！　ひとっ飛びですから」

　シジャル様の笑え顔がおに何な故ぜだか嫌いやな予感がした。

「司書長殿、どういうことだろうか？」

「自分の使い魔まの飛ひ竜りゆうで行けば一日もかかりません」

　兄の呆あきれた顔を見ながらシジャル様が私の目の前に手を差し出した。

　見れば、シジャル様の腕うでに羽の生えた蜥蜴とかげが巻きついている。

　私がマジマジと見つめるとキューっと可愛かわいい声で鳴いた。

　指を近づけると蜥蜴は自分から私の指に頭を擦こすりつけてきた。

「使い魔のシャルロです。アルティナ様を気に入ったようですね」

　シャルロと呼ばれた蜥蜴はシジャル様の腕からパタパタと飛び立つと私の首元にネックレスのように巻きついた。

「シャルロ、アルティナ様に失礼だ。こっちにおいで」

　シジャル様が慌あわてて手を伸のばすが、シャルロはプイッとそっぽを向いてしまう。

　そんなところも可愛いと思い、首元を撫なでてやるとクルクルクルと可愛く鳴いた。

「司書長殿、飛竜とは安全なのか？」

　兄の心配そうな顔にシジャル様は穏おだやかな笑みを返す。

「自分が必ずお守りいたしますのでご安心下さい」

　兄は渋しぶ々しぶ了りよう承しようしてくれた。

　荷物の入った重たいトランクをシジャル様が軽々と持ってくれて外に出る。

「飛竜は何ど処こに？」

　兄が聞くとシジャル様は私の方を見た。

　私が首を傾かしげるとシジャル様は困ったように眉まゆを下げた。

「シャルロ、頼たのむよ」

　シジャル様の言葉にシャルロは私の首元から飛び立つと、瞬時に十メートルはありそうな大きさに姿を変えた。

　大きなシャルロも私に顔を近づけてくる。

　黒い瞳ひとみに薄うすい緑色の身体からだ。私の五倍以上はある大きな顔をおっかなびっくり撫でてあげると、嬉うれしそうに目を細めた。

「自分の使い魔のはずなんですがね？」

　私が笑うとシジャル様も柔やわらかく笑ってくれた。

　シャルロを撫でている間に、シジャル様がシャルロの背中に私の荷物と座すわるための鞍くらのようなものをつけていく。

　そして、準備が終わるとシジャル様は私を抱かかえてシャルロに乗せ、風を和やわらげる魔ま法ほうをかけてくれた。

　この魔法のお陰かげで速く飛んでも楽に呼吸ができるようになるのだそうだ。シジャル様は兄に手を振ふって旅だった。







　シャルロは私を気き遣づかうように飛んでくれているようで、揺れや衝しよう撃げきはほとんど感じない。

「いつもは振り落とされるかと思うぐらい飛び方が雑なんですよ」

　シジャル様が愚痴るように教えてくれた言葉にシャルロが文句を言うようにグルルルルっと低い声で唸うなったので思わず笑顔になった。

　シャルロに乗っている間はメモを書くことができず意思の疎そ通つうができないのに、シジャル様は下に湖があるとか鹿の生息地だとか、私が退たい屈くつしないように沢山喋ってくれた。

　シジャル様の優しさに私がどれだけ助けられているか、シジャル様は解っていないと思う。

　本当に、私は貴方が好き。

　五秒だけでいい、声が出せたら。

　私はそんなことを思いながら、シジャル様の話を聞くのだった。
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　シャルロの背中に乗り三時間ほどで一度地上に降りて休きゆう憩けいをはさみ、そこから三時間ほどでシジャル様のご実家についてしまった。

　休憩をはさんだ後、私がウトウトしている間にスピードを凄すごく上げてくれたのだと聞いて、感謝を込めてシャルロを沢たく山さん撫なでてあげた。

「家族に紹しよう介かいいたしますね」

　シジャル様が私の荷物を抱かかえ下ろすと、シャルロは蜥蜴とかげに戻って私の首に巻きついた。

「自分の使い魔まのはずなんですがね」

　私がクスッと笑うとシジャル様は苦笑いを返してくれた。

　その後、シジャル様が玄げん関かん扉とびらを開けようとすると、扉がひとりでに開いた。

「シジャル様、お帰りなさいませ」

　扉を開けたのは白髪しらがまじりの初老の執しつ事じだったのだが、執事はシジャル様から私に視線を移すと大きく目を見開いた。

　なんだろう？　怖こわい。

「シ、シジャル様、こちらのお嬢様は？」

　執事はシジャル様のお腹なか目がけて蹴けりを入れようとして避よけられていた。

「何ど処こから拐さらってきたんです！　犯罪ですよ！」

「マーフィス……アルティナ様は療りよう養ように来ただけだ」

　私はマーフィスと呼ばれた執事に頭を下げた。

「アルティナ様、うちの者には気を遣わなくていいのですよ」

　私は急いでメモ帳を取り出して書いた。

『これからお世話になります。アルティナと申します。声が出せない厄やつ介かい者ものですが、よろしくお願いいたします』

　そのメモを手て渡わたすと、マーフィスさんはまた目を見開いた。

　そして、瞳ひとみをうるうるさせ始めた。

「妖よう精せいのようにお美しいのに声を失ってしまっているだなんて。シジャル様に何もされていませんか？」

　私は慌あわてて首を横に振ふった。

『シジャル様はとてもお優やさしく私をいたわって下さいます』

「……そうですか？」

　何かを疑ったような顔をするマーフィスさんにシジャル様の口元がヒクヒクしていたのは見なかったことにした。

「アルティナ様、部屋に荷物を置いたら、書庫に行ってみませんか？　ここにしかない本もあるんですよ！」

　シジャル様が私に笑え顔がおを向けている後ろで、マーフィスさんが信じられないものでも見るような顔をしている。

「マーフィス、部屋を用意するように連絡を入れたよな？」

「旦だん那な様さまがシジャル様の隣となりの部屋をと……」

「…………はぁ？」

　シジャル様の顔がひきつったのが解わかった。

　シジャル様のお隣の部屋とか凄く嬉うれしいが、迷めい惑わくなのだろうか？

「親父おやじは何を考えてるんだ？」

「旦那様はたぶん、何も考えていません」

　シジャル様が長いため息をついた。

「アルティナ様、別の部屋を用意させますのでお待ち下さい」

『隣の部屋ではダメなのですか？』

　私のメモを見たシジャル様はオロオロしてから息を一つ吸すい込むと、ゆっくりと言った。

「自分はユーエン様からアルティナ様を頼たのむと言われているので」

　私は首を傾かしげた。

『私はシジャル様の側にいられれば安心します』

　私のメモを見たシジャル様が膝ひざから崩くずれ落ちた。

　何かダメなことをしてしまったのだろうか？

　慌ててシジャル様の背中をさすった。

「シジャル様、どうなさいますか？」

　マーフィスさんが呆あきれたように聞いてきたので、私はメモを書いて渡した。

『私はシジャル様のお側がいいです』

　マーフィスさんはそのメモを見るとヒクッと口元を一度引き上げてから、作り物のようないい笑顔を作った。

「では、お部屋にご案内いたします。シジャル様は捨て置いていただいて結構ですので」

　私はシジャル様をチラチラ見ながらマーフィスさんの後を追いかけたのだった。







　マーフィスさんに連れてこられた部屋は、陽ひ当あたりのいい薄うす緑みどり色いろの落ち着いた部屋だった。

「隣はシジャル様の部屋になりますが、見てみますか？」

　私は期待に胸躍おどらせてマーフィスさんの顔を見た。

「何もないですよ」

　私が頷うなずくとマーフィスさんが隣の部屋に案内してくれた。

　扉を開けると、真っ黒な壁かべの部屋にベッドが一つ置いてあるだけにしか見えない。

「何もないでしょう？　ほぼ図書室に入いり浸びたっていてこの部屋には寝ねに来るだけなんです。シジャル様は」

　私の知らないシジャル様の話に嬉しくなって笑顔を向けると、マーフィスさんは両手で顔を覆おおった。

「お美しい」

　何を言っているのか解らず首を傾げていると、マーフィスさんは手を外し笑ってくれた。

「マーフィス、勝手に見せるな」

　その時、シジャル様が追いついてきて、慌てたようにドアを閉めてしまった。

「アルティナ様、この部屋に面おも白しろいものはありません」

『シジャル様のお部屋はシンプルですね。私の部屋は沢山物があって子供っぽいかも知れません』

　私が書いたメモを見るとシジャル様は驚おどろいた顔をした。

「アルティナ様の部屋は女性らしくて素敵ですよ。子供っぽいなどと思ったことはないです」

「何な故ぜ、淑しゆく女じよの部屋に入ってるんです？　シジャル様、犯罪ですよ[image: ][image: ]！」

　マーフィスさんがシジャル様の首をしめ始めたので、私は慌てて止めた。

「危険ですので男性を部屋に入れてはダメですよ！」

　私はシュンとしながらメモを書いて手渡す。

『シジャル様はお見み舞まいに来て下さっただけです。それに、シジャル様以外の男性は兄と父しか私の部屋に入れたことはありません』

　そのメモを見たマーフィスさんとシジャル様が膝から崩れ落ちた。

　この家の人のブームか何かだろうか？

「シジャル様、なんなんですか？　この可か憐れんな生き物は？」

「本当に」

　こそこそと話す二人の向こうから、口に髭ひげをたくわえた熊くまのように大きい男性が近づいてくるのが見えた。

「お前ら何をやってる？　客人の前だぞ！」

「親父」

　シジャル様が慌てて立ち上がり私を背中に隠かくす。

「邪じや魔まだどけ」

「いやいや、邪魔の意味が解らない」

「客人に挨あい拶さつするんだろうが？」

「アルティナ様が怯おびえるから三メートル以内に入ってくんな」

　シジャル様の砕くだけた言葉使いに父子おやこの仲の良さを感じて私は少し嬉しい気持ちになった。

『アルティナと申します。療養のためにお邪魔させていただきました。声を出すことができず筆談で申し訳ございません』

　私がシジャル様の後ろから差し出したメモを受け取ると、お父様はニヤリと笑った。

「いい子じゃないか。このまま嫁よめに来ていいぞ！　シジャル、気張れよ！」

　お父様はガハハハハっと豪ごう快かいに笑うとシジャル様の背中をバシバシ叩たたいた。

「親父、とりあえず黙だまれ！」

「シジャル、嫁は大事にしないとな」

「嫁じゃないから」

「はあ？　嫁じゃない女を連れて帰ってこないだろ？」

「だから、アルティナ様は療養しに来たんだ！」

　こんなに感情的なシジャル様は見たことがない。

「こんな可愛かわいい生き物が嫁なら嬉しいだろ？」

「……そ、そりゃ」

「気張るしかないだろ？」

「……いやいや、本人目の前にして何を言ってるんだ！　黙れ糞くそジジイ」

　お父様のグイグイくる喋しやべり方はシジャル様のお兄様に似ている。

　そう考えるとシジャル様はお母様似なのかもしれない。

　そんなことを考えてる間にシジャル様とお父様は殴なぐり合いの喧けん嘩かを始めてしまって驚いた。

　止めた方がいいんじゃないかとオロオロする私に、いつの間にか隣に立っていたマーフィスさんが笑顔で言った。

「ほっといて大丈夫でございます。いつものことですので」

　これがいつものことだなんて……。

　私が若じやつ干かん引いているうちに、シジャル様が床ゆかに倒たおされお父様に踏ふみつけられていた。

「客人、おいで、少し話そう」

　お父様は私を荷物を担かつぐように軽々と小こ脇わきに抱えて走り出す。

　早すぎて怖くて両手で顔を覆って目をつぶっている間についた場所は、図書室のような場所だった。

　ここがシジャル様が言っていた書庫なのかも知れない。

「俺はここには滅めつ多たに来ないから、あいつが探し出すのに時間がかかるだろう。さて、アルティナ様の家よりシジャルと婚こん約やくしたいとお話がありましたが、よろしいのでしょうか？」

　突とつ然ぜんの丁てい寧ねいな言葉に驚きながらも私を真しん剣けんに見つめるお父様からは、息子への愛を感じた。

　私が笑顔で頷くと、お父様は柔やわらかく笑顔を作る。

「あいつは本にしか興味のない男だからつまらないだろ？」

『私も本が大好きですので、シジャル様も大好きです！』

　私が真剣に書くとお父様はクックックッと声を押し殺して笑った。

「息むす子こは婚約の話を知らんのか？」

『はい。兄と姉いわく、外そと堀ぼりを埋うめるのだそうです。シジャル様に距きよ離りを置かれてしまったら、悲しいですし』

「本当にシジャルが好きなんだな」

『はい』

　私が自信満々に書くとお父様はガハハハハっと豪快に笑った。

[image: ]

　それとほぼ同時にドアが開き、シジャル様が入ってきて私は慌ててメモを隠そうとしたのだが、その前にお父様が魔ま法ほうを使い燃やしてくれた。

「アルティナ様、無事ですか？」

　私が頷くとシジャル様は本当に安心したように息を一つ吐いた。

「思ったより早かったな」

「アルティナ様の首にいる俺の使い魔の気配をたどってきた」

「なんだつまらん」

「つまらんじゃない！　アルティナ様に迷惑をかけるな！」

　いつも丁寧で物もの腰ごしの柔らかなシジャル様が〝俺〟と言っているのが本当に珍めずらしくてなんだか新しん鮮せんだ。

　私はシジャル様に近づくと服の裾すそを摑つかんでお父様に頭を下げた。

「ほら、客人に気を遣わせていいのか？　客人、ゆっくりしていってくれ！　俺のことは本当の父親だと思ってくれていいからな」

　私は小さく頷いた。

「親父みたいなのが父親なんてアルティナ様が可哀想かわいそうだろ」

「うるさい！　客人にお前の昔話をしてやってもいいんだぞ！」

　それを聞くやいなや、シジャル様は私をお姫ひめ様さま抱だっこするとその場を走って逃にげ出したのだった。







　シジャル様に抱えられて屋や敷しきの中庭に出ると、そこにはシジャル様のお兄様と美しい女性二人がお茶を飲んでいた。

「……しまった」

　シジャル様が小さく呟つぶやいたのが解った。

「シジャル！」

　直すぐにお兄様に気づかれてしまい逃げることはできないと思ったのか、シジャル様は深いため息をつく。

「まあ！　シジャルが女性を抱えてくるなんて」

「シー君の未来のお嫁よめさんね」

　シジャル様は私をチラリと見るとゆっくりと下ろしてくれた。

　私は急いで淑女の礼をとった。

「この子！　シジャルの彼女のアルティナちゃん。今、声が出ないらしいぞ」

　お兄様の説明に息を吞のむ美しい女性二人に私はメモを書いて、テーブルに差し出した。

『アルティナと申します。訳あって声が出せませんがよろしくお願いいたします。失礼を承知でお聞きしてもよろしいでしょうか？　お二方はシジャル様のご兄きよう妹だいでしょうか？』

　そのメモを見た二人は顔を見合わせて笑った。

「私はサジャルの妻のシュリン、こちらはサジャルとシジャル君のお母様よ」

　私は失礼にもシジャル様とお母様を交こう互ごに見てからメモを書いた。

『お若く美しくていらっしゃいますが、お母様なのですか？　どんな魔法をお使いなのでしょうか？』

　すると、二人は顔を見合わせて豪快にアッハハハと笑いだした。

「二人とも猫ねこ被かぶっていたのが剝はがれていますよ」

　シジャル様の言葉に、お母様がニヤリと口元を吊つり上げる。

「シー君が連れてきた子がどんな者か見てやろうと思えば、人外な美しさでまだ若いだろ？　いいように騙だまされてんじゃないか？　って思ったけど中身天使かよ」

　男性のような言葉使いに思わず絶句する私を他よ所そに、シュリン様が私に近づきギュッと抱き締しめた。

「この子マジ可愛い！　シー君には勿もつ体たいないから私にチョーダイ」

　何を言われているのか解らず、どぎまぎしている私をシジャル様が軽々と取り戻もどし抱え直した。

「アルティナ様は姉さんのオモチャじゃありません！」

「つまんない！　シー君のくせに生意気だぞ！」

　プンプンと怒ったフリをするシュリン様から私を隠すように背中を向けるシジャル様に、なんだか可お笑かしくなって笑ってしまった。

「シュリンちゃん、からかうのもその辺にしといてやって。え～とアルティナ様……じゃ長いからアルちゃんって呼ぶね！　私はコイツらの母親のミーナ！　気軽にミーちゃんって呼んでいいから！」

　ニシシっと笑うシジャル様のお母様、改めミーちゃん様がなんだか、さっきまでのすました姿より断然美しく見えて、私は驚いてシジャル様の腕うでの中でメモを書いた。

『ミーちゃん様は飾かざらない美しさをお持ちのようで憧あこがれてしまいます』

　そのメモを見たミーちゃん様はパーっと嬉しそうに笑い、シジャル様は信じられないと言いたげな顔をした。

「おいおい、マジ天使だね」

「お袋ふくろが美しい？　……声だけでなく目までおかしくなられたのでは？」

　案外シジャル様が失礼で驚いてしまう。

　そんな私を見ていたシジャル様の眉まゆが頼たよりなく下がった。

「アルちゃんがシジャルの嫁なら安心！　シジャルは死ぬ気でアルちゃんを幸せにするんだぞ」

「そうよ！　シー君なんて、アルちゃんが側にいるだけで幸せなんだから、馬車馬のように働いてアルちゃんを幸せにしてあげないと」

　シュリン様の言葉に私は慌てて首を横に振った。

『馬車馬なんて駄だ目めです！　私もシジャル様が側にいるだけで幸せですから、それだけで充じゆう分ぶんですわ』

　私のメモを見たミーちゃん様達はフーっと生暖かな息を吐いた。

　意味が解らずシジャル様を見れば、俯うつむいた顔が真っ赤に染まっていた。

　何があったのか解らずシジャル様の額に手を当てて熱がないか確かめると、あまりの熱さに心配になった。

『シジャル様、大丈夫ですか？』

「……気になさらないで下さい。むしろ、こっちを見ないで下さい」

　何故か拒きよ絶ぜつされ、ミーちゃん様達の方を見ると、これ以上ない不満顔をしていた。

「「「ヘ・タ・レ」」」

　しかも、三人揃そろって謎なぞの呪じゆ文もんを唱えている。

「とにかく！　アルティナ様は療養に来ているんだから、あんたらは余計なことしてアルティナ様の負担にならないよう、もう構うな！」

　シジャル様はそれだけ叫さけぶと、私を抱え上げて、また走り出した。

「あんな母親で驚いたでしょう。辺境伯の妻というのは、あれくらい豪快でないとつとまらないのですよ。許して下さいね」

　もしかしたら、シジャル様の城での穏おだやかな空気は家族から離はなれた安あん堵どからきているのかも知れないと漠ばく然ぜんと思いながら、私はたくましい胸にキュッとしがみつくのだった。







　シジャル様のご家族との顔合わせは恙つつが無なく（？）終わり夕食をご一緒させていただいたのだが、シジャル様はそれはそれはお疲つかれのようだった。

　夕食が終わり部屋に戻ると、私の部屋付きになったという四十歳さいくらいのメイドさんが備え付けのお風ふ呂ろを用意してくれていた。

　言われるがままお風呂を使わせてもらい、髪をタオルで巻いて寝間着に着き替がえてお風呂場を出るとメイドさんはニコニコしながら髪かみの毛をふくのを手伝ってくれた。

「さあ、坊ぼっちゃんのところへ行きますか」

　何を言われているのか解らずメイドさんを見たがニコニコされるだけだった。

　たまらず、私がメモとペンを摑んだのと私の手をメイドさんが摑んだのが同時。

「さあ、行きますよ」

　メモとペンは摑めたが、メイドさんに流れるような動きで部屋から出されてシジャル様の部屋の前に連れて来られてしまった。

　コンコンコン。

　躊躇ためらいのないノック音が響ひびき、部屋の中からシジャル様の声がした。

「誰だれだ？」

「マーサです。お客様のことでちょっと……」

「どうした！」

　直ぐに開いたドアから現れたのは、上半身裸はだかにタオルを下げただけの、お風呂あがり丸解りのシジャル様だった。

　見てはいけない！

　私は慌てて目をつぶった。

「お客様の髪は長くて乾かわかすのが大変ですので、坊っちゃんが魔法で乾かしてあげて下さい」

　そう言ったメイドさんに軽く突つき飛ばされ、私はそのままシジャル様の腕の中に……。

「えっ!?　おいマーサ」

「坊っちゃん、マーサは坊っちゃんの味方です！　ではではごゆっくり」

　ドアの閉まる音が部屋に響いた。

「も、申し訳ございませんアルティナ様」

　私は目をつぶったまま小刻みに首を横に振った。

「あ、あの、とりあえず……髪を乾かしましょうか？」

　そう言って運んでくれたのは、たぶんベッドだった。

　目をつぶっているから定さだかではないが、シジャル様の部屋にはベッドしかなかったから間ま違ちがいないと思う。

「では、失礼します」

　そう言ってから、シジャル様は私の髪を撫でるように櫛くしを滑すべらせる。

　緊きん張ちようで手が震ふるえる。

　シジャル様が髪を撫でると、温かい風がふんわりと流れ、どんどん髪が乾いていく。

「うちのメイドがすみません」

　私は首を横に振ることしかできなかった。

「でも、アルティナ様の髪に触ふれられるのは役得というやつですね」

　私の髪にそんなことを言ってもらえる価値があるのだろうか？

　私はゆっくりと目を開けた。

　やはりベッドに座すわらされている。

　背後にあるシジャル様の気配がなんだか嬉しい。

「こんな状じよう況きようをユーエン様に知られたら自分は殺されてしまいますね」

　シジャル様はそう言いながら私の髪を撫でる。
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　兄には知られたくない。

　私は手に持っていたメモにペンを走らせた。

『シジャル様に髪を乾かしてもらえるなんて幸せです。兄だって許してくれます』

　そのメモを背中に回して見せるとシジャル様は少しの沈ちん黙もくの後、静かに言った。

「アルティナ様は解っていませんね。自分の方が断然幸せですよ」

『そんなことありません！　シジャル様に大事にしてもらって、お姫様気分にさせていただいています』

「本当に解ってない」

　シジャル様はゆっくりと私の頭から手を離した。

「乾きましたよ」

『ありがとうございます』

　振り返れば、シジャル様は困ったような顔をしていた。

　私が首を傾げると、シジャル様はハーっと息を吐いた。

「アルティナ様は無防備すぎます。何かされたらどうするんですか？」

　シジャル様が私に何をするっていうんだろうか？

　むしろ、無防備な格好をしているのはシジャル様の方だ。

　普ふ段だん、服で隠れて見えないが、腕だって太くて筋肉質で腹筋も割れている。

　男性的な体つきは本で読んで想像したものとは違ちがうし、兄とも違う。

　美しいと思うのはおかしいことだろうか？

「男の部屋にそんな薄うす着ぎで来るのは感心しません」

『シジャル様に薄着と言われるのは違うと思います』

　シジャル様は己おのれの姿に今さら気づいたようで、ベッドに置いていたらしい上着を羽織ってボタンをとめ始めた。

「お見苦しいものをお見せしました」

『そんなことありません。シジャル様は美しいです』

　暫しばらくの沈黙の後、シジャル様はポツリと言った。

「アルティナ様は本当に罪作りです」

　その後、シジャル様に部屋まで送っていただいた。

「必ず鍵かぎをかけて下さいね」

　それだけ言い残してシジャル様は部屋に戻っていった。

　私は言われた通りに部屋の戸と締じまりを確認してからベッドに潜もぐり込んだ。

　だが、寝れる気がしない。

　シジャル様の美しい身体からだを思い出してしまうからだ。

　こんなことを考えているなんて知られたら嫌きらわれてしまう。

　私は布ふ団とんを頭まで被ると悶もん々もんとした夜を迎むかえたのだった。
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　翌朝、アクビを堪こらえながら起き上がり身み支じ度たくを整えていると昨日のマーサさんが起こしに来てくれた。

「まあまあ！　早起きなんですね！」

　もうすでに着替えも終わっていたので、朝食をとるために食堂に連れていってもらった。

　食堂にはまだ誰もいなくて、隣りん接せつしたキッチンから料理人らしき人が食事を運んでいる。

　興味深く見ているとなんだか挙動不ふ審しんになってキョロキョロしだす人もいる。邪魔をしてしまっているのかも知れないと思っていると、マーサさんがため息をついた。

「お客様が美しいからといって集中を切らすなんてプロ失格ですよ！」

　私は驚いて食堂から出ようとした。

　すると、マーサさんはニコニコと笑って引き止める。

「お客様は坊っちゃんの大事なお方なのですから、胸をはっていれば良いのです」

　シジャル様の大事な人！

　私は嬉しくなって思わずニヤニヤしてしまった。

「「「うぉぉ！　天使！」」」

　キッチンの方から何やら叫び声が聞こえたような気がしたが何事だろうか？

　なんだか怖い。

「おはようございます、アルティナ様」

　そこに現れたのはシジャル様だった。

　私はちょっぴりおどけたようにドレスをつまんで淑しゆく女じよの礼をした。

　なんだか嬉しくなって笑顔を向けると、シジャル様も柔らかく笑ってくれた。

「坊っちゃんからも言ってやって下さい。コック達がたるんでるんですよ！」

「マーサ、自分は昨晩ゆうべのマーサの方が問題ありだと思っているよ」

　マーサさんはキョトンとした顔をした後、不思議そうに言った。

「坊っちゃんはヘタレなのでお客様に無体な真ま似ねはできませんでしょ？　何も問題ございません」

　シジャル様が啞あ然ぜんとするなか私はマーサさんにメモを渡した。

『皆様がたまにお使いになる〝ヘタレ〟とはどんな意味ですか？』

　私のメモを見たマーサさんはにっこりと笑った。

「度胸がない、頼たよりないという意味です」

『シジャル様は頼りがいのある方ですわ。私はいつも頼ってばかりです』

　私のメモを見たマーサさんはクスクスと笑った。

「そういった度胸はありますが、女性に手を出すような甲か斐い性しようはないのです」

　その言葉に私は絶句した。

　それは、甲斐性というのか？

『紳しん士し的てきと言うのでは？』

　私のメモを見るとマーサさんはフーっと息を吐いた。

「マーサ。アルティナ様に変なことを吹き込むな」

「坊っちゃん、もっと頑がん張ばって下さいませ」

　マーサさんはフンッと鼻を鳴らすとスタスタとキッチンに消えていった。

「なんだかすみません」

　シジャル様は申し訳なさそうに呟いた。

『シジャル様はとても素す敵てきな方だと知ってますので大丈夫ですわ』

　メモを書いて渡せば、シジャル様は困ったような顔をした。

「自分だって男ですので、少しは警けい戒かいして下さい」

　私は暫く考えてから書いた。

『シジャル様も、私をただの小こ娘むすめだと思って油断しないで下さい。昨日のような無防備な格好をしていたら腹筋に触さわってしまいますよ！』

　どうだ、と言わんばかりに書いたのにシジャル様はキョトンとした顔だ。

「腹筋ですか？　アルティナ様が触りたいのであればいくらでもどうぞ」

　シジャル様の言葉に私は顔が熱くなるのが解った。

『シジャル様は破は廉れん恥ちです』

　私がそう書けばシジャル様は慌てたようだった。

「えっ？　あの、えっ？　すみません」

　私は口を尖とがらせて拗すねてみせた。

　シジャル様は何が破廉恥だったのかが解らないようでオロオロしていたが、他のご家族方も集まってきたので朝食の席についたのだった。







　朝食が終わり、シジャル様に案内されて向かったのは屋敷の裏に広がる森だった。

「この森には沢山の魔ま物ものがいます」

　その言葉にビクッと肩かたが跳はねてしまった私を見て、シジャル様は優しく笑うとつづけた。

「話から推測するにアルティナ様を襲おそったのはスライムの上位種だと思われます。スライムは魔物の中でも弱い魔物ですので、自分がいれば危険ではありません」

『あれが弱い魔物なのですか？　ぬるぬるしていて気持ち悪いものでした』

　私のメモを見るとシジャル様はニコッと笑った。

「種類にもよりますが比ひ較かく的てき弱い魔物です。ドラゴンとかになると苦戦しますので逃げましょう」

　ドラゴンに会うかも知れないという事実に震え上がる私を他よ所そに、シジャル様は手を引いて森の中に入っていく。

　怖くて足が震ふるえる私に気がついたシジャル様が私の方を向いた時、シジャル様の背後に白銀の毛並みに青と緑を混ぜたような瞳の狼おおかみが現れ、意識が遠退とおのきかけた。馬車のように大きい。

「アルティナ様」

　シジャル様が倒れそうになる私をギュッと抱き締めてくれたことで意識は浮ふ上じようしたが、後ろに大きな狼がいることに代わりはない。

　私は腕の中でもがき、後ろを向くようにシジャル様に促うながした。

　振り返ったシジャル様は狼を見ると深い息を吐く。

「突然出てくるな」

　シジャル様の言葉に狼は大人しくお座りをすると、喋りだした。

「旦那の気配がしたので馳はせ参さんじましたが……デートですかい？」

　喋るんだ。

　私が驚いているとシジャル様がゆっくりと教えてくれた。

「これは、フェンリルという魔物です。この森の中では一、二を争う強い魔物です」

　そんな強い魔物がシジャル様に親しげに話しかけているのはどういうことだ？

　首を傾げると、フェンリルという魔物は私に顔を近づけて言った。

「フェンリルのリルといいます。旦那の番つがいですかい？」

　クンクンと臭においを嗅かがれ、震える私を安心させるようにシジャル様は背中を撫で、空いている方の手でフェンリルの鼻をグーで殴った。

　キャインっと高い声で鳴くフェンリルに、シジャル様は口元をヒクヒクさせながら言った。

「アルティナ様の臭いを嗅ぐな」

「旦那[image: ][image: ]酷ひどいっすよ。野性の獣けものは鼻が命なんすからね」

　鼻が命！

　この魔物は今、命を殴られてしまったの？

　私は慌ててフェンリルの鼻に手を伸のばして撫でた。

　しっとりと湿しめった鼻をいたわるように撫でていると、手をベロリと舐なめられ驚いた。

「旦那の番いじゃなかったら連れて帰ったのに」

　フェンリルの瞳がキラリと光った気がした。

「アルティナ様、心配いりません。コイツに連れ去られたら自分が秒で迎えに行きますのでご安心下さい。そして、二度と同じ過あやまちをおかさぬよう種族皆殺しに……」

「旦那、皆殺しとか言ったら番いに引かれちまいますぜ！」

　焦あせったような言葉に、シジャル様はニコニコしながら言い直した。

「皆半殺しにしますので、大丈夫ですよ」

　あまり変わっていないが、助けに来てくれるってことは解わかった。

　あと、私にとっては、いまだにシジャル様に抱き締められていることの方が大問題で、ドキドキが止まらない。

　メモを書きたいが手も足も出ない状況である。

　ドキドキのせいで冷静な判断ができずにいると、私の首に巻きついていたシャルロがシジャル様の手をパシパシと尻しつ尾ぽで叩いた。

　お陰かげで気がついてくれたのか、シジャル様が慌てたように離れてくれて、私は安堵の息をついた。

　お礼の意味を込めて首元を撫でてあげれば、シャルロはピューーッと可愛く鳴いた。

「旦那の使い魔いいな[image: ][image: ]オラッチも撫で撫でされたい」

　モフモフの大きな狼が期待を込めた瞳を向けてくる。

　私が手を伸ばすと堪こらえきれないように尻尾をブンブンと振り、驚いて手を引っ込めるとその尻尾がシュンと動かなくなる様はなんとも可愛らしかった。

「アルティナ様はスライムに襲われてから魔物が怖いんだ！　無理をさせるな！」

「スライム？　この番いはそんなにか弱いんすか？」

「普ふ通つう、女性はか弱い」

「人の雌めすは容よう赦しやない化け物では？」

「それはうちにいるごく一部の化け物だけであって、普通の女性は儚はかなくか弱い」

「知らんかったす……怖がらせちゃってすんません」

　そう言ってシュンと耳を垂らすフェンリルは可愛くて、私はフェンリルの首元に手を滑り込ませるようにして撫でてみた。

「フワワ、それ気持ちいいっす！　もっともっと」

　そう言って私に顔を寄せてくるフェンリルは本当に可愛かった。

「リル、調子にのってると、鼻の穴に腕突っ込んで奥おく歯ばをガタガタ言わせるぞ」

「ヒッ……旦那、雄おすの嫉しつ妬とは見苦しいっす」

「嫉妬じゃない。精せい霊れいの洞どう窟くつまで行くんだ、時間がおしい」

　シジャル様の言葉に、フェンリルはいいことを思いついたというように口を開いた。

「なら、オラッチがそこまで運ぶっす！　背中に乗ってくれっす」

　フェンリルはそう言うと伏ふせをした。

　シジャル様は私をチラッと見ると言った。

「リルには鞍くらなどないので乗り心ごこ地ちは保証できません。安全性を考こう慮りよすると、自分が後ろからアルティナ様を支えるのがベストだと思いますが……どうしますか？」

　シジャル様が支えてくれるのであれば、ふわふわのフェンリルに乗ってみたいと思った。

　私がメモに『乗ってみたい』と書いて見せると、シジャル様はフェンリルの背中に乗り私を後ろから抱えるようにして座らせた。

　シジャル様は私の前にある鬣たてがみを摑んでいるため、抱き締められているみたいでドキドキが止まらない。

「じゃあ、行くっすよ」

　掛かけ声ごえとともに動き出したフェンリルはゆっくりと安全に、そして、確実に森の奥に進んでいったのだった。
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　フェンリルの背中を楽しむなんて無理だった。

　背中にシジャル様の体温を感じるうえに、ちょっと揺ゆれると腰こしに片手を巻きつけられ落ちないように支えてくれる。

　密着する部分が多すぎて集中できない。

「……ですから、スライムなんてのはですね？　番つがい？　聞いてますかい？」

「リル、お前、黙だまってられないのか？」

「番いが退たい屈くつしないようにじゃないですか。反応薄うすいっすよ！」

「アルティナ様はスライムのせいで声を失われている。多くを求めるんじゃない」

「!!　大変じゃないっすか！　それじゃ精せい霊れいに治し方聞くんすね！　急ぐっす！」

「おい、馬ば鹿か！　ゆっくり、ゆっくりだ！」

　途と中ちゆう、言うことを聞かなくなってスピードを上げるフェンリルを止められず、シジャル様が私をしっかりと抱だき締しめてくれたりして、ドキドキで死んでしまいそうだと思った。







　漸ようやくついた場所は空気からして綺き麗れいで、神聖な場所に来たと肌はだで感じられるようだった。

　周りは全てが若葉でできているようであり、朝あさ露つゆがついているようでもありなんとも言えない神秘の力を感じる気がする場所である。その中心にポッカリと空いた横穴は、入ってはいけないようなオーラを放っていた。

「では、オラッチはこの先行ったら浄じよう化かされちゃいそうなんで帰りやす。番い！　声出るようになったらリル～って呼んで下さいっすよ！　じゃ！」

　フェンリルは私のほっぺをペロリと舐なめると去っていった。

「アイツ、後で舌引っこ抜ぬく……」

　シジャル様が何かをポツリと呟つぶやいていたがよく聞こえなかった。

　首を傾かしげると、シジャル様はニコッと笑った。

「では行きましょうか？」

　私が頷うなずくと、シジャル様は私の手を引いて洞どう窟くつの中に向かって歩き出した。

　暗い洞窟に恐きよう怖ふを感じる私を落ち着かせるように、シジャル様は手にハンカチをのせると魔ま力りよくを込めた。

　すると、ハンカチは光る蝶ちよう々ちように姿を変えてヒラヒラと洞窟の中を照らし出した。

　光る蝶々の美しさに誘さそわれるように後をついていくと、薄い緑色に光る苔こけに覆おおわれた場所に出た。

「光苔です。綺麗ですよね」

　私が頷くとシジャル様は柔やわらかく笑ってくれた。

　そして、次の開けた場所はピンク色に光る湖のような場所だった。

　私はあまりに美しい光景にシジャル様の上着の裾すそを握にぎり締めてピョンピョン跳はねてはしゃいでしまった。

　そんな私を優やさしく見つめるシジャル様に気づいて、少し恥はずかしくなる。

「シジャル、顔が緩ゆるんでる～！」

　突とつ然ぜん声をかけられ驚おどろいて周りを見れば、ピンクの湖の中に掌てのひらサイズの女の子が顔を出していた。

　驚いてシジャル様を見てから女の子の方を向くと、すでに姿はなくなっていた。

「どうかしましたか？」

　私の反応に首を傾げるシジャル様。

　シジャル様には見えなかったのだろうか？

「そろそろ精霊達も集まってくると思いますよ。精霊達はキラキラ光る虫みたいで綺麗なんです。ぜひ貴女あなたに見せたかったんです」

　そう説明してくれている間にも、黄色い光を発しながら飛ぶ小さな女の子がシジャル様の頭の上に座すわった。

「私達を虫だと思ってるの？　だからデリカシーのない男は嫌いやなのよ！」

　可愛かわいらしい女の子がシジャル様の頭の上でくつろいでいる。

　見つめていると女の子は私を見て言った。

「あら、私のこと可愛らしいって言ってくれた？　私、可愛く見えてる？」

　女の子は私の目の前にヒラヒラと下りてきた。

　よくよく見ればトンボの羽根のようなものが背中から生えていて羽ばたいている。

「ああアルティナ様、これが下級の精霊ですよ。下級の精霊は光の玉のようですが、上級の精霊は人のように見えるんですよ」

　シジャル様にはどうやら人の形には見えていないことが解った。

「下級とか言って！　アンタが下級だから私がちゃんと見えないんでしょ！　バーカバーカ」

　女の子はシジャル様の周りを飛び回りながら悪口を言っているが、シジャル様には聞こえていないようだ。

　口が悪いと可愛さが半減してしまうからやめた方がいいんじゃないだろうか？

　口に出さずとも解るのか、女の子は私の方を見ると口を尖とがらせた。

「何よ！」

　私が苦笑いを浮うかべると女の子は私のところまで飛んできて首を撫なでた。




「貴女あなた、呪のろわれてるの？」




　女の子の言葉に私は驚いた。

　呪われてる？

　どういうこと？

「貴女の声が一生、出なければいいって思ってるやつに襲おそわれたでしょ？」

　女の子の言葉に、私はただただ絶句することしかできなかったのだった。







　私が絶句しているとシジャル様の目の前に大きな精霊が現れた。真っ白な雪をまとい透すき通とおりそうに美しい女性である。

　その瞬しゆん間かん、私の首を撫でていた小さな女の子は消えてしまった。

　もっと話を聞きたかったが仕方がない。

　私は新たに現れた美しい人を見た。

　見ただけで解る上級精霊様だ。

　美しい精霊様にシジャル様が笑いかけるのを見て、私の胸がズキリときしんだ。

「シジャルか」

「ウィーザ、久しぶりだな。今日は相談したいことがあって」
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　シジャル様はにこやかに笑い私に手招きをした。

　ゆっくり近づくと、精霊様が私の方に手を伸ばした。

　どきどきしながら近づくと、手を握られた。

「落ち着く」

　なんだか解らず首を傾げると、シジャル様は精霊様の手をパシリと叩はたき落とした。

「無む闇やみに触さわるな」

「彼女は愛いとし子ごだろ？」

「愛し子？」

「我々のような人外のものが側に寄ると癒いやしをあたえられる性質を持つ者のことだ。知ってて連れてきたんじゃないのか？」

　私に触ろうとする精霊様から庇かばうようにシジャル様が前に立った。

「ウィーザ、今日来たのは彼女の声のことで相談したかっただけだ」

「声？　ああ、首に巻きついている呪いのことか」

「呪い!?」

　精霊様はシジャル様を押おし退のけると私の首元をしげしげと見つめた。

「粘ねん着ちやく質しつな呪いだな。解といてやっても良いぞ」

「本当か？」

「ああ、その代わり愛し子よ。私の嫁よめに来い」

「却きやつ下かだ！」

　シジャル様は慌あわてて手を広げて立ちはだかった。

「シジャル、邪じや魔まだぞ」

「煩うるさい。アルティナ様は無事に家に帰すとご家族と約束しているんだ」

　精霊様はフンと鼻を鳴らした。

「愛し子よ。私とシジャルのどちらを選ぶ？　私ならお前の望むもの全てを差し出してやるぞ」

　精霊様の言葉に私はシジャル様の背中にしがみついた。

「なんだつまらん。愛し子はシジャルがいいのか？　私の方が美しいだろうに？」

　よくよく見れば、精霊様の胸は平らで女性ではなさそうだと気がついた。

「声を出したいのだろう？」

　精霊様はシジャル様を押し退けて、私の髪かみの毛を一束摑つかむとそれにキスを落とした。

　絵になる光景に目をパチパチしていると精霊様は優しげに笑った。

「私を選びなさい」

　そんなことができるはずがない。精霊様は美しいが、私がお嫁に行きたいのはシジャル様だけなのだ。

　精霊様はフンとまた鼻を鳴らした。

「愛し子は趣しゆ味みが悪いとみえる」

　私が首を傾げると、精霊様はニヤリと口元を吊つり上げた。

「少しでも触ふれていれば、何を考えているのかぐらい解る」

　……ということは、私がシジャル様を好きで好きで愛しくて仕方がないということがバレてしまっているってこと？

「そこまでだとは知らなかった」

　私は顔を両手で覆うと踞うずくまった。

「ウィーザ！　アルティナ様に何をした！　それ以上触るな！」

「心が狭せまいな。シジャルよ、愛し子は趣味が悪い。良かったな」

「何がだ！　意味が解らん」

　シジャル様は呆あきれたようなため息をつくと言った。

「とにかく、アルティナ様の声を治せるなら治してくれ」

　精霊様は遠くを見つめてからニヤリと笑った。

「いいだろう！　愛し子の呪いを解く手伝いくらいはしてやろう！」

　精霊様はそう言うと私の首元に手をかざし、聞き取れないような呪じゆ文もんを唱えた。

　すると、精霊様の手から青い光が出て私の首元に当たる。

　ひんやりとした光が私の首に吸すい込まれていった。

「ウィーザ！　ありがとう！　さすが俺の親友！　アルティナ様、どうです？」

　シジャル様が嬉うれしそうに私の手を摑んだが、私の口から声が出ることはなかった。

「誰だれが治すと言った？　手伝いだけと言っただろ？」

「はあ？」

　シジャル様の間ま抜ぬけな声が洞窟に響ひびく。

「私の嫁になるなら治したが、愛し子は私の嫁は嫌だと言う。ならば、愛し子が嫁に行きたい相手との口づけで呪いが解けるように呪いをいじってやった。愛し子よ、今からでも遅おそくないぞ。私の嫁に来るか？」

　精霊様の最後の方の言葉は私には届いていなかった。

　だって、私が声を取り戻もどすには、私がお嫁に行きたい人と口づけをしないといけないというのだ。

　要するに、シジャル様とキスしないといけない……

　その言葉を理解した瞬間、私は意識を飛ばしその場に倒れた。

　だってそうでしょう？

　呪いを解きに来て、新たな呪いを授かってしまったのだから……。
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　目を覚ますと、私はベッドに寝ねかされていた。

　横を向けば、シジャル様が椅い子すに座すわり本を読んでいるのが見えた。

　私はなんでベッドにいるのだろう？

　起きていなかった頭が覚かく醒せいして私は飛び起きた。

　横にいたシジャル様が驚おどろいているのが解わかる。

「アルティナ様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　シジャル様が心配そうに声をかけてきた。

「アルティナ様は……精せい霊れいの洞どう窟くつで倒たおれられて、その後、シャルロに乗って帰ってきたのです……覚えてらっしゃいますか？」

　シジャル様の言葉に私は眩暈めまいを覚えた。

　覚えている。

　忘れていたかったが、覚えている。

　そう、私はシジャル様とキスしないといけないのだ。

　…………でも、待って。

　よくよく考えてみれば、大好きなシジャル様とキスができるということなんじゃ…………だめだめだめ、シジャル様になんて言ってキスしてもらえばいいの？

　シジャル様、キスして…………

　て、言えるか[image: ][image: ]！

　私はそのまま頭まで布ふ団とんを被かぶり倒れ込んだ。

「アルティナ様！」

　シジャル様の心配そうな声に、目元だけ出してみた。

「ウィーザが本当にすみませんでした。友人だからと油断してしまいました」

　私が首を横に振ふるもシジャル様は見ていないようで話し続けた。

「自分が……自分が！　絶対にアルティナ様の想おもい人びととの仲を取り持ってみせます！」

　シジャル様は決意したようにそう言った。

　シジャル様は全然解っていない。

　私は思わず枕まくらを摑つかむとシジャル様に向かって投げた。

　私の投げた枕を顔面で受けると、シジャル様は困ったような顔をした。

「アルティナ様が怒るのも仕方がありません……ですが、アルティナ様は本当に美しく素す敵てきな女性です！　アルティナ様が好きだと言って拒きよ否ひする男など存在しません！　大丈夫です……自分が協力します」

　シジャル様の言葉に、私の目から涙なみだが溢あふれた。

　だって、私はシジャル様の眼中にないってことじゃないか！

　私が好きなのはシジャル様なのに。

　シジャル様はオロオロしながらポケットからハンカチを出して私の涙をふいてくれた。

　その時、私の頭に浮うかんだのは義理の兄であるベスタンス様の誘ゆう惑わく資料の一ページだった。

　私はシジャル様の胸むなぐらを摑み引き寄せた。

　唇くちびるを奪うばう！

　えいっ！

　だが、シジャル様の唇には到とう達たつすることはなく、あえなく肩かたを摑まれ阻はばまれた。

「アルティナ様？」

　伝わらない。

　私の気持ちは全然伝わらない。

「アルティナ様……そんなに可愛らしい顔ばかり見せないで下さい。先さき程ほど言ったようにアルティナ様は美しく素敵な女性なのです。どんな男も恋こいせずにはいられない。自分も例外ではありません」

　それは、私を好きになってくれるということ？

　私はシジャル様の手をしっかりと握にぎると声の出ない口を動かした。

　シジャル様が好き。

　シジャル様が首を傾かしげた。

　まだ伝わらない。

　私はゆっくりと口を動かした。

　好き。

「あの、紙とペンをお持ちしますね。このままでは自分に都合のいい解かい釈しやくをしてしまいそうなので」

　シジャル様が慌あわてて私の手から逃のがれようとするのを更さらに手に力を込めて防ぐ。

「アルティナ様？」

　私は覚かく悟ごを決めた。

　私はシジャル様に気持ちが伝わるように口を動かした。

　キスして下さい。

　その瞬しゆん間かん。

　シジャル様が顔を真っ赤に染めて口をパクパクと動かした。

　まるで、声の出ない私のように。

　シジャル様は暫く声を出せずにいたが、やがてゆっくりと私の名を呼んだ。

「アルティナ様」

　私が頷うなずくと、シジャル様は絞しぼり出すように小さな声で言った。

「アルティナ様が好きなのは……俺なんですか？」

　その質問には自信がある。

　私は大きく頷いた。

　シジャル様は更に顔を赤く染め上げた。

「今、そんなことを言えばどうなるか……貴女あなたは解っているのですか？」

　私が頷くとシジャル様がそっと私の頰ほおに手を伸のばした。

「ご存知かも知れませんが、俺も貴女が好きです。いや、愛しています」

　そう言ってシジャル様の顔が近づく。

　シジャル様が私を好き？

　理解する前に綺き麗れいな顔が目の前に！

　その時、私とシジャル様の間にスッと何かが割り込んだ。

「ウギャ[image: ][image: ]！」

　その後、悲鳴とともにシジャル様の顔が離はなれていった。

　何が起きたのか解らずシジャル様を見れば、高い鼻にシャルロが嚙かみついていたのだ。

「いでででででででで！」

　シジャル様の悲鳴に執しつ事じやマーサさんが駆かけつけて、シャルロを引き離そうと奮ふん闘とうしていた。

　その騒そう動どうのせいで私の告白もシジャル様の告白もなんだかうやむやになってしまったのだった。
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　あの日からシャルロは常に私の側にいて、シジャル様が私に近づくとグルグググググっと威い嚇かくするようになった。

　心配したマーサさんが側についていてくれたこともあり、シジャル様と二人きりになることもなかった。

　でも、シジャル様が私を好きだと言ってくれたことは忘れていない。

　愛しているとまで言ってくれた。

　私は一人満ち足りた気持ちになっていた。

「シャルロ、自分はアルティナ様をいじめていたわけではないのです」

「グルグググググググ」

「信じて下さい」

　シャルロは口をガバッと開けて更にシジャル様を威い嚇かくする。

「シャルロ[image: ][image: ]アルティナ様と少しだけお話をさせて下さい～」

「グルグルグルグルグルグル！」

　こんな会話を毎日、シジャル様とシャルロは繰くり返かえしていた。
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　旅の間に私の声は戻もどることはなかったが、シジャル様と気持ちを交かわすことができて私は満足して王都の家に帰ってきた。

　シャルロの背中に乗り帰ってくる間も、シジャル様が私に話しかけようとするとシャルロが大きな首を回してグルグググググっと威嚇してくるのでほとんど話もできなかった。

　家につくとシャルロは今では定位置となった私の首に巻きつき、荷物を抱かかえるシジャル様を威嚇した。

「お帰りアルティナ」

　そうこうしているうちに兄が出で迎むかえてくれ、私は兄にしがみつくように抱だきついた。

「アルティナ？」

　兄がシジャル様を睨にらみ付つけたのが解り、私は慌てて首を横に振った。

「ユーエン様にお話ししたいことがございます」

　そんな私達を見ていたシジャル様が決心したように一歩前に出たのを見て、兄は私に視線を移した。

「アルティナがどんなふうに過ごしていたかも聞きたい。立ち話もなんだ、中で話そう」

　案内された応接室で兄は私を横に座らせ、シジャル様を向かいの席に座るように促うながした。

「で、話とは？」

「まず、謝あやまらなければいけないことがあります」

　シジャル様の一言に一気に冷たい目になる兄の腕うでにしがみつき、私は優やさしく笑え顔がおを作った。

「……ひとまず聞こう」

　兄の反応にシジャル様は頭を一度下げてから、ご実家の話と精霊の洞窟での話をした。

　精霊の呪いについての話が終わるとシジャル様が深々と頭を下げ、兄が小さくガッツポーズをしたのが見えた。

「このような事態になるとは思わず、アルティナ様にご迷めい惑わくをおかけしてしまい申し訳ございません」

「……そうか。だが、むしろ声を出すことができると解ったことを感謝させてくれ」

　兄は胡う散さん臭くさい笑顔を作った。

「……いえ、ここからが本題なのですが……ユーエン様からしたらこれは裏切りだと思われても仕方がないことなのですが…………自分は、アルティナ様を愛しています。司書長として信用していただいていたのに、こんな気持ちを抱くのは間ま違ちがいだと解っています……ですが、もうアルティナ様への気持ちに噓うそをつくことができないのです」

　シジャル様は真しん剣けんに私への愛の言葉を吐と露ろした。

「ユーエン様に噓をつくことはできません。自分にアルティナ様を幸せにする権利をいただけないでしょうか？」

　兄は口元をヒクヒクさせていた。

　シジャル様から見れば兄が怒っているように見えるかも知れないが、たぶん笑いを堪こらえているのだと私には解る。

　シジャル様の顔色がどんどん青くなっていくのが見てとれた。

　兄は口元に拳こぶしを当て一つ咳せき払ばらいをするとシジャル様に真剣に返した。

「司書長殿の気持ちは解った。では、アルティナとの婚こん姻いんを進めるということでいいんだな！」

　兄の言葉にシジャル様はかなり驚いた顔をした。

「ユーエン様、先程の話は自分の勝手な気持ちを言ったまで。早々と婚姻を決めてしまうのはいかがなものでしょうか？」

「では、アルティナと結けつ婚こんするつもりはないというのか！」

「滅めつ相そうもない！　ですが、それは自分が幸せになるだけで、自分が相手でアルティナ様が幸せになれるのか疑問です！　年ねん齢れいから言っても自分は大分年上ですし」

　兄は呆あきれた顔をした。

「アルティナの幸せのためなら結婚せず身を引くというのか？」

「アルティナ様の幸せが一番大事ですので」

　真剣なシジャル様の顔に私がドキドキしていると、兄がため息をついた。

「司書長殿、貴方あなたにはアルティナを妻に迎むかえてもらう。これは決定事じ項こうだ。異論は認めん」

　兄の強気な発言にシジャル様が驚いている。

「アルティナ、お前もそれでいいな！」

　私が強く頷くと、兄は柔やわらかく笑い頭を撫なでてくれた。

「司書長殿……言っておくがな、貴方とアルティナの婚こん約やくは昨日のうちに結ばれている。ご両親からの許可ももらい早々に城に婚約申請書を提出し受理された。逃にげられると思うなよ」

「へ？」

　シジャル様の間の抜ぬけた声が部屋に響ひびいた。

「ご両親から聞いていないのか？　ずいぶん前からアルティナと婚約してほしいと書簡を送らせていただいていた。その返事が来たというだけのこと。司書長殿のことは僕も信しん頼らいしているし、何よりアルティナが司書長殿がいいと言っている。よってアルティナを一生かけて幸せにしてもらうことにした」

　兄が楽しそうに笑ってみせるとシジャル様は座っているソファーの背もたれにゆっくりと背中を預けた。

「ユーエン様に殺される覚悟でした」

「僕はそんなことはしない。で？　何い時つアルティナの声を戻してくれるのかな？」

　兄の言葉に私とシジャル様の顔が一気に赤く染まった。

「……アルティナの声が戻るのは嬉うれしいが、司書長殿とそういうことをしたのだと解るのは兄として複雑な気持ちではあるがな」

　兄よ！　なんてことを言うんだ！

　そんなことを言われたら恥はずかしくてできなくなるじゃないか！

「まさか、もう声が出るんじゃないよな？」

　私は慌てて首を横に振った。

「そうか。司書長殿がそこまで手が早いわけないか……まあ、二人のタイミングでいいだろう」

　シャルロに邪じや魔まされただけで、一度チャンスがありました！　とは言えない雰ふん囲い気きを漂ただよわせて、兄は笑った。

　シジャル様もなんだかぎこちなく笑っていた。

　こうして、私とシジャル様の婚約は無事家族からの了りよう承しようも受け、恙つつが無なく進んだのだが、声を出すための手段であるキスはタイミングを逃したまま、できなくなってしまったのだった。
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　私、アルティナ・モニキスはこの度たび、初めての恋こいを実らせシジャル・ミルグリット司書長様と婚こん約やくすることができた。

　周りで応おう援えんしてくれた人達のお陰かげである。

　聞いた話によると、王おう妃ひ様さまが婚約の申しん請せい書しよの受理を早めてくれたらしい。

　国をあげて応援してもらったようで感動しかない。

　そう、私はこの時幸せすぎて忘れていたのだ。

　私を呪のろいたいほど憎にくんでいる人がいることを……。
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　私とシジャル様が婚約した次の日、私は兄と一いつ緒しよに王立図書館に向かっていた。

「アルティナ、司書長殿に早く呪いを解といてもらうんだぞ」

　私はデリカシーのない言葉に顔を赤らめながら、兄の肩かたをグーで殴なぐった。

　全然痛そうじゃなかったし、蚊かに刺さされたほども感じてなさそうに笑われた。

　それでも、殴らずにはいられなかったのだ。

　私が羞しゆう恥ちに耐えながら図書館に向かっていると、図書館の前でシジャル様がメイデルリーナさんとその取り巻き令れい嬢じよう二人に囲まれているのが見えた。

　シジャル様は直すぐに私に気がついて爽さわやかな笑え顔がおをくれる。

「アルティナ様、おはようございます」

　私が優ゆう雅がに淑しゆく女じよの礼をとっている横で兄がシジャル様にニッコリと笑顔を向けた。

「司書長殿、もうアルティナに様をつける必要はないだろ？」

「……そ、そうですか？」

　シジャル様はなんだか照れた顔をしながら頭を軽くかくと私に笑顔をくれた。

「では、アルティナ」

　解わかっている。

　これから、ずっとこう呼ばれるのだから動どう揺ようしては駄だ目めだと。

　だが、私は顔に熱が集まるのを止めることができなかった。

「ずっと休んでいると思ったら、何がどうして公こう爵しやく令嬢を呼び捨てにできるほど出世できたのよ？」

　シジャル様と私が照れているうちに、シジャル様の腕うでにメイデルリーナさんがしがみついた。

　私はムッとしてシジャル様を見上げた。

　私はもう嫉しつ妬とすることを許される立場なのだから！

「メイデルリーナ、悪いのですが離はなれて下さい。婚約者に疑われるようなことはしたくないので」

「……婚約者？」

「はい。アルティナ様……いえ、アルティナと自分は婚約したんです。正式に、国の認めた婚約者なんですよ」

　メイデルリーナさんはシジャル様と私を交こう互ごに見ると私に近づいてきた。

　私が身構えるのをものともせずに、メイデルリーナさんは私を強く抱だき締しめるとポツリと言った。

「私のお兄ちゃんを不幸にしたら許さないから！」

　メイデルリーナさんは私が苦しくなるほど強く私を締め上げると解放してくれた。

　なんだか少し感動してしまったのは何な故ぜなんだろう？

「アルティナ様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　シジャル様は私を気づかってくれたが、様付けに戻ってしまっている。

　慣れるまでにはお互い時間がかかりそうだ。

「……噓うそよ……シジャル様と貴女あなたでは身分が違ちがうでしょ!!」

　静かな廊ろう下かにヒステリックな声が響ひびいた。

　その声の出所は、メイデルリーナさんの取り巻き令嬢の一人。

　茶色の髪かみをゆったりと横結びにした、おっとりとした容姿の令嬢だった。

　もう一人の令嬢も突とつ然ぜんのことに驚おどろいた顔で固まってしまっていた。

「何な故ぜ？　何故なの？　貴女はなんでも持ってるじゃない！」

「サニーどうしたの？　悩なやみがあるなら私、聞くわよ？　私達親友でしょ？」

　メイデルリーナさんが動揺しながらも話しかければ、サニーと呼ばれた令嬢はメイデルリーナさんを睨にらみ付つけた。

「私は親友なんて思ったこと一度もないわ！　貴女と一緒にいればシジャル様と会えるから一緒にいただけよ！」

　メイデルリーナさんの顔が悲しみに歪ゆがんだのが解った。

　なんて酷ひどいことを言うんだ！

「シジャル様がメイデルリーナを愛していないことなんて見てれば解ったわ。だからメイデルリーナが第二王子の婚約者候補に選ばれた時、漸ようやくシジャル様が私のものになると思ったのに!!」

　サニーさんは今度は私を睨み付けた。

「私はずっとシジャル様と結婚できる日を夢見てきたのよ！　それなのに、会ったばかりの貴女がなんで？　声の出ない欠けつ陥かん品ひんのくせに！　あの時死んでれば良かったのよ!!」

　初めて向けられる殺意に、私の身体からだが震ふるえているのが解った。

「図書館で男性に言い寄られ困っていた時に颯さつ爽そうと助けて下さった時から、シジャル様は私だけの王子様なのに……」

　ブツブツと呟つぶやくサニーさんの顔には狂きよう気きが浮うかんでいる。

　その時だった。

　私の側にいたメイデルリーナさんの小さな声が聞こえた。

「私、知らないからね！　ご愁しゆう傷しよう様さま」

　なんのことか解らず戸と惑まどっていると、メイデルリーナさんは私の腕を摑つかんで引き寄せた。

「シジャルから離れて！　怒おこったシジャルは手がつけられないから」

　なんだか顔色の悪いメイデルリーナさんから視線を移すと、冷えきった表情のシジャル様が見えた。

「魔ま物ものの襲しゆう撃げきは君が仕し掛かけたと？」

「へっ？」

「『あの時、死ねば良かった』と君は言いましたよね？　……アルティナ様を傷つけようとしたのは……お前かと聞いている」

　地を這はうような低い声が響き、私とメイデルリーナさんは縮み上がる。

　低い声を向けられているサニーさんの顔は青を通り越こして白く見えた。

「だ、って……シジャル様が私を助けて下さったから」

「図書館の中でのトラブルに司書長が出向くのは当然のこと。しかし自分のしたことでアルティナ様を危険にさらしてしまったなんて」

　シジャル様の消え入りそうな声が私にははっきりと聞こえた。

　私は慌あわててシジャル様の前に飛び出した。

　シジャル様の顔は今にも泣いてしまいそうなほど絶望に染められている。

「すみませんアルティナ様……全部自分の……」

　これは駄目だ！

　このままでは、婚約を破は棄きするとか言い出しかねない！

　私はシジャル様とずっと一緒にいたいのだ！

「自分と一緒になったら、アルティナ様を不幸にしてしまう……アルティナ様……」

　これ以上の言葉は聞きたくない。

　私はシジャル様の首に腕を回し引き寄せた。

　そして、そのままシジャル様の唇くちびるに自分の唇を押おしつけた。
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　喉のどの奥おくにスーっと何かが通り抜ぬけていく気がした。

　今なら出せる！

「私は、シジャル様の側にいられるだけで幸せなのです！　シジャル様が嫌いやでも、私はもうシジャル様の婚約者。絶対に離れません!!」

　シジャル様は真っ赤な顔で口をパクパクさせるだけで何も声が出ないようだった。

　せっかくだから、シジャル様から一いつ旦たん離れ、背中に腕を回し直し抱きついてその胸にスリスリと頰ほおを寄せてみた。

「アルティナ！　兄はだいぶ複雑な気持ちなんだが！」

　兄の動揺した声が聞こえたが聞こえなかったことにする。

　そんな中、シジャル様は私をゆっくりと抱き締め返すと私の耳元で小さく呟いた。

「アルティナ様の声……やっぱり好きだ」

　耳にかかるシジャル様の声に、私は息が止まるかと思った。

　ドキドキがピークになると死にそうになるのだと初めて知った。

〝好き〟という言葉が耳に張りついている。

「何い時つまでイチャイチャしてるのよ！」

　メイデルリーナさんの怒鳴り声に私とシジャル様は弾はじかれたように離れた。

　見ればサニーさんが喉を押さえていた。

　それはまるで、少し前の自分を見ているようだった。

「ウィーザの呪い返しです」

　シジャル様は冷静にそう言った。

「声が出なくなる呪いは消しよう滅めつすることなく呪いをかけた本人に返るようにしてもらいました。アルティナ様の苦しみを少しは解った方がいい」

　シジャル様の言葉に、サニーさんは泣きながらその場を走り去っていったのだった。
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　私の声が戻もどった。

　姉二人は私を抱だき締しめて泣いた。

　私は声が出る感動を嚙かみ締しめ、もう二度と噓うそはつかないと決めた。

　声が出るようになっても兄は私を王立図書館に連れていってくれた。

　兄いわく、婚こん約やく者しやのもとに送り届ける義務が兄にはあるらしい。

　その日も私は兄と一いつ緒しよに図書館に向かっていた。

「ユーエン！　アルティナ嬢じよう！」

「おはよー」

　図書館の前にいたのは第二王子と第三王子だった。

　兄が深いため息をついたのが解わかった。

「そんな嫌いやそうな顔するなよ」

「そうだよユーエン！　は～何い時つ見てもアルティナ嬢は可愛かわいいね！　声なんて出なくても関係ないよ」

　第三王子が私に近づくのを兄が間に入って阻はばむ。

　私は苦笑いを浮うかべてから、二人に淑しゆく女じよの礼をした。

「ライアス様、ファル様おはようございます」

　王子達がこぼれ落ちそうなほど目を見開いたのが兄越しに見えた。

「ア、アルティナ嬢……声が戻ったのか？」

「なんて可愛い声なの？　わぁ～もっと聞かせて！」

　二人を兄が睨にらみ付つける。

「妹に近づかないでいただきたい」

「何な故ぜだ？　アルティナ嬢は声が戻った。なら、俺の婚約者候補にも戻るだろ！」

「なんで！　僕の婚約者候補になってほしい！」

　王子二人が睨み合うのを無視して私は図書館の扉とびらを見つめた。

　暫しばらく見ていると、ゆっくりと図書館の扉が開きシジャル様が顔を出した。

「騒さわがしいと思ったら、またですか？」

　シジャル様は呆あきれたような顔をしながら図書館から出てきた。

　ああ、シジャル様の顔を見ただけで安心する。

「シジャル司書長、あんたはなんでいつも俺の邪じや魔まをするのかな？」

「邪魔をしているつもりはありませんよ」

　シジャル様は、兄と私に優やさしい笑え顔がおを向けた。

「おはようございます、ユーエン様、アルティナ様」

　兄が一つため息をついた。

「まだ様付けしているのか？」

「ああ、すみません。つい……ははは」

　私は兄の後ろから出るとシジャル様に抱きついた。

「シジャル様おはようございます。お会いしたかったですわ」

　勢いよく抱きついた私をシジャル様は難なく受け止め、おずおずと頭を撫なでてくれる。

「自分もお会いしたかったです」

　耳元でそう囁ささやかれると照れてしまう。

「アルティナ、せめて兄がいなくなってからイチャイチャしてくれるか？」

「ごめんなさいお兄様。嬉うれしくて」

　私がそう言うと兄は呆れたように笑った。

「ち、ちょっと待て！　何故司書長とアルティナ嬢が……」

　呟つぶやく王子達を見ると、青い顔でこちらを見ていた。

　私はシジャルにしがみついたまま言った。

「婚約者になりましたので、誰だれにもとられないように見せつけておこうかと思いまして」

　私の言葉に、その場にいる全員がキョトンとしていた。

　そして、王子二人が真っ青になったのが見てとれた。

　そんな中、シジャル様が困ったような顔で呟いた。

「アルティナ様、そんな心配はいらないと思いますが？」

「そんなことはありません！　私はシジャル様が誰かにとられないか心配で心配で！　ですので、手始めに義理の兄にいただいた誘ゆう惑わく資料のように大だい胆たんに行動しようと思っているのです！　その第一歩が、シジャル様をお見かけしたら抱きつく！　ですわ!!」

　なんだか喋しやべれるのが嬉しくてたくさん喋ってしまった気がする。

「ア、アルティナ様……その資料は参考にしてはいけませんよ。自分の心臓がもちませんので」

「……では、司書様達が言っていた、胸を腕うでに押し付けるのは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「それは、口に出して言っていい作戦ではありませんよ」

　そうなのか？

　私はシジャル様の顔を見上げた。

「では、シジャル様が忘れたころにいたします」

「……楽しみにお待ちしております」

　私とシジャル様は一緒に笑い合った。

「ち、ちょっと待て！　待ってくれ……アルティナ嬢は司書長と本当に婚約したのか？」

「はい！　ラブラブです！」

　第二王子が膝ひざから崩くずれ落おちる。

　なんだろ？　邪魔だからはじっこに寄ればいいのに。

「アルティナ嬢！　司書長なんかより僕の方が可愛くない？」

　第三王子が青ざめながらも笑顔を向けてくる。

「シジャル様こそとっても可愛らしい方です！　私が無理やりキスした時もお顔を真っ赤にされて！　可愛くて胸がキュンキュンしましたもの！」

　私が力説すると第三王子も膝から崩れ落ちた。

　だから、はじっこに行けばいいのに。

　私は王子二人を邪魔に思いながらシジャル様の腕にしがみつき笑顔で見上げた。

「エスコートをお願いしてもよろしいでしょうか？」

「勿もち論ろんです」

　こうして、私はシジャル様と一緒に、私達の大好きな図書館に入っていったのだった。
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　この度は『婚こん約やく回かい避ひのため、声を出さないと決めました!!』を読んで下さりありがとうございます！

　ｓｏｙと申します。

　はじめましての方もそうでない方も覚えておいて下さると飛び跳ねて喜びます。




　この作品、同じく書籍化いただいた『勿もち論ろん、慰い謝しや料りよう請せい求きゆういたします！』を執筆中に、無性に違う作品が書きたい！　と思い、現げん実じつ逃とう避ひした結果、生まれた作品です。

　まさかこの作品まで出版が決まるとは！

　嬉しい悲鳴プラス忙しさに悲鳴です。

　家ではスマホをいじっているだけで「小説書いてるの？」と旦だん那な様さまに聞かれ、会社では休憩時間に仲の良い同僚から「続きは書いたの？」と聞かれるようになりました。

　そう、同僚が『勿論、慰謝料請求いたします！』を読んでくれているんです。

　そんなこともあり「買うから書こうね！」とプレッシャーをかけてくるようになりました。

　終しまいには「なんページ進んだ？」と聞いてきます。

　すみません。愚ぐ痴ちりました。

　気を取り直して、本作のヒロインであるアルティナは、ちょっと天然だけど頭の中では口が悪いヒロインを書きたくて誕生しました。

　書き始めてみたら可愛く書けた気がします。

　ヒーローであるシジャル司書長は途中までヒーロー枠わくではありませんでした。

　だけど、なんでもできるのに気が弱く、自分に自信のないヒーローは今では私のお気に入りです。

　思いつきなんですけどね。

　そんな思いつきでも、情けなくても最後には憎めない愛あい嬌きようのあるヒーローになったと思っています。




　私の書くキャラクターはみんな、個性が強いとよく言われます。

　そんなキャラクター達を、美しいイラストにして下さったｋｒａｇｅ様には感謝してもしきれません！

　最初にキャラクターデザインを見せていただいた時、アルティナ可愛い！　シジャル様格好いい！　ユーエンイケメン!!　と我を忘れてはしゃぎました。

　家族の変な奴を見るような目も気にならないほどに。

　いいんです。家族ですから。

　みんな大好きです！




　ここまで私の話に付き合って下さった皆様、ありがとうございます！

　そして、刊行にあたり本作に携たずさわって下さった沢たく山さんの皆様に厚く御おん礼れい申し上げます。

　またお会いすることができるよう、より一層頑張っていきます！

　応援よろしくお願いいたします！
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　最近図書館に行こうとすると待ち伏せされることが増えた気がする。

　特に待ち伏せしているのは第二王子様と第三王子様だ。

　偶ぐう然ぜんを装よそおったり、あからさまなプレゼントをたずさえて来たり。

　兄とシジャル様が素早く対処してくれるお陰かげで大した会話というか筆談をしたことはないが、私を慰なぐさめようとして下さっているのだろうとは解わかっているつもりだ。

　王子様達は優しいに違いない。

　だけど本が読めなくなってしまうので困るのだ。

　その日も、第二王子様と第三王子様が図書館の前で何やら言い争いをしていて、それをシジャル様がなだめているのが目に入った。

「アルティナは今日は来ていないことにするから、少しそこの中庭で時間を潰つぶしてから図書館に向かってくれ」

　兄にそう言われ、私は頷うなずいて近くの扉とびらから中庭に出た。

　色とりどりの花の中心には大きな噴ふん水すいがあって、その後ろに回れば縁ふちに座って時間が潰せるだろうと近づくと、先客がいた。

　第一王子のディランダル様だ。

　私の気配に気がついたディランダル様はニコッと笑った。

「やあ、アルティナさん。いつも弟達がすまないね」

　私はスカートの裾すそをつまんで淑しゆく女じよの礼をした。

「かしこまらなくていい。少しお話をしないかい？」

　私は声が出せない設定だ。

　どうしようかと思っていたらディランダル様は噴水の縁にハンカチを敷いてくれた。

　座らないといけないやつだ。

　私は頭をペコリと下げるとディランダル様の隣となりに座った。

「ユーエンから聞いたよ。シジャル司書長が好きなんだって？」

　核心をつく話に顔が熱くなる。

　そんな私を見てディランダル様はクスクスと笑った。

「私の婚約者も君みたいに解りやすかったら良かったんだけどな」

　私が首を傾かしげるとディランダル様は照れたように言った。

「私には生まれた時から婚約者がいるのだけど、本当に綺き麗れいな人なんだ。はっきり言って私は彼女と婚約していることが嬉しくてたまらない。だけどね……彼女、あまり表情が変わらないんだ。赤面したところも見たことがない」

　ディランダル様は婚約者を思ってか切なそうに遠くを見つめた。

「彼女が私を好きかどうか、不安で仕方ないんだよ。先日会った時に君の話をしたんだ。ユーエンが色々教えてくれて面おも白しろかったから彼女も喜ぶかな？　って思ってね。でも、直すぐに帰ってしまった」

　切なげにため息をつくディランダル様は、まるで恋する乙おと女めのようだった。

「アルティナさんはシジャル司書長とイチャイチャしてていいな～」

　羨うらやましそうにディランダル様が私を見た。

　私は持っていたメモ帳を取り出して書いた。

『婚約者様に、イチャイチャしたいと言ってみては？』

「……私は彼女の前だと格好つけてしまうんだ」

『でも、イチャイチャしたいのでしょ？』

　ディランダル様は両手で顔を覆おおった。

「そりゃ、イチャイチャしたい」

　その時、近くに人の気配がした。

　見れば綺麗な銀ぎん髪ぱつをなびかせた女神様のような女性が立っている。

　藍あい色いろの瞳ひとみが悲しそうに見えた。

「でも、アルティナさん、もし私がこの気持ちを彼女に伝えたら、彼女はどう思うだろう」

　私は人が来たことを伝えようとディランダル様の服を引っ張った。

「私に、何を伝えるつもりなのだ？」

　女神様のような凜り々りしい声に、ディランダル様の肩がビクッと跳はねた。

　ディランダル様は顔を覆っていた指の隙すき間まをゆっくりと広げ、声の主の顔を確認して飛び上がるように立ち上がった。

「クリスタ、あの」

「まさかと思って来てみたら、こんな現場に出くわすとは！　婚約破は棄きしたいならそう言えばいいだろ！」

　女神様の瞳から涙がポロポロと溢あふれて落ちた。

　見ればディランダル様の顔色が真まっ青さおだ。

「誤解だ！」

「何が誤解だ！　今はっきり言ってただろ！　私に気持ちを伝えるとかなんとか！」

　どうやら、私は修しゆ羅ら場ばに巻き込まれてしまったようだ。

　でも、この人は貴女あなたとイチャイチャしたいだけなんですよ～と、声に出して言えない。

　ってことは、ディランダル様頑張れ！　と念じる他ない。

「その娘むすめは、この前ディランが楽しそうに話していた娘だろ！」

「違うんだ！　クリスタ、話を聞いてくれ!!」

　物語のようなやり取りを他ひ人と事ごとのように……いや他人事なんだけど、そのまま見つめていると、女神が私を睨にらみ近づいてきた。

　これは、もしかしてぶたれたりするやつだろうか？　っと怯おびえたのだが優しく頰ほおに触ふれられた。

「お肌スベスベに髪かみ艶つや々つや！　こんな可愛かわいい生き物に勝てるわけない！」

　女神様は何な故ぜか私を抱き締めて泣いた。

　何が起きているのか解らないけど、ちょっと嬉しいと思ってしまったのは秘密だ。

「アルティナさん！　ずるいぞ！」

　ディランダル様の本音が聞こえた気がしたが、もっと声をはってほしい。

　ディランダル様は大きな咳せき払ばらいを一つすると落ち着いた声こわ音ねで言った。

「クリスタ聞いてくれ。私はアルティナさんに相談していただけで、アルティナさんに恋こい心ごころを抱いだいたりしていない」

「噓だ！　こんなに可愛いんだぞ！」

「噓じゃない。本当だ」

　女神様は私の頭を撫なで撫でしながら言った。

「婚約破棄したいんじゃなかったら、私に伝えたいこととはなんだ？」

「うぐっ」

　ディランダル様が思わず息を吞のんだ。

「言えないようなことなのか！」

「違う！　ただ、その……」

「言えないんじゃないか！」

「い、言える！　私は……その、クリスタと……」

　思わずため息をついてしまったのは許してほしい。

　私は女神様の手をこじ開けて逃げ出すとメモ帳に書いた。

『ディランダル様は貴女の事が好きすぎて悩んでいらっしゃるのです』

　そして、そのメモを女神様に突きつけた。

　女神様はそれを受け取ると首を傾げた。

「ディランが？」

「ちょ、アルティナさん、何を書いたんだ？」

「ディランが私を好きだと……」

　ディランダル様がまた両手で顔を覆った。

　耳が赤くなっていくのが見える。

　見れば女神様も真まっ赤かだ。

　人の目の前でイチャイチャしないでほしい。

「じゃあ、貴女に相談って」

『ディランダル様は、貴女に笑ってほしい、側にいてほしい、イチャイチャしたいらしいのです』

　私のメモを見た瞬しゆん間かん、女神様は指先まで真っ赤に染まった。

「ディ、ディラン、貴方あなた、私に笑ってほしいの？」

「……はい」

「側にいてほしいの？」

「……はい」

「……イ、イチャイチャしたいの？」

「アルティナさん、筆談するの早すぎませんか？　しかも、何ばらしてくれてるんですか!?」

　ディランダル様が泣きそうな声で叫んだ。

　今の私は、他人の色いろ恋こいに干かん渉しようしている場合ではないのだ！

　自分の恋愛ですらままならないのに、イチャイチャカップルの痴ち話わ喧げん嘩かなんてムカついて仕方がない。

『ディランダル様、次は私とシジャル様が上う手まくいくように協力して下さいませ！』

　私はそのメモをディランダル様に手渡した。

「あの、アルティナさん、この状況解ってる？」

『婚約者どうしが好きすぎて勘かん違ちがいしてお互たがいの気持ちを確かめ合い、この後イチャイチャ、キャハハ、ウフフするって小説のような展開になるんですよね。私は邪じや魔まをしたくないので、そろそろ図書館に行きます』

　ディランダル様は落ち着いた雰ふん囲い気きを何ど処こかへ置いていってしまったようで、まるで助けを求めるかのように首を横に振る。

　声が出せたなら、男だろ！　と言ってしまったかも知れない。

『後はどうぞお二人でイチャイチャするなり、イチャイチャするなりしてください』

　私はわざと強調するように書いたメモを女神様に手渡した。

「あ、あの、ありがとうお嬢じようさん」

　女神様がいちいち格好いいのは何故だろうか？

　とりあえず私は図書館に向かって歩きだした。







　無事に図書館につき、シジャル様を見つけると聞いてみた。

「ああ、クリスタ嬢ですか？　ディランダル様の婚約者で騎き士し団だん長ちようの娘さんですね。見た目は母親似なのですが腕っぷしが強く、戦いくさ女め神がみと呼ばれるお人ですよ」

　ああ、だから喋しやべり方や立ち居振る舞いが格好良かったのか！

　納得して思わず頷けば、シジャル様がニコニコしながら言った。

「うちの親は騎士団長と友人なので小さい時によく遊びました」

　小さいころのシジャル様と遊んでいたなんて、羨ましい。

「山に魔ま物もの狩がりに行って血まみれで帰った時は怒られたな～全部返り血だったのに」

　……まるで山菜狩りみたいなトーンで喋るシジャル様に、羨ましさが一気に吹き飛んでいった。

　私では幼いシジャル様と遊ぶこともままならないようだ。

　ショボンとしているとシジャル様が私の顔を覗のぞき込んで言った。

「実家の周りは魔物がたくさんいますが、そのさらに奥に行くと、精せい霊れいの住む洞どう窟くつがありまして。そこが凄く綺麗なので今度、連れていって差し上げますね。魔物は自分が全部倒しますから安心して下さい」

　そう言ってシジャル様は凄くいい笑顔を私に向けた。

　その笑顔が素敵だったから、私は気持ちを浮ふ上じようさせ笑顔を返すのであった。
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　その日、図書館に向かうと入口から少し離はなれた本ほん棚だなの陰かげでシジャル様が女性司書の方々に囲まれていた。

　気づかれないように近づき、なんの話をしているのか聞いてみる。

「まさかそれをプレゼントするつもりですか？」

「最初からそれって重いわよね？」

　何やらプレゼントの話をしているようだ。

「本当に女心が解わかってないですね！」

「そう言われても、これが欲ほしいと指命されたプレゼント以外したことがなかったので……アドバイスをお願いします。この通り！」

　頭を下げるシジャル様に女性司書の方々は呆あきれたような顔をしていた。

　その行動が物語っていることは、とても大事なお願いをしているということ。

　邪じや魔ましてはいけない。

　そう思う反面、そんなに大事なプレゼントを誰だれに渡すつもりなのかと聞いてみたい気持ちもある。

　話の流れから察するに女性へのプレゼントのようだ。

　この話は聞かなかったことにした方がいいのかも知れない。

　私はゆっくり図書館の入口に戻もどり、やり直すことにした。

　ドアを開けて少し音がするようにドアを閉める。

　そんな私にいち早く気がついてくれたのは、いつも通りシジャル様だった。

「アルティナ様！　いらっしゃいませ」

　私はクスクスと笑った。

「シジャル様、それではまるでお店に来たような気分になります」

「そうですね。失礼しました」

　シジャル様もニコニコと笑え顔がおを返してくれたので、少し安心する。

「なんのお話をしていたのですか？」

　その瞬しゆん間かん、空気がピシリと張はり詰つめた気がした。

「いや、大した話はしてませんよ」

　私には聞かれたくない話だったようだ。

「そうですか……」

「そういえば、昨日入ったばかりの本があるんですよ！　案内しますね」

　そう言ってシジャル様は私をその本がある棚たなまで連れていってくれたのだった。







　家に帰ってからもずっとモヤモヤを抱かかえていると、心配そうな顔をした兄が話しかけてきた。

「アルティナ。悩なやみ事ごとがあるんじゃないのか？　僕では力になれないか？」

「お兄様……実はシジャル様が私に隠かくし事ごとをしているようなのです」

「隠し事？」

　私は少し俯うつむき、続けた。

「いつものように図書館に行くとシジャル様と女性司書さん達が集まっていて、女性へのプレゼントがどうとか、女心が解っていないとか話しているのを聞いてしまったんです」

「誰宛あてのプレゼントかは聞いていないのか？」

「はい。なんのお話をしていたのか聞いても、大した話ではないと言って教えていただけなくて……」

「それは、アルティナへのプレゼントをサプライズしたいのではないか？　司書長がお前以外にプレゼントなんてしそうにないじゃないか？」

　私はため息をつくと兄に苦笑いを向けた。

「そう期待して違ちがった場合、私は立ち直れなくなります」

　私が遠くを見つめていると兄は私の手を取り真しん剣けんな眼まな差ざしで言った。

「明日、僕が司書長に聞いてやる。できるだけ遠回しに……オブラートに包んで」

　私は思わず兄に抱だきついた。

「お兄様は本当に頼たよりになります」

「任せておけ！」

　こうして、兄がプレゼントの相手を聞いてくれることになった。
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　翌日図書館に向かうと、兄が先に図書館に入っていった。

　シジャル様は本の返へん却きやくボックスを覗のぞき込んでいる。

「司書長殿」

「ユーエン様。おはようございます」

「おはよう。少し聞きたいことがあるのだが、いいか？」

　シジャル様はパチパチとまばたきするとニコニコと笑った。

「はい。なんでもどうぞ」

　兄は難しい顔をしながら一つ咳せき払ばらいをすると言った。

「司書長殿はアルティナへ贈おくり物ものをしたいと思ったことがあるか？」

　兄よ！　質問が下手くそすぎやしないか！

　私はコソコソ二人を見ながらそんなふうに思った。

　言われたシジャル様はどんどん顔色が悪くなっていく。

「司書長殿？」

「いえ！　あの、やっぱりプレゼントをした方がいいのでしょうか？」

　シジャル様の答えに私へのプレゼントなど考えてもいなかったニュアンスを読み取り、私は泣きたい気持ちになった。

「……司書長殿、質問しているのはこちらなんだが？」

　シジャル様は眉まゆを下げた困り顔をしている。

　我が慢まんできなくなった私は二人のもとに走り寄った。

「アルティナ様？」

　突とつ然ぜん現れた私にシジャル様は驚おどろいたようだ。

「私、昨日の話を聞いてしまいました！」

　私の言葉にシジャル様はオロオロしてから深いため息をついた。

「聞かれてしまいましたか……」

「ど、どなたにプレゼントをするおつもりですか？」

　私は涙目になりながらシジャル様を見つめた。

「な、泣かないで下さい！　勿もち論ろんアルティナ様へのプレゼントです！　ただ……」

　私わたし達たちのやり取りに兄が呆あきれ顔がおをする。

「司書長殿、はっきり言わないとうちのアルティナは納なつ得とくなんてしないぞ！　しかも、ボロボロに泣くぞ！　いいのか？」

　シジャル様は観念したのか俯くとぽつりぽつりと話しだした。

「実は、シャルロがアルティナ様恋こいしさに夜鳴きをするようになってしまいまして」

　なんの話を始めたのか解らず、私も兄もキョトンとしてしまう。

「終しまいには爪つめを折ってよこしてきたのです」

「シャルロは大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　心配して聞けばシジャル様は苦笑いを浮うかべた。

「大丈夫です、爪はシャルロの意思で折れるものなので。飛ひ竜りゆうは気に入った者に爪をプレゼントする習性があるのです」

　シャルロが傷ついていないのなら良かった。

「飛竜の爪はプレゼントした相手の危機を感知できたりするので、シャルロはアルティナ様に持っていてほしかったんです」

　そう言ってシジャル様は私の手に何かを握にぎらせた。

　手を開いて見るとそこには綺き麗れいな白の枠わくに青い石のついた指輪がのっていた。

「シャルロの爪をそのまま渡すのはどうかと思い、身につけられる指輪に加工したのですが、昨日職場で話したら初めてのプレゼントで指輪を渡すのは重いと言われまして……。怖おじ気けづいてしまいました」

　私はマジマジと指輪を見た。

「嬉しいです」

　私がそう言って笑うと、シジャル様も安心したように笑ってくれた。

　こうして、無事シジャル様から婚こん約やく者しやとして初めてのプレゼントをもらうことができた。

　後々、兄から指輪に付いていた石の石言葉を教えてもらった。

　ラピスラズリの石言葉は〝健康・愛・永遠の誓ちかい〟。

　それを聞いて、シジャル様の想おもいに更に嬉しくなって泣いてしまったのは、兄と私だけの秘密である。







電子書籍特典　書き下ろし短編『振り回す』＆キャラクターラフ







　その日、私は最近買ったお気に入りの本を持って図書館に来ていた。

　自前の本を持って行くのは、単に婚約者であるシジャル様に会いたいからだ。

　カウンターの中で書類仕事をするシジャル様に挨拶をしてから、カウンターがよく見える席に座り持ってきた本を開いた。




　しばらく夢中になっていると、隣に誰かが座る気配に気づいた。

　恐る恐る見ればシジャル様が隣に座っていた。

「シジャル様。お仕事はよろしいのですか？」

　思わず聞けば、シジャル様はニッコリと笑った。

「大丈夫です。休憩時間なので執務室でお茶とお菓子をご一緒しませんか？」

　シジャル様の誘いに私はゆっくりと頷いて読んでいた本を閉じた。

「おや、その本は図書館の本ではなさそうですね」

「実は、そうなんです。なんだかすみません」

　シジャル様はニコニコと笑った。

「いえいえ大丈夫ですよ。しかし自分、その本は読んだことがないのですが、面白いですか？」

　シジャル様の質問に私は持っていた本を手渡した。

「『勿論、慰謝料請求いたします！』ですか？　物騒なタイトルですね？　どういったお話なんでしょうか？」

　シジャル様が興味を持ってくれたのが嬉しくてザックリと説明することにした。

「婚約者に浮気されたので、ヒロインの伯爵令嬢が好条件で婚約破棄するために色々と画策する話です」

　シジャル様は複雑な顔をしてぼそりと呟いた。

「……物騒なお話ですね」

　私はクスクスと笑って言った。

「いま、女性の間で流行っているんです」

「えっ？　婚約破棄がですか？」

「いえ、この本がです」

　シジャル様は安心したように息を吐いた。

　シジャル様の反応は凄く可愛らしいものだった。

「私は婚約破棄なんて絶対しませんので覚悟下さいませ」

「それは、自分のセリフですよ」

　シジャル様はそう言って柔らかな笑顔を私に向けてくれた。

　そんな優しい顔に気を良くして私は話を続けた。

「この話は協力者として王子様がでてくるのですが、その王子様がヒロインに毎回振り回されていて。でも、そこに愛を感じるのです」

「伯爵令嬢が王子を振り回す……凄いですね！　身体強化の魔法が使えるとかですか？」

「へ？」

　私が首を傾げると、シジャル様も不思議そうに首を傾げた。

「あ、あのシジャル様、私が言っている〝振り回す〟は物理攻撃の方ではなく……翻弄される方ですわ」

　シジャル様は遠くを見つめた。

「ああ、そうか……うちの母親が兄や自分の足を摑んでは、グルングルン回していたからそれが普通かと」

　シジャル様は虚ろな目でそんなことを呟いていたが、私は聞かなかったことにした。

「あ、アルティナ様は身体強化などはできますか？」

「えっ？　あ、あの、魔法は使えません」

「では、うちの母親みたいにはなりませんね！　安心しました」

　それは安心でいいのだろうか？

「もしかしたらお母様より私の方が怖いかもしれませんよ！」

　私がガォッと獣のポーズをとるとシジャル様はキョトンとした顔をした後、プッと吹き出した。

「なんです？　それは威嚇でもしているつもりですか？　そんなのアルティナ様が可愛いだけですよ」

　楽しそうに笑うシジャル様に私は口を尖らせた。

「シジャル様は酷い人です。慰謝料請求してしまいますよ！」

「え？」

「慰謝料として、シジャル様には私を一生幸せにする義務を課そうと思います！」

　自信満々に私がそう言い胸を張って見せると、シジャル様は顔を少し赤らめて何やら呟いた。

「可愛いすぎか？」

　あまりにも小さな声で聞き取れなかった。

「今、なんと？」

「なんでもありません。あ、その慰謝料は必ず自分が払い切りますのでご安心下さい」

　そう言ってはぐらかすシジャル様の顔は幸せそうで、私も幸せな気持ちになったので、何を言ったのかを聞かずとも良くなってしまったのは仕方がないことである。





ＥＮＤ







































勿論、慰謝料請求いたします！




【電子特典付き】
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電子版 ビーズログ文庫









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ｃｏｎｔｅｎｔｓ







私には婚約者がいます

転校生は主人公？

ローランドの妹　王子殿下目線

市場リサーチは幸せな時間です

予言書とは　王子殿下目線

罠にはかかりません

私の大事な二人の息子　マチルダ目線

小説『王子の初恋』

助けとは金で買えるのか？　王子殿下目線

王子殿下を守ります

親父に会いに……　マイガー目線

マイガーさんが転入してきました

書類にサインを……　ノッガー伯爵目線

階段落ちは危険では？　王子殿下目線

私ってヒロイン？　バナッシュ目線

起こしてくれるって言いましたよね？

決意

国王陛下に気に入られてしまった

傷物令嬢？

あとがき

番外編　憧れの人　ルナール目線

番外編　お嬢様という人　執事長バルガス目線




電子書籍特典　キャララフ＆書き下ろし短編「現実　バナッシュ目線」

プロフィール



















[image: ]




　私は商いを得意とする伯はく爵しやく家けに生まれた。

　名前はユリアス・ノッガー、高等学園に通う十七歳さい。

　お父様もお母様もお兄様も頭がよく策略家で商売事をするのが得意だったため、我わが家やはお金持ちの伯爵家であった。

　そんな家族に囲まれる私もお金かね儲もうけが大好き、損することが大だい嫌きらいの商しよう魂こんたくましい令れい嬢じように育つのは当たり前のこと。

　食品の開発、出版物の選せん抜ばつ、手持ちの店の買いつけなどは任せてもらえるまでになっている。

　新たにやりたいこともたくさんある。

　そのために必要なことなら何でもやるつもりだ。

　話は変わるが、私には婚こん約やく者しやがいる。

　侯こう爵しやく家けの長男でラモール・キュリオンという。

　キラキラしいサラサラの金きん髪ぱつを肩かたまでのばした女性のような髪かみ型がたに琥こ珀はく色の瞳ひとみは優やさしそうに見えなくもない。

　その見た目に反して気き性しようの荒あらさが玉に瑕きずの、顔はいいが頭の足りない男だ。

　身分が上の侯爵家からの申し出に逆らえるわけもなく決まった婚約であった。

　しかしキュリオン侯爵家は身分が上でも貧びん乏ぼう。

　金かね遣づかいが荒いのは周囲から見ても明らかな上、趣しゆ味みの悪い調度品を買かい漁あさっているらしい。

　何な故ぜ知っているかと聞かれたら、商売においては噂うわさ話ばなしも金に繫つながるからだとしか言いようがない。

　誰だれもが羨うらやむ見た目以外に魅み力りよくがない男。

　まあ、頭の悪い旦だん那な様さまでも人が好む見た目と侯爵というネームバリューを使って私が操あやつればいいか？　と、思ったのもある。

　結けつ婚こんはビジネスで恋れん愛あいなんてお金のかかることに興味がなかったっていうのも理由の一つだった。

　そんな私の浅はかな考えが変わったのは高等学園二年になったころ…………。

　どうしてこうなったかな？
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　高等学園に通い出して二年に上がった時に転校生が来た。

　庶しよ民みん上がりの伯はく爵しやく令れい嬢じよう。

　バナッシュ伯爵の隠かくし子ごらしい。

　私と同じ伯爵令嬢で、ウエーブがかったロングの金きん髪ぱつにクリクリの青い瞳ひとみの小こ柄がらな女性ということに私は少し引っかかった。

　何ど処こかで見たことがあるような気がしたのだ。

　彼女の名前はジュリー・バナッシュ。

　可か愛わいらしい見た目とぴったりの明るい人で、私の婚こん約やく者しや様さまは直すぐに彼女に恋をしてしまった。

「僕は君とは結けつ婚こんしない」

　わざわざ私を呼び出してイライラしたように腰こしに手を置き、偉えらそうに婚約者様が言った言葉に私は驚おどろいてしまった。

「絶対に婚約破は棄きしてやるからな！　解わかったか！」

　そのまま人差し指を私に向ける姿は滑こつ稽けいにすら見えた。

「はぁ、了りよう承しようしました」

　こいつ、本当にアホだ。

　その時の私の感想である。

　だって、こいつの実家の侯こう爵しやく家けって我わが家やに支し度たく金きんを寄よ越こせと言っては毎月定期的に金を要求してきているんだ。

　あのお金のこと、婚約者様は知らないのだろうか？

　全て取とり戻もどさないといけない。

　次に思ったのはこれでした。

「ジュリーに嫌いやがらせとかするなよ！」

　私を睨にらみつけ鼻息荒あらく怒ど鳴なる婚約者様に、私は苦笑いを浮うかべてみせた。

　えっ？　しないよ？　ってか苛いじめてほしいの？　それをしたら、いくらくれる？

　望まれても無理だ。

　婚約者様はそれだけ言い残して去っていった。

「婚約破棄、できるものならどうぞご自由に」

　私は婚約者様の後ろ姿に向かって小さく、口元に笑えみをのせて呟つぶやいた。
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　この前、ジュリー・バナッシュを何処かで見たことがある気がしたのがなぜだか解った。

「この本の主人公、バナッシュさんにそっくり」

　私は一冊の庶民向け恋愛小説を手に呟いた。

『ドキドキ♡　貴族になっても頑がん張ばっちゃうもんね！』は、私がある人に書いてもらっている作品で、その主人公にバナッシュさんが似ていたのだ。

　小説の最初の部分を読み返す。







〝私はその日、生まれ変わったの。

　お母さんと二人で庶民暮らしをしていた私のもとに、お父さんと名乗る男の人が来たからビックリしちゃった！

　お母さんは最初嫌がっていたけどやっぱりお父さんのことが大好きだったみたいで、結婚することに。

　そしたら、お父さんたら伯爵様だったの！

　私はその日、伯爵令嬢になっちゃった！

　本当に大変だったけど、半年間マナーの勉強を必死で頑張ったわ。そうしたらお父さんが私を学園に入れるって言い始めたので面めん倒どう臭くさいなって思っちゃった。

　貴族の令嬢や令息は皆みな、決められた年ねん齢れいになると学園に通うんだって。

　でも私は、お父さんがお母さんとイチャイチャしたいだけなんだって思ってる。

　私だって二人の邪じや魔まはしたくないから文句なんて言わずに学園に通うわ。

　貴族になったからにはお父さんに恥はじをかかせないように頑張っちゃうもんね！

　私は決意を新たに学園に向かうのだった。〟







「お嬢じよう様さま？　何か不備でも見つけてしまいましたか？」

「いえ、マチルダさん」

「では、小説の続きなのですが」

　マチルダさんは、この『ドキドキ♡　貴族になっても頑張っちゃうもんね！』の作者だ。

　肩かたまである赤茶色の髪かみの毛けを頭の下の方で一つ結びにし、同じ赤茶色の瞳を持つ六十五歳さいだけど、見た目は二十代後半にしか見えない不思議な人でもある。

　彼女は数年前までこの国の王子殿でん下かの乳う母ばをしていた。

「うちの王子でしたら、薔ば薇ら園えんの植うえ込みの陰かげでお昼ひる寝ねですかしら？」

「せめて近くの東あずま屋やでお昼寝にしましょう！　庶民の皆みな様さまに夢を与えたいのに、それじゃなんだか野性的すぎでしょう？」

　このふざけた題名の小説のあらすじは、庶民として生活していたところが伯爵様の隠し子だと解り引き取られ、高等学園に転校した主人公が、天才伯爵子息や俺様侯爵子息、そして魔ま法ほうが使える王子様などなどの素す敵てきな貴族の殿方達と出会い、恋をしていく話だ。

　この小説が庶民向けなのには理由がある。

　単純にその方が売れるというのもあるが、何より主人公に恋をする貴族の殿方達には実在のモデルがいるからだった。

「王子はそんな目立つ所でお昼寝はしません。信しん憑ぴよう性せいに欠けます」

　マチルダさんが口を尖とがらせた。

　可愛らしい人だ。

「でも貴族が読んだら、これが私達の国の王子殿下だと直ぐにバレてしまいますから、少しだけでも変えた方がよいのではなくて？」

「王子もお嬢様の婚約者様もお嬢様のお兄様も皆、ここまでそっくりに書けているのに、ですか？」

「ええ、名前が違ちがうだけだからこそ、時には逃にげ道みちを作っておかなければなりません。後々バレてしまった時、言いい逃のがれができなくなってしまいますから。慰い謝しや料りようを請せい求きゆうなんてされた日には、たまったもんじゃありませんわ」

　この小説は、庶民の皆様がより夢を見れるようにモデルを忠実に描いている。

　そのため、貴族の間で実話だと思われたら困るのだ。

　だからこその庶民向け。

　庶民向けと謳うたってしまえばプライドの高い貴族は読まないだろうという私の心理的作戦でもある。

　乳母の経歴を持つマチルダさんは、王子と同年代の有力貴族に詳くわしい。

　兄や婚約者様も例外ではない。

　私は、体がふるりと震ふるえるような嫌な予感がした。

　だって、小説通りに学園を操あやつろうとバナッシュさんが考えているなら、私には悪役にされた上、婚約破棄され学園で孤こ立りつする未来が待っている。

　孤立とは、ビジネスの幅はばを狭せばめる最短ルートだ。

　ビジネスチャンスを棒に振ふるなんて恐きよう怖ふでしかない。

　私は想像でしかない考えに、ぬぐいきれない不安を抱かかえながらマチルダさんと打ち合わせを続けるのだった。
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　翌日、私の横で盛大に転ぶバナッシュさんを見て、予感が確信へと変わった。

　ああ、こんなシーンあの小説にあったな。

　小説では私をモデルにした悪役令嬢が主人公に足を掛かけたんじゃなかったっけ？

　小説をなぞるのであれば、私が足あし蹴げにしたということになるのだろうか？

　私は血の気が引く思いがした。

　ちなみに、あの小説はまだ終わっていないが、中ちゆう盤ばんで私をモデルにした悪役令嬢は断罪されて婚約破棄されると同時に学園内で肩かた身みの狭せまい思いをするようになる。

　断罪って私、やってもいないことで裁かれるの？

　婚約破棄だけでもキズモノ令嬢と言われてしまうのにやってもいない罪で断罪……。

　私は、そんな作られた物語通りにしようとするバナッシュさんの思惑に乗る気はない。

　なぜなら、私は自分の名めい誉よが蝕むしばまれるなんて耐えられないからだ。

　浮うわ気きに苛いじめの偽ぎ装そう？

　受けてたちましょう！

　あの子があの小説を予言書と思い込み、忠実に再現しようとしていると考えれば不可解な行動も合がつ致ちすることが多い。

　それを踏ふまえた上で、彼女の持っている小説は私にとっても予言書のようなものだ。

　よし、証しよう拠こを集めよう。

　私が婚約破棄されたのは婚約者様の浮気のせいだと解る証拠と、私が苛めをしていない証拠を。

　私は真横で倒たおれているバナッシュさんを見つめてコンマ三秒でそこまで考えたのだった。
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　調査の結果バナッシュさんの性格には疑問に思う点が多々あることが解った。

　貴族男性に対しては上うわ目め遣づかいで甘ったるい声を出し、貴族女性にはさも苛められていますと言いたげに怯おびえて見せ、庶民の皆様には馬ば鹿かにしたような態度をとっていると報告が来た。

　元々庶民だったなら、庶民がどれだけ素す晴ばらしい存在かよく解っていると思うのだが不思議だ。

　彼女の性格には疑問が残るが、私は私のできることをしよう。

　最初に向かったのは学園の南側の外れにある薔薇の咲さき誇ほこる池だった。

　色とりどりの薔薇の生いけ垣がきに囲まれたロマンチックな場所だ。

　ここは、予言書に書かれている婚約者様と主人公の逢あい引びきの場所なのだ。

　直接池に行くのはリスクが高い。

　だから私は池がよく見える薔薇の木の裏側にまわって、記録用魔ま道どう具ぐで二人の逢い引き現場を映像に残すことに決めた。

　この国では魔法を使える人間は少ないが魔ま力りよくの詰つまった石を輸入していて、その石から作られた魔道具は広く一いつ般ぱんに使われている。

　そんな魔道具をセットするのに好都合なことに、逢い引き現場の近くは足あし下もとまで薔薇の葉が茂しげっていて隠れやすかった。

　声を出さなければ、見つからないようにひっそりと証拠を集めることができる。

　なんて盗とう撮さつに適した場所だろうか？

　私は急いで目的の場所に向かった。
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　…………先客がいた。

　我わが国くにの第一王子、ルドニーク・レイノ・パラシオ殿下がお昼寝中だった。

　美しい白薔薇が咲さき乱みだれる中、ポッカリと空いた地面に寝ねそべる美しい王子殿下。

　マチルダさんが言ってた通り、樹きの陰で寝っころがってらっしゃる。

　なんと無防備な姿だろうか。

　王子殿下に恋こい心ごころを抱いだくご令嬢方に襲おそわれてもしらないぞ。

　そんなことを考えていると、私の気配に気がついたらしく殿下の目が開いた。

　漆しつ黒こくの髪の毛にスカイブルーの瞳が私を見ている。

　しばらく王子殿下を見ていたが、私には使命があった。

　美しいものを見るのは好きだが今はそれどころではない。

　時間がないのだ。

　私は王子殿下を無視して魔道具のセットを始めた。

「…………君、確か、ローランドの妹？」

「シーお静かに」

　私が魔道具をセットし終わったのと同時にバナッシュさんが現れ、直ぐに婚約者様もやってきた。

　予想通り、バナッシュさんはあの小説をなぞっている。

　二人はしばらく見つめ合ってから、何やら話し始めた。

　ここからでは何を話しているのかまでは解らないが、婚約者様がバナッシュさんの手を引き抱き寄せたのは撮とれた。

　小説通りの展開に口元がにやける。

「あれはキュリオン侯爵家のラモールだな」

「はい。私の婚約者様ですの」

　王子殿下の言葉に返事をすると王子殿下は黙だまり込んだ。

　二人がいなくなるのを見送ってから王子殿下に向かって魔道具をかまえ、私は王子殿下に聞いた。

「今日は何月何日、そして今何時ですか？」

　王子殿下は上着のポケットに入っていた懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出して私の欲ほしい答えをくれた。

　私は王子殿下に笑え顔がおを向けて頭を下げる。

「失礼な態度をとってしまいまして申し訳ございません」

「…………いや、何か深い理由があるのだろう」

「いえ、あの方達の思い通りにならないように材料を集めているだけでございます」

　王子殿下は表情も変えずに言った。

「またここに来るつもりなのか？」

「はい、証拠は多い方が有利ですので」

「ここは俺の昼寝場所だ」

　解っている。解っているがここよりも適した撮さつ影えい場所なんて見つかる気がしない。

　どう考えてもこの場所が最適なのだ。

　私の口から本当に自然に舌打ちがこぼれ落ちた。

「おい」

「申し訳ございません」

　自分の行動に驚いてしまった。

　不敬罪で首をはねられても文句も言えない状じよう況きようである。

「舌打ちなんてはじめてされたぞ」

　それなのに、呆あきれ顔がおだが王子殿下は怒おこっている気配を感じない。

「すみません、失礼をいたしました。しかしながら、この場所を訪おとずれるのも長い間ではありません」

　王子殿下は納なつ得とくいってない顔だ。

　それもまた仕方がないと思う。

「私の婚約者様はもうしばらくすると私を無実の罪で断罪し、婚約破棄するものだと推測されます」

「なぜ解る？」

「予言書がありまして」

「……見せてみろ」

　私は仕方なく、あの小説を鞄かばんの中から取り出した。

　小説を受け取った王子殿下は眉み間けんにシワを寄せて私を睨んだ。

「……馬鹿にしてるのか？」

「いいえ！　では、このページをご覧ください！　先ほどの場面であると納得いただけるはずですわ」

　王子殿下から小説を受け取ると、よく似たシーンが掲載されたページを開いてみせた。すると、王子殿下は眉間のシワを深くした。
















「信じてくださらなくても結構です」

「…………で、これが本当に予言書だというならどうするんだ？」

「この中に出てくる私は馬鹿で嫉しつ妬と深ぶかい女なんですの」

　王子殿下の口元がヒクッと引きつった。

　面めん倒どう臭くさい女に声をかけてしまったという顔だ。

　失礼である。

「ですがリアルの私は自分で言うのもなんですが、馬鹿でもなければ嫉妬深くもない。むしろ、婚約者様など愛してもいない」

「それ、ぶっちゃけていいのか？」

「はい。殿下は私の人生において重要な人物ではないので」

「…………」

「悪い意味ではないのです。王子殿下は私にとって害がないといいますか……」

　私は眉まゆを下げ困った顔を作ってみせた。

「貴方あなた様さまはここで偶ぐう然ぜん出会わなければ挨あい拶さつ以外の会話をすることのない、雲の上の人なのですから」

　私の言葉に王子殿下は不思議そうに首を傾かしげた。

「君はローランドの妹だろ？」

「はい。ノッガー伯爵家のユリアスと申します」

「俺はローランドと仲がいい方だ。友人の妹なのに関わりはないのか？」

　淡たん々たんとしたしゃべり方の王子殿下に私はヘニャっと笑った。

「王子殿下、貴方は兄の友人ですが私の友人ではないのです。しかも婚約者のいる立場で貴方と仲良くなるなんて大人は許しません。それに、私が婚約破棄されたとなれば婚約者がいなくなったとたんに大物を狙ねらっていると言われて陰かげ口ぐちをたたかれるに決まってます。王子殿下のご迷めい惑わくにもなります。ですから、王子殿下は私に関わらない方がいいのです」

「…………解った」

　王子殿下は一つ息を吐はくと言った。

「ここに来ることを許そう。その代わり君は今から俺の友人だ」

　こいつ、解ってねぇな。

　私の口からまた舌打ちがこぼれ落ちてしまった。

　本当にうっかりだった。

「っ！　も、申し訳ございません」

　王子殿下はなぜか嬉うれしそうに笑顔を作った。

「舌打ちする令嬢なんてはじめて見た」

　舌打ちしたのになぜ嬉しそうなの？

　この人、どんな神経しているのだろうか。

「ですが、王子殿下と友人になって私になんの得があるのでしょうか？　他の令嬢達から疎うとましく思われてしまえば私には実害があるのですが」

「君は損得で友人を選ぶのか？」

　心底驚いたような顔で王子殿下はそう言った。

　これは王子殿下の興味を削ぐチャンスだ。

「勿もち論ろんです。私は力のないただの小こ娘むすめですから、少しでも自分に有利になる人脈を優先して友人にしたいと思って何が悪いのです？　王子殿下との友人関係は得になる気がいたしません」

　王子殿下は困ったように眉を少し下げて言った。

「損かどうかは解らないが、さっきの日時を言う作業で俺は役に立ってなかったか？」

　た、確かに。私よりこの国の王子殿下が証言したという事実だけで説得力が段だん違ちがいである。

　王子殿下は使える。

　私の証拠集めに王子殿下はとても有利に働いてくれるに違いない。

「それは……立って……ました」

「だろ、これからよろしく」

　王子殿下の笑顔に私は苦笑いを浮かべた。

　私は王子殿下の頭が心配になってしまうのを抑えることができないのであった。
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